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・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)

・塗装(建築塗装作業)

９．室内の空気中
の化学物質濃
度の測定

監督職員に提出する。（宮城県HP「事故発生報告」参照）

項　　　　目 特 　記　　　　事 　項章

・乾式保護材（品質・性能、試験方法は別表による）

３. 既存下地の <3.2.6>
処理

※ 設置する ・設置しない<3.5.4><3.9.3><5.11～13.2><5.14.5>(13.2.3)(13.3.3)

・ 屋上緑化

内部足場

・材料、撤去材等の運搬方法
種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種）

　　Ｃ種：利用可能なエレベーター　　（　　　　　　　　）

<1.6.3>

<1.7.2>

家具及び設備の移動

７　別　途　工　事

８　そ　　の　　他

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・ 構造特記仕様書 ・ 外構工事特記仕様書 ・ 植栽工事特記仕様書
・ 解体工事特記仕様書 ・ 電気設備工事特記仕様書 ・ 機械設備工事特記仕様書 工事の施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督職員に通報するととも
・ ・ に、監督職員から指示があった場合は「事故報告書」を指示する期日までに

２．既存防水の <3.2.3～4><3.2.6>
　処理

 (1.5.9)<1.7.9>

次の事項を記載した報告書を１部提出する。
　ａ測定結果
　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内）、天候、風の状況、
　　日射進入状況、測定年月日・時間、窓の開閉状況、機械換気量、
　　工事完成時から測定日までの日数）
　ｃ試料採取方法、測定方法、使用した測定機器

３.揚重機械器具

４.工事表示板・その他の廃棄物（管理型) 11．建築基準法に
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考 よる風圧力等 適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定

の指定 ・ 合成高分子系ルーフィングシート ・
・　アルミニウム笠木 ・　金属板屋根葺 地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

５．足場等 外部足場 ・設置する　　（設置範囲　・工事に必要な範囲・ <2.2.1>
・ 折板屋根葺 ・ ガラスブロック 多雪地域の指定　・有　　・無

・ 　） <表2.2.1>
・ 重量シャッター ・　軽量シャッター上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

・設置しない
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。 ・ オーバーヘッドドア

防護シート ・設置する　　（設置範囲　・工事に必要な範囲
また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

・ 　）
12．設計ＧＬ ※ 図　示 ・ 現状平均地盤高

・設置しないPCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.1]
・設置する （・ ※脚立、足場板等）・ 無

13．施工調査 施工数量調査 <1.6.2>
・設置しない

PCB含有シーリング材 ・ 有（施工範囲は図示） [5.4.1] 調査項目 調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品
・ 無

PCBを含有する機器等については、飛散、流失等がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工アスベストの処理

・ 既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場吹き付けアスベスト除去工事 ・有(図示 　　）　・無
 に関する基準」によること。受け入れ施設名・所在地(km)

14．技　能　士 ・ 下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は
アスベスト含有保温材除去工事 ・有(図示 　　）　・無

単一級技能士を配置する。
受け入れ施設名・所在地(km)

６．養生 <2.3.1>・　行う(図示) ・ 行わない
アスベスト成形板除去工事 ・有(図示　　　）　・無

既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管士を配置する。
・ 行う ・ 行わない

ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理 　工　事　種　目  技能検定職種（技能検定作業）
ヒ素又はカドミウムボード ・有(図示 　　）　・無 以下の該当工事 ・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。 仮設工事 ・とび（とび作業）

７．仮設間仕切り ・ 設ける(図示) <2.3.2><表2.3.1>
＜対象となる石膏ボード＞ 防水改修工事 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に
８.監督職員事務所 ※ 設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する） <2.4.1>製造されたもの

・ 設ける（規模 ㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に
備品（製造されたもの

指定する処分場
９.工事用水  構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※ 利用できない

【名称：　 　　所在地(km)　　 　】
10.工事用電力  構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※ 利用できない

※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く６．電気保安 ・ 適用する ※ 適用しない <1.3.3>

11.工事用通路<1.3.10> 外壁改修工事
７．事故報告

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）建具改修工事
材料の品質等 <1.4.2>８．建築材料等 ・ガラス施工（ガラス工事作業）
※ 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの ・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
とし、その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員 内装改修工事
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又は、これら
と同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾
を受ける。

・表装（壁装作業） ・建築大工（大工工事作業）
環境への配慮 <1.4.1> 塗装改修工事 ・塗装（建築塗装作業）
※ 本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては、「県有施設のシッ

・鉄筋施工(鉄筋組立作業)耐震改修工事
クハウスマニュアル」に留意し、揮発性有機化合物の放散による健康への

・型枠施工(型枠工事作業) ・とび(とび作業)
影響に配慮する。

・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)
コンクリートブロック・ALCパネル※ ホルムアルデヒド仕様
・押出成形セメント板工事使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
石工事 ・石材施工（石張り作業）
排水工事 ・配管（建築配管作業）１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
舗装工事２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
植栽工事 ・造園（造園工事作業）ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
屋根及びとい工事 ・建築板金（内外装板金作業）ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
 材料使用

　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
15．完成図等

　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
 塗料使用

２．適用基準等

試料採取及び測定は、厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と
測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか、拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定対象物質
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）

３．概成工期 工事工期より 　日前 <1.2.1> ※ ｽﾁﾚﾝ 　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ 　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）

４．工事実績情報 ※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合） <1.1.4>
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3、800μg/m3 ・ 0.88ppm）

(CORINS)の 受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、
※ ｷｼﾚﾝ 　（濃度指針値   200μg/m3 ・ 0.05ppm）

登録 契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
の受領書を、監督職員に提出すること。 ）測定する室等：（

・ 適用しない

５．発生材の 発生材の処理 <1.3.12> 採取方法：吸引方式又は拡散方式とし、拡散方式では８時間採取する。
処理等 ・ 引渡しを要するもの（ ）

）
17．設備工事との 施工範囲　　各工事の区分表による。受入れ施設名・所在地(km)

取合い 施 工 図    設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して・ 現場において再利用を図るもの（ ）
監督職員の承諾を受ける。・ 再生資源化を図るもの

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
18．火災保険等 工事目的物及び工事材料等について、次により保険に付す。・ コンクリート塊

保険の種類 ※　火災保険 ※　建設工事保険 ・・ アスファルト
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで ・コンクリート塊

・　建設発生木材
・ コンクリートか

１.仮囲い ・　設けないら成る建設資材
仮囲いの位置及び延長は図示による。

・その他の廃棄物（安定型) ・シートゲート（H=　　、W=　　）× 箇所
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

２.交通誘導員

４．アスファルト
防水

屋根保護防水（既存）
新設防水層の種別

改修工法 新設種別 施工箇所 絶縁用シート
・A-1
・A-2
・A-3
・B-1
・B-2
・AI-1
・AI-2
・AI-3
・BI-1
・BI-2

・P1B

・P1BI

・P2A

・P2AI

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
厚さ0.15mm以上
又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
70g/㎡程度

・
※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
70g/㎡程度

・

<3.1.4><3.3.2～5><表3.1.1><表3.3.3～10>

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　
※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　・
材料による区分　※R種
厚さ　(　　　)mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.3.3及び表3.3.9による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

平場の保護コンクリートの厚さ

床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　
こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　

立上り部の保護方法　

・れんが押え（※JIS R 1250 　・　 　　）
・コンクリート押え
・モルタル押え（屋内）

※ 設ける

・ 配置する（ 　日　×　　人　＝　　　人日）　 ※ 配置しない

・ トラッククレーン（　ｔ吊り）× 　　日
・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）× 　日

断熱材

※JISA9521に基づく押出法
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA
（ｽｷﾝ層付き）

厚さ ・

用途による区分　・
材料による区分　※R種
厚さ　(　　　)mm以上

窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　（mm）　幅 （mm）） 

<3.1.3>
・
※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

養生(とい共)
１．降雨等に対する

既存防水層の撤去

既存保護層の撤去

露出防水層表面の仕上げ塗装除去

・行わない
・行う（範囲 ・図示による　・ ）

・行わない

・行う（ ・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X ）
・行わない

補修箇所の形状、長さ、数量等

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による
・

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付
け部、塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

※監督職員と協議する
・図示による

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤
去とした立上り部等の処置　　 

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合の建築材料

３

防
水
改
修
工
事

２

仮
設
工
事

１

一
般
共
通
事
項

Ⅰ　工  事  概  要

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）
その他の地域・地区（ ）

５　敷　地　面　積

※ 下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

※ 下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能

※ 作成する　　　　・　作成しない16．完成写真

分　類 サイズ 撮影箇所数 提出様式部  数
※カラー ※Ｌ ※工事用アルバムA4版
・白黒 ・２Ｌ 撮影要領の ※１部 ポケット式程度

・六切り 完成写真程度 ・ 部 ・フリーアルバム
・ 箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）

・

営繕工事写真撮影要領により、完成届に添付する完成写真とは
別に次のものを原本（電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※営繕工事写真

アルバムは、監督職員との協議により紙媒体又は電子媒体とする。

なお、原本は、DVD-R等で提出すること。

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様
１．共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の
「公共建築改修工事標準仕様書(令和4年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。
ただし、「改修標準仕様書」に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（令和4年
版）」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(令和4年版）」（以下
「解体共通仕様書」という。）による。
なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の
円滑な進捗をはかること。

１．一般事項 ・ 工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の
上、指示に従うこと。

・ 施工体系図を現場に掲示すること。
・ 工事着手前及び完成時に、以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の
状況（地盤、擁壁、内外壁、床、建具等）を調査・記録し、報告書を監督
職員に提出すること。

調査範囲　　※　図示
※調査に先立って調査計画書を作成し監督職員の確認を受けること
※工事に伴う環境調査要領 平成28年4月（東京都建設局編集）による

・防水施工 ・アスファルト防水工事作業
・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
・合成ゴム系シート防水工事作業
・塩化ビニル系シート防水工事作業
・シーリング防水工事作業
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・内装仕上施工

・ＦＲＰ防水工事作業

・鋼製下地工事作業
・ボード仕上工事作業
・木質系床仕上工事作業
・プラスチック系床仕上工事作業

・路面標示施工 ・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）

測定結果等報告書の提出

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は、引渡は受けない。

※ 室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については、
施設管理者に依頼する。

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

10．特別な材料の
工法

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の
工法は、当該製品の指定工法とする。

総揮発性有機化合物の測定は「11章 総揮発性有機化合物（TVOC）測定」参照

建　築　改　修　工　事　特　記　仕　様　書　【令和７年４月版】

１　工　事　名　称 鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
２　工　事　場　所　　　山形県鶴岡市大岩川 地内
３　用途地域等

４　主　要　用　途 中学校（体育館）

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　第2種住居地域　）

51133.10 ㎡
６　工 事 の 概 要 １．屋内体育館棟の外部改修工事

３．外構改修工事

２．屋内体育館棟の一部内部改修工事

・ 建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和4年版）
・ 営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部　令和5年版）及び

工事写真撮影ガイドブック（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　令和5年版）

・ 金属類

・ 仕上材類
・ 混合ガラ類

・ 木くず 風速(ＶO) 　　　※３２

・外壁劣化部 ・屋内体育館棟 調査図、調査数量調書

及びPDFデータ　  DVD-R等２部

　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　　　（　屋内体育館棟階段　）

保管場所 現場保管（現場指示）
養生の方法　　仮置き

・行う（範囲 ・図示による　・調査の上ふくれ等劣化部は撤去とする）

・目視、計測

改修工事特記仕様書(1)

※ 白焼縮小（Ａ３版）２つ折製本 　４部

及びPDFデータ　  DVD-R等２部

※ 完成図面　JWW形式・DXF形式・DWG形式のCADデータ

※ 完成図面　JWW形式・DXF形式・DWG形式のCADデータ

※ 指定しない ・ 指定する（工事前に監督職員と協議・承認を受ける）

・キャスターゲート（H=1.8m、W=6.0m）×　　1 箇所

ｳｨｽﾞ環境株式会社 鶴岡市大字西目字水上129-5

ﾌｼﾞﾒﾀﾙﾘｻｲｸﾙ東北 庄内工場 三川町青山外川原192-19

東北ｸﾘｰﾝ開発(株)北の沢事業所 中山町大字土橋北の沢1146-3

ｳｨｽﾞ環境株式会社 鶴岡市大字西目字水上129-5

(株)ｷﾖｽﾐ産研中山事業所 中山町大字土橋字鬼ヶ沢1151

受け入れ施設名・所在地(km)　(株)ｷﾖｽﾐ産研中山事業所 中山町大字土橋字鬼ヶ沢1151

・ 特別管理産業廃棄物（ｱｽﾍﾞｽﾄ処理水廃材

A-02

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



改修工事特記仕様書(2)

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  NON

A3  NON

保護層　・設ける（※図示による　　・　 　　）
・設けない

※製造所

・S-M2
・

屋根露出防水（既存）
新設防水層の種別

仕上塗料
改修工法 新設種別 施工箇所

使用量種類
※製造所・C-1 ・製造所
の仕様・C-2 の仕様

・・C-3 ・
・C-4
・D-1 ※製造所・製造所
・D-2 の仕様の仕様

・・D-3 ・
・D-4
・DI-1
・DI-2

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・有　・無

・有　・無

・有　・無

・有　・無

備考断熱材

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・・

※3.3.2(9)
種類

厚さ
・

・E-2・P2E
・P1E ・E-1

施工箇所種別改修工法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

屋根露出防水（既存）
新設防水層の種別

仕上塗料
改修工法 新設種別 施工箇所

使用量種類
※製造所・製造所
の仕様の仕様

・ ・

ファルト
シート防水

５. 改質アス

・M4AS ・AS-T1
・AS-T2
・AS-J2

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・・

・M3AS ・AS-T3
・AS-T4
・AS-J1

・POAS ・AS-T3
・AS-T4
・AS-J1
・AS-J3

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・・

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・・

・ASI-TI

備考断熱材

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・有　・無

・有　・無

・有　・無

・有　・無
脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

・有　・無

・有　・無

3.4.2(3)ｳ

・
種類

厚さ
・

・ASI-JI

・M3ASI
・M4ASI
・POASI

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　

６. 合成高分子系
ルーフィング
シート防水

・S-F2

新設防水層の種別

仕上塗料
改修工法 新設種別 施工箇所

使用量種類
※製造所・製造所
の仕様の仕様

・ ・

・S-F1

備考断熱材

脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

・有　・無

絶縁断熱工法の防湿用シート 
・設置する ・設置しない

・　

・ （個）

防湿層

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・ ・

・S-M1
・POS
・S4S

・S-F1

・S-F2

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・・

脱気装置
・有　・無

・S3S

・製造所
の仕様

・

※製造所
の仕様

・

脱気装置
・有　・無

・S-M1

・S-M2

・M4S

・有　・無
・製造所

の仕様の仕様
・・

脱気装置

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・

・S-F1

・S-F2

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・

ﾝｸﾘｰﾄ下地
・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺ

・

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

※製造所・製造所
の仕様の仕様

・・

・S-M1

・S-M2

3.5.2(3)(ｴ)(b)
種類 

厚さ(mm) 
・　

・25　・50
・

種類 

厚さ(mm) 
・　

・25　・50
・

3.5.2(3)(ｴ)(a)

・POSI
・S3SI
・S4SI
・M4SI

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム

屋内防水

種別 種別 施工箇所 保護層
立上り部の保護モルタル塗厚平場の保護モルタル塗厚

・S-C1・P1S ・ ※7mm以下
・

用途による区分　　・

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　
※改修標準仕様書表3.3.9による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

材料による区分　　※R種
厚さ　( )mm以上

※改修標準仕様書表3.3.8及び表3.3.9による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・
材料による区分　　※R種
厚さ　( )mm以上

※図示による　　　 ・　

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　 ※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

防水層の種別
屋根防水

E-1の工程3を行う部位

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

屋上排水溝
※図示による　　・ 

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度
・

※貯水槽、浴室等常時水に接する部位
・

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・
材料による区分　　※R種
厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・
材料による区分　　※R種
厚さ　(　　　)mm以上

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による
・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　・
材料による区分　　※R種
厚さ　(　　　)mm以上

※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度
・

設置数量　 ※アスファルトルーフィング類の製造所の指定
種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

・ （個）

※非歩行仕様
・軽歩行仕様

・設置する ・設置しない

防水層の種別

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類
目地割

※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度
・

目地の種類
※押し目地
・

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ
※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による
・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

種類　　・

絶縁用シートの材質
※発泡ポリエチレンシート
・

固定金具の材質、形状及び寸法
※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の

片面若しくは両面に樹脂を積層加工したもの
・

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量
種類

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理 
・行う（・図示による　　・　　　　　　）　　

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）
・行う（・図示による　　・　　　　　　）
・行わない

７．塗膜防水 新設防水層の種別

改修工法 新設種別 施工箇所

※X-1
・X-2
・X-1H
・X-2H
・

・POX 脱気装置

改修用ﾄﾞﾚﾝ
・有　・無

・有　・無

・L4X

仕上塗料
種類 使用量

・X-1H
・X-2H
・

・X-1
※X-2

脱気装置
・有　・無

・主材料の製
造所の仕様

・

※主材料の製
造所の仕様

・

・主材料の製
　造所の仕様
・

※主材料の製
造所の仕様

・

設置数量　　※主材料の製造所の仕様
・ （個）

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量
種類　　　　※主材料の製造所の仕様

　　・　

備考

新設防水層の種別
改修工法 新設種別 施工箇所 工程数及び各工程の使用量

・
※主材料の製造所の仕様

保護層
・設ける
・設けない・

・
※主材料の製造所の仕様 ・設ける

・設けない・

※Y-2

※Y-2

８．シーリング シーリング改修工法の種類
・シーリング充填工法
・シーリング再充填工法
・拡幅シーリング再充填工法
・ブリッジ工法
ボンドブレーカー張り
・適用する ・適用しない

エッジング材張り
・適用する ・適用しない

<3.1.4><3.7.2、3、7、8>

<3.6.2、3>

<3.5.2～4><表3.5.1～3>

<3.4.2、3>

シーリング材の種類、施工箇所
下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

仕上げを行わない施工箇所
・図示による　　・　

※改修標準仕様書3.7.3(1)による
・図示による ・

接着性試験
※簡易接着性試験
・引張接着性試験

<3.8.2、3>といその他の材種
・配管用鋼管
・硬質ポリ塩化ビニル管
・ルーフドレン
・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　・ 　　）

シーリング材の目地寸法

とい受金物
材種

足金物
材種

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

形状
※市販品
・

取付け間隔
※改修標準仕様書3.8.2による
・

多雪地域
・適用する ・適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

設置数量
・

※ルーフィングシートの製造所の仕様
・（　　　　　　）個

厚さ　　・　　　mm以上

※ルーフィングシートの製造所の仕様

形状

※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）

・

・
※改修標準仕様書3.8.2による

・図示による　　・　

ルーフドレンの種類及び呼び

・P2Y

・P1Y

※ねじ込み式
※ねじ込み式

※ねじ込み式
・差し込み式
※ねじ込み式
・差し込み式

・80　・100　・125　・150
・80　・100　・125　・150
・50  ・80　・100
・50  ・75　・100
・50  ・80　・100
・50  ・75　・100

種別 呼び 施工箇所

種類　 <3.9.2、3>

・板材折曲げ形（・オープン形式 ・シール形式）
  本体幅（　　　）mm　板厚（※2.0mm　 ・ mm）

表面処理

色合等　・標準色（ ）　・特注色（ 　） 
既存笠木等の撤去

・行わない
下地補修の工法

板材折曲げ形の笠木の取付方法

・POX

９．とい

・M3D
・POD

・PODI
・M3DI
・M4DI

・M4C

・バルコニー中継用

・バルコニー用

・ろく屋根用横形Ⅰ型
・ろく屋根用たて形Ⅰ型

たてどい受金物の取付け
※図示による

ルーフドレンの取付け
※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填する
・

鋼管製といの防露巻き
※改修標準仕様書表3.8.4による
・

※図示による　　・　

※図示による　　・　

３

防
水
改
修
工
事

　　工法
２．欠損部改修

１．ひび割れ部

外
壁
改
修
工
事

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

11．防水保証 アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
フィングシート防水の保証期間は、引渡しの日から10年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。
塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が

通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

１．ひび割れ部
改修工法

・樹脂注入工法
工法の種類

(mm)
注入口間隔 注入量

（mL/m）
延べ長さ
（m）

・
※200～300

・50～100
・
・100～200
・

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満・150～250
・

・40
・

・70
・
・130
・

 0.2以上～0.3未満

 0.2以上～1.0未満※自動式低圧
エポキシ樹脂
注入工法

樹脂注入工法
・機械式エポキシ
樹脂注入工法

工法の種類 延べ長さ(m)ひび割れ幅(mm)

注入状況の確認方法
※コアの抜取りを行う

抜取り個数
※長さ500mごと及びその端数につき1個
・

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法

 0.2以上～0.3 未満
 0.3以上～0.5 未満
 0.5以上～1.0 未満
 1.0 超過
 1.0超過～1.5 未満

 1.5以上～2.0 未満
 以上～未満

・シーリング材
充填材料の種類

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系
・

・行う　　・行わない
シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填

・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法
延べ長さ(m)ひび割れ幅(mm)

 0.2未満

・手動式エポキシ

・可とう性エポキシ
シ樹脂

・シーリング材

・パテ状エポキシ樹脂
・可とう性エポキシ樹脂

<4.1.4><4.3.5、6、7、8>

・充填工法

モルタル
・ポリマーセメント

 10～15未満
  5～10未満

 15～20未満
 20～25未満
 25～30未満
 30～35未満
 35～40未満

平均広さ(㎡)平均深さ(mm) 延べ箇所数

・エポキシ樹脂モルタル

工法の種類

材料

ひび割れ幅
(mm)４-１

外
壁
改
修
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

改修工法
４-２

注入状況の確認方法
※コアの抜取りを行う

抜取り個数
※長さ500mごと及びその端数につき1個
・

抜取り部の補修方法

・Uカットシール材充填工法

・可とう性エポキシ
樹脂

工法の種類 ひび割れ幅(mm)
 0.2以上～0.3 未満
 0.3以上～0.5 未満
 0.5以上～1.0 未満
 1.0 超過
 1.0超過～1.5 未満
 1.5以上～2.0 未満

・シーリング材

 以上～未満

延べ長さ(m)

・樹脂注入工法 <4.1.4><4.3.5、6、7、8>

シ樹脂注入工法

工法の種類

・
※200～300

注入量
（mL/m）

延べ長さ
（m）

注入口間隔
(mm)(mm)

ひび割れ幅

 0.2以上～1.0 未満
※自動式低圧エポキ

・手動式エポキシ
樹脂注入工法

・機械式エポキシ
樹脂注入工法

・50～100
・
・100～200
・
・150～250
・

・130
・

・40

・70

・130

 0.2以上～0.3 未満

 0.3以上～0.5 未満

 0.5以上～1.0 未満

※図示による　　・　
10．アルミニウム
　　製笠木

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

<4.1.4><4.2.4､8>

屋上

※市販品
・

・オープン形式（・押出250形 ・押出275形 ・押出350形）

・行う（範囲 ・図示による ・屋上笠木全て）

・ステンレス鋼板

・ステンレス製

・ステンレス製

種別（ BA-1、BA-2 ）種　

・
・ 調査の上算出

※ポリマーセメントモルタル充填　　・ 

A-03

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON改修工事特記仕様書(3)

・アルミニウム製建具

シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

　－

改修工法
・樹脂注入工法

工法の種類
(mm)

注入口間隔

・130

注入量
（mL/m）

延べ長さ
（m）

・・
※200～300

・50～100
・
・100～200
・

 0.3以上～0.5未満

 0.5以上～1.0未満・150～250
・

・40
・

・70
・
・130
・

 0.2以上～0.3未満

 0.2以上～1.0未満※自動式低圧
エポキシ樹脂
注入工法

樹脂注入工法
・機械式エポキシ

樹脂注入工法

・手動式エポキシ

<4.1.4><4.4.5、6>
ひび割れ幅

(mm)

注入状況の確認方法
※コアの抜取りを行う

抜取り個数
※長さ500mごと及びその端数につき1個
・

抜取り部の補修方法
※図示による　　・ 

２．ひび割れ部

工法
３．欠損部改修

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理
・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）
・

シーリング材の種類
打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地
※ポリウレタン系
・

伸縮調整目地その他の目地
※変成シリコーン系
・

４．浮き部改修
工法

(mL/箇所)
延べ広さ

指定部
(㎡)

一般部

注入量
(箇所/㎡)

指定部一般部
(本/㎡)

・アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂注入工法

一般部指定部

注入口箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数
工法の種類

※16
・

※25
・

※25

・アンカーピンニング
全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

スラリー注入工法

・注入口付アンカー

全面ポリマーセメント

全面エポキシ樹脂注入工法

ピンニング全面ポリマー
セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

※13
・

・
※13

※9
・
※9
・
※9
・

※20
・
※20

※16

・

・
※16
・

・
※16

※12
・

※20
・

※12 ※20
・ ・

※9
・

※16
・

※9 ※16
・ ・

・
※25
・
※50
・

※25
・

・
※50

※25

・

・

<4.1.4><4.4.5、9～15><4.5.9～15>

　－
　－

　－
　－

　－
　－ 　－

　－
　－

エポキシ樹脂注入タイル
固定工法

・注入口付アンカーピンニング

・タイル部分張り替え工法
・タイル張り替え工法

・ ・ ・
※25

アンカーピンの材質
※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの
・

注入口付アンカーピンの材質
※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度
・

接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

施工数量：　平均広さ（ ）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

張替え用材料

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

・タイル部分張替え工法

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
・張付けモルタル　（・現場調合材料 ・既調合モルタル）

※改修標準仕様書表4.5.1による
・図示による

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験
・行う ・行わない

施工数量：　平均広さ（ ）㎡　　延べ箇所数（ ）箇所

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

・タイル張替え工法

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理
・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）
・

タイル張りの工法
・外装タイル

・ユニットタイル

シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り
モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理
・目荒し工法（改修標準仕様書4.4.9(3)による）
・

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地
※ポリウレタン系
・

伸縮調整目地その他の目地
※変成シリコーン系
・

シーリング材の種類

シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

５．目地改修工法 <4.1.4><4.4.5、16>
・目地ひび割れ部改修工法
・伸縮調整目地改修工法

伸縮調整目地の位置及び寸法

下地処理及び

１．既存塗膜等の

下地調整

除去・　 工法

・高圧水洗工法

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上げ面全体
・図示による
※既存仕上げ面全体
・図示による
※既存仕上げ面全体
・図示による

塗膜はく離剤工法の処理範囲以外
の既存仕上面全面

・ひび割れ部改修
工法

・浮き部改修工法
・欠損部改修工法

・図示による

※サンダー工法、高圧水洗工法、

下地面の補修処理範囲
<4.5.4>

２．下地調整塗材 <4.5.2>

３．仕上塗材仕上
げ

<4.1.5><4.5.2><表4.5.1>

種類（呼び名） 仕上げの形状 防火材料
・砂壁状
・ゆず肌状
・ゆず肌状
・さざ波状

塗材Si
・砂壁状
・ゆず肌状
・ゆず肌状
・さざ波状

・ 外装薄塗材Si

・ 可と う 形外装

・ 外装薄塗材E ・砂壁状
・ゆず肌状
・平たん状
・凹凸状
・ゆず肌状
・さざ波状

・こて塗り

・ローラー塗り

・吹付け

・吹付け

・ローラー塗り

・ローラー塗り

・吹付け

塗材E
・砂壁状
・ゆず肌状
・平たん状
・凹凸状
・ゆず肌状

・ゆず肌状
・さざ波状

・さざ波状塗材E
・凹凸状
・砂壁状

・こて塗り
・吹付け

・こて塗り

・ローラー塗り

・吹付け
・吹付け

工法

・着色骨材砂壁状

 ・

　 ・

 ・

 ・

 ・・ 外装薄塗材S

・吹放し
・凸部処理
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし
・かき落とし
・吹放し
・凸部処理
・平たん状
・凹凸状
・ひき起こし

・ローラー塗り

仕上げの形状種類（呼び名） 工法

・適用する

上塗り 防火材料

 ・

 ・ ・適用する

※下地調整塗材

・厚付け仕上塗材

・薄付け仕上塗材

・ 防水形外装薄

防火材料種類(呼び名)

・ 複層塗材Si
・ 複層塗材RE
・ 複層塗材CE

複層塗材
・ 可と う 形

・ 防水形複層
塗材CE

・ 防水型複層

塗材E

<4.1.4><4.4.5、7、8>・タイル部分張替え工法
接着剤の種類
・ポリマーセメントモルタル
・JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所

張替え用材料
・接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系
・張付けモルタル　（・現場調合材料 ・既調合モルタル）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置
※改修標準仕様書表4.4.2による
・図示による

外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整剤塗りの接着力試験
・行う ・行わない

施工数量：　平均広さ（　　　）㎡　　延べ箇所数（　　　）箇所
・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理
・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）
・

タイル張りの工法
・外装タイル

・ユニットタイル
・マスク張り ・モザイクタイル張り

・密着張り ・改良圧着張り

・マスク張り ・モザイクタイル張り

・密着張り ・改良圧着張り

シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

・図示による 　・　

・吹付け

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り
・ 外装厚塗材E
・ 外装厚塗材Si

・ 外装厚塗材C

 ・

 ・吹付け

 樹脂

工法仕上げの形状
・吹付け

上塗材の種類 耐候性

・

※つやあり

 樹脂

外観

※ｱｸﾘﾙ系

・ﾒﾀﾘｯｸ
・
溶媒
※水系
・

※耐候形
3種

 ・塗り

3種
 ・

 ・吹付け

塗り

※耐候形

 樹脂
※ｱｸﾘﾙ系
・
外観
※つやあり
・ﾒﾀﾘｯｸ
・
溶媒
※水系
・

 ・吹付け

塗り

※ｱｸﾘﾙ系
・
外観
※つやあり
・ﾒﾀﾘｯｸ
・
溶媒
※水系
・

※耐候形
3種

 ・

 ・

 ・

 ・塗材RE

CE

・複層仕上塗材

・可とう形改修用仕上塗材
種類(呼び名) 仕上げの形状 工法 上塗材の種類 耐候性 防火材料

・ 防水形複層

改修塗材E
・ 可と う 形

・ 可と う 形
改修塗材RE

・ 可と う 形
改修塗材CE

・ゆず肌状

・さざ波状
塗り

 樹脂
　・
 外観
　・
 溶媒
　・

・ローラー

・ローラー

・ローラー

・耐候形
1種

・耐候形
2種

・耐候形
3種

　 ・

４．マスチック
塗材塗り

種別
・A種 ・B種

シーリングは、改修特記仕様書第3章　防水改修工事による。

・タイル張替え工法

５．外壁用塗膜
防水材塗り

<4.1.5><4.7.2､3><表4.7.1>

<4.1.5><4.6.2><表4.6.1>

新規仕上塗材の種類 

仕上げの形状

工法

仕上塗料の耐候性 
・

・適用する
・適用しない

コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章

モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様
書4章　外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁改修）による。

外壁改修工事（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）による。

吹付け工法の模様材の種類
・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

外壁用仕上塗料の種類
・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修
工事（塗仕上げ外壁等改修）による。

１．改修工法  <5.1.3>

・可とう形外装

・サンダー工法

・樹脂製建具

・鋼製軽量建具

・鋼製建具

・木製建具
・ステンレス製建具

・外部
・内部

かぶせ工法 撤去工法
・建具表による　・

適用箇所

－

建具の種類

・建具表による　・
・建具表による　・
・建具表による　・
・建具表による　・
・建具表による　・
・建具表による　・

・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・

新規に建具を設ける場合 
壁部分の開口の開け方

新規建具周囲の補修工法及び範囲

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

２．防火戸

・ポリマーセメントモルタル

・指定する　適用箇所（・建具表による　　・ 　　） 
・指定しない

・連動させる　適用箇所（・建具表による 　・　　 　） 
・連動させない

<5.1.4>

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

３．見本の製作等 〈5.1.5〉建具見本の製作　　・行う（建具符号： ） 

建具見本製作の目的等：（ ）　
特殊な建具の仮組　・行う（建具符号： ）

４．防犯建物部品 ・適用する（・建具表による　　・　　 　） <5.1.7>

※行わない

※行わない

※適用しない

４-２

外
壁
改
修
工
事

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

－ －

－ －

－ －

※図示による　　・　

※図示による　　・　

４-４

外
壁
改
修
工
事
　
塗
り
仕
上
げ
外
壁

・凸部処理
・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理
・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理
・凹凸状

・ゆず肌状

・平たん状

５

建
具
改
修
工
事

※複層塗材E

(mL/箇所)
工法

３．浮き部改修 <4.1.4><4.3.11～16>
延べ広さ

指定部
(㎡)

一般部

注入量
(箇所/㎡)

指定部一般部
(本/㎡)

・アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂注入工法

一般部指定部

注入口箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数
工法の種類

※16
・

※25
・

－
※25

・アンカーピンニング
全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

スラリー注入工法

・注入口付アンカー

・充填工法
・モルタル塗替え工法

全面ポリマーセメント

全面エポキシ樹脂注入工法

ピンニング全面ポリマー
セメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング
部分エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング

※13
・

・
※13

※9
・
※9
・
※9
・

※20
・
※20

※16

・

・
※16
・

・
※16

※12
・

※20
・

※12 ※20
・ ・

※9
・

※16
・

※9 ※16
・ ・

・
※25
・
※50
・

※25
・

・
※50

※25

・

・

　－
　－

　－
　－

　－
　－

　－
　－

　－
　－

アンカーピンの材質
※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの
・

注入口付アンカーピンの材質
※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度
・

・パテ状エポキシ樹脂
・可とう性エポキシ樹脂

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 延べ長さ(m)

・充填工法

モルタル
・ポリマーセメント

 10～15未満
  5～10未満

 15～20未満
 20～25未満
 25～30未満
 30～35未満
 35～40未満

平均広さ(㎡)平均深さ(mm) 延べ箇所数

・エポキシ樹脂モルタル

<4.1.4><4.3.9､10>

・モルタル塗替え工法

・既調合材料
・現場調合材料

材料

材料
２．欠損部改修
　　工法

平均深さ(mm) 平均広さ(㎡) 延べ箇所数

（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）
・既調合材料（ ）

既製目地材

・現場調合材料

・使用する（形状　･図示による　　・　 　　） 　
仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置

注入工法用材料 
・ポリマーセメントスラリー

広がり速度
(cm/s)

長さ変化量
（収縮）

(％)

引張接着性
（材齢28日）

曲げ性能
（材齢28日）
(N/mm2)(N/mm2)

（72時間）
吸水性

(％)
3以下 5.0以上 5.0以上15以下0.5以上3以上

(劣化曲げ強さ)
耐久性

(N/mm2)

充填工法用材料 
・エポキシ樹脂モルタル
・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法用材料
・現場調合材料
（セメントは改修特記仕様書8-2　コンクリート工事による）
・既調合材料（ 　）
既製目地材
・使用する（形状　･図示による　　・ ） 　

仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置
※図示による　　・ 

粘調係数　0.50～1.00
保水係数　0.35～0.55

１．タイルの形状
寸法等

タイルの形状、寸法等
施工
箇所

形状/
寸法(mm)

<4.4.5、8>

無 標準特注
色 耐凍害性吸水率による区分

施ゆう無ゆう
うわぐすり  役物

有 無有 り性
耐滑

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・

・

・
・
・

・
・
・

・

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・

・

・
・
・

※図示による　　・ 

－

－ －

標準的な曲がりの役物は一体成形とする。
見本焼き

試験張り
・行う(範囲、仕様等は図示による) ・行わない

・行う(施工箇所： ) ・行わない

・シール工法

・シーリング材
充填材料の種類

※1成分形又は2成分形ポリウレタン系
・

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填
・行う ・行わない

シーリング材の試験は改修標準仕様書3章　防水改修工事による。

・可とう性エポキシ樹脂

４-３

外
壁
改
修
工
事
　
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

・ローラー
塗り

・ローラー

・吹付け

 0.2未満 図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

・ ゆず肌状

・ 吹付

下地挙動緩衝材の適用

A-04

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON

・表面の樹種

製建具
５．アルミニウム <5.2.2～5><表 5.2.2>性能値等

（建具符号　・建具表による　　・　　 　）

（建具符号　・建具表による　　・　　 　）

（建具符号　・建具表による　　・　　 　）
外部に面する建具の種別　
・A種（建具符号　・建具表による ・ ）
・B種（建具符号　・建具表による ・ ）
・C種（建具符号　・建具表による ・ )

枠の見込み寸法

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・　 　　）
断熱ドア・断熱サッシ

（建具符号：・建具表による　　・　　 　）
材料
ステンレス鋼板
※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL
・

形状及び仕上げ
表面処理 
外部に面する建具　 　

種別

着色
・標準色 ・特注色

屋内の建具 
種別

着色
・標準色 ・特注色

結露水の処理方法
・水貯め式 ・排水式

工法
水切り板、ぜん板
※図示による　　・ 

６．網戸等 <5.2.3、5.3.3>

・防虫網 ※16～18メッシュ※0.25mm以上※合成樹脂製
・ガラス繊維入り合成樹脂製
・ステンレス(SUS316)製
ステンレス(SUS304)線材

・

1.5mm 網目寸法15mm

・

・防鳥網

種類 材質 線径 網目

７．樹脂製建具 <5.2.2><5.3.2～5>性能値等
耐風圧性の等級（　 ）
気密性の等級　（　 ）
水密性の等級　（　 ）
外部に面する建具の種別　
・A種（建具符号　・建具表による ・ ）
・B種（建具符号　・建具表による ・ ）
・C種（建具符号　・建具表による ・ )

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・T-1　　・T-2 ）
（建具符号：・建具表による　　・　 　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（・H-4　　・H-5　　・H-6 ・H-7 ・H-8）
（建具符号：・建具表による　　・　 ）

外部に面する建具の日射熱取得性の等級
・

枠の見込み寸法　
・建具表による
・

８．鋼製建具 性能値等 <5.2.2><5.4.2～4><表5.4.2>
簡易気密型ドアセット

（建具符号：・建具表による 　・　 　　）
・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性
耐風圧性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・　 　　）

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・　 　　）

断熱ドア・断熱サッシ
断熱性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・　 　　）

材料
ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL
・

形状及び仕上げ
鋼板類の厚さ

※改修標準仕様書表5.4.2による
・　　　mm　　使用箇所（　 　）

標準型鋼製建具の形式及び寸法
※建具表による
・

９．鋼製軽量建具 性能値等 <5.2.2><5.5.2～4>
簡易気密型ドアセット

（建具符号：・建具表による　・ 　）
・適用しない

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・　　 　）

断熱性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・ ）

断熱ドア・断熱サッシ

性能値等 <5.2.2><5.4.2><5.6.2～5>
簡易気密型ドアセット
・適用する
（建具符号：・建具表による　　・　　 　）
・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性
耐風圧性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・ ）

防音ドア・防音サッシ
遮音性の等級（・　　　）
（建具符号：・建具表による　　・ ）

断熱性の等級（・　　　）
断熱ドア・断熱サッシ

耐震性能
建築非構造部材の耐震性能に係る特記事項による

<5.7.2～4>

材料
ステンレス鋼板

※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL
・

形状及び仕上げ
表面仕上げ

※HL
・鏡面仕上げ

工法
ステンレス鋼板の曲げ加工

※普通曲げ
・角出し曲げ

※A種
建具材の加工、組立時の含水率

・
建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆
・

・フラッシュ戸
表面材のホルムアルデヒド放散量等

※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による
・

表面材の合板の種類

・普通合板
板面の品質（※広葉樹1等　・　　 ）
接着の程度（・1類　・2類 ）
樹種名（　　　　　　）
接着の程度（・1類　・2類 ）

・天然木化粧合板

合板の種類 規格等 備考

化粧合板
・特殊加工 化粧加工の方法

※プリント
・ポリエステル化粧合板
・メラミン化粧合板
・

接着の程度（・1類　・2類 ）
・MDF

表面板の厚さ
※改修標準仕様書表5.7.6による
・

引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用
・適用しない ・適用する

・かまち戸
かまち樹種（ 　）　鏡板樹種（　　 　）
見込み寸法

・ふすま
張りの種別（・Ⅰ型 ・Ⅱ型）
上張り（押入等の裏側以外）

縁仕上げ
・塗り縁 ・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

見込み寸法

・戸ぶすま

見込み寸法

・紙張り障子
見込み寸法

枠、くつずりの材料

10．ステンレス製
建具

11．木製建具

12．建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等　 <5.8.1～3>
※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による
・

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※改修標準仕様書表5.8.2による
・建具表による

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※改修標準仕様書表5.8.3による
・建具表による

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
※改修標準仕様書表5.8.4による
・建具表による

木製建具に使用する戸車及びレール
※改修標準仕様書表5.8.5による
・建具表による

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置
・建具表による
・

凍結防止措置

<5.11.2、3>16．重量シャッター シャッターの種類
・管理用シャッター
・外壁用防火シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度　（　　　）Pa
開閉方式の種類

※電動式（手動併用）
・手動式

安全装置
電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）
電動式シャッターの障害物感知装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）
屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

管理用シャッターのシャッターケース

スラット及びシャッターケース用鋼板
鋼板の種類

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板鋼帯）
めっきの付着量
※Z12又はF12
・

ステンレス鋼板
※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

17．軽量シャッター 開閉方式の種類
※手動式
・電動式（手動併用）

<5.12.2～4>

耐風圧強度　（　　　）Pa
安全装置

電動シャッターの障害物感知装置
（設置箇所　・建具表による　　・ ）

スラットの材質の種類

めっきの付着量（※Z06又はF06　・　　　　　）

　めっきの付着量（※AZ90　 ・ ）
スラットの形状

・インターロッキング形
・オーバーラッピング形

<5.13.2、3>
セクション材料
による区分

※スチールタイプ
・アルミニウムタイプ
・ファイバーグラスタイプ

・50
・75
・100
・125

性能区分
※バランス式
・チェーン式
・電動式 ・ハイリフト形

・バーチカル形

・ローヘッド形

による区分
開閉方式耐風圧

による区分
収納形式

ガイドレールの材料
※溶融亜鉛めっき鋼板
・ステンレス鋼板

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

19．ガラス ・フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類 <3.7><5.14.2～4>

・
・型板ガラスの厚さによる種類

・

・合わせガラス
材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ

・
落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類
・Ⅰ類 ・Ⅱ-1類 ・Ⅱ-2類 ・Ⅲ類

・強化ガラス
形状による種類、材料板ガラスの種類による名称

・
破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類
・Ⅰ類 ・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス
板ガラスによる種類、厚さによる種類

・網入板又は線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの呼びによる種類

・

・1種　　・2種
性能による種類

※BB-1 ・BB-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

※BC-1 ・BC-2 （改修標準仕様書表5.2.2）

材料
ガラス
※複層ガラス
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ
※HL
・

形状及び仕上げ
表面色
・標準色 ・特注色

工法
水切り板、ぜん板

※適用する

※適用する

・鳥の子 ※新鳥の子又はビニル紙程度

※19.5mm ・建具表による　　・　

表面板の仕上　・建具表による　　・　

※30mm ・建具表による　　・　

※30mm ・建具表による　　・　

車椅子使用者用便房スイッチの種類
・大形押しボタンスイッチ
・非接触スイッチ

・行う ※行わない

・屋内用防火シャッター
・防煙シャッター

※設ける ・設けない

※JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用
いるスイッチボックス類のふたの材質

ヘッドドア
18．オーバー

※スタンダード形

・以下による
手動開き力 （　　      ）
手動閉じ力 （　　      ）
閉じ速度の調整 （　　      ）
制動区間 （　　      ）
開閉繰返し （　　      ）
耐衝撃性 （　　      ）

５

建
具
改
修
工
事

※図示による　　・ 

材料
鋼板

・亜鉛めっき鋼板
・ビニル被覆鋼板
・カラー鋼板
・ステンレス鋼板

ステンレス鋼板
※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI
・

召合わせ、縦小口包み板の性質
※鋼板
・

ステンレス製のくつずりの仕上げ

・
※HL

形状及び仕上げ
鋼板類の厚さ

※改修標準仕様書表5.5.1による
・　　　mm　　使用箇所（　 　）

標準型鋼製軽量建具の形式及び寸法
※建具表による
・

※36mm ・建具表による 　・　

・建具表による　　・　

・無し　・有り

13．鍵 <5.8.4>マスターキー
・製作する
・製作しない
・既存のマスターキーに合わせる

その他の鍵の製作本数
※各室3本1組（室名札付き）
・

鍵箱

14．自動ドア開閉
装置

<5.9.2、3>

性能値
※改修標準仕様書表5.9.1による　(防錆　・適用する ・適用しない)
・以下による

・車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置
性能値
※改修標準仕様書表5.9.2による　(防錆　・適用する ・適用しない)
・以下による
耐電圧 　（　 ）

種類・開閉方式 　（　 ）

温度上昇 　（　 ）
耐電圧 　（　 ）

耐久性（サイクル）　　（　 ）
防錆 　（　 ）
電源    (   )

温度上昇 　（　 ）
耐久性（サイクル）　　（　 ）
防錆 　（　 ）
電源    (   )

・引き戸用検出装置
性能値
※改修標準仕様書表5.9.3による　(防錆　・適用する ・適用しない)
・以下による
　耐電圧　 　（　 ）
　防錆　　 　（　 ）
　防滴　　 　（　 ）
　電源      (   )

・光線式タッチスイッチ

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目
・建具表による
・
タッチスイッチの種類
・無線式タッチスイッチ

戸の開閉方式　

・引き戸用駆動装置
・建具表による　　・　

15．自閉式上吊り
引戸装置

<5.10.3>性能値等　
※改修標準仕様書表5.10.1

※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

（設置箇所　※建具表による　　・ ）

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※建具表による

※建具表による

改修工事特記仕様書(4)

断熱性の等級（・ H3　）

耐風圧性の等級（・　S-5　）

水密性の等級　（・　W-4　）

気密性の等級　（・　A-4  ）

（・建具表による ・ 70　）

A-05

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理
薬剤の種類処理の方法適用部材

※薬剤の製造所の仕様による
・
・

※JIS K 1571に適合又は同等品

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理
適用部位（ ） 

・合板等の加圧注入処理の適用
適用部位（ ） 

12．内部間仕切軸
　　組及び床組み

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
※杉又は松　　・　

・床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）
※杉又は松　　・　

<6.5.6>

その他
13．窓、出入口 ・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉
・

下地
14．軽量鉄骨天井 <6.6.2～4>野縁等の種類

屋外
※25形 ・19形

屋内
※19形 ・25形

屋外の形式及び寸法
野縁受、つりボルト及びインサートの間隔

周辺部の端からの間隔

野縁の間隔

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 

・図示による　　・ 
既存の埋込みインサート
・使用する ・使用しない

あと施工アンカーの施工後の確認試験　
・行う

試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所
・(　　　)箇所　

　引張試験にて確認する強度

(補強方法　※図示による　　・ )
(補強箇所　※図示による　　・ )

・天井下地材における耐震性を考慮した補強
(補強方法　※図示による　　・ )

・天井のふところが3.0mを超える場合
(補強方法　※図示による　　・ )

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構

・( 　)N

下地
15．軽量鉄骨壁

※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類
・図示による
・

<6.7.3、4><表6.7.1>

スタッドの高さが5.0ｍを超える場合

出入口及びこれに準ずる開口部の補強
※改修標準仕様書6.7.4(5)による
・

シート
16．ビニル床 <6.8.2、3>

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)
厚さ（mm）

・ ・マーブル柄
・柄物

色柄種類の記号
※2.0

備考

・

接合部の処理
※熱溶接工法　　・ 

タイル
17．ビニル床 <6.8.2>

厚さ（mm）寸法（mm）色柄種類の記号

・柄物
・無地

・450×450
※2.0

備考

・
・3.0

・2.0
・

・300×300
・450×450

・無地
・柄物

・
・TT (単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FT (複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・無地
・柄物

・300×300
・450×450
・

・2.0
・2.5
・3.0

・500×500
・

・4.0
・

・無地
・柄物

・FOA (置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・無地
・柄物

・・
・FOB (薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

<6.5.7>

・倍強度ガラス

・熱線反射ガラス

・グレイジングチャンネル

ガラス溝の大きさ(mm)
・シーリング材

・

※建具の製造所の仕様による
・図示による
・

・シーリング材
・鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

建具の種類 ガラス留め材

※建具の製造所の仕様による
・図示による
・

・シーリング材
・

樹脂製

ステンレス製

・グレイジングガスケット
・

※建具の製造所の仕様による
・図示による
・
※建具の製造所の仕様による
・図示による
・

ガラスの留め材及び溝の大きさ

20．ガラス
ブロック積み

・200×200

・160×160

（mm）
呼び寸法 防火性能

位置（mm）
色調厚さ

（mm）
目地幅
（mm）

伸縮調整目地

・95
・
・95
・

<5.14.5>

壁用金属枠及び補強材
※図示による　　・ 

力骨　

寸法

材質

形状

化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）
シーリングの種類 （・SR-1 ・PS-1）
金属製化粧カバー
材質
・ステンレス製
・アルミニウム製

寸法

形状

目地部の横力骨の納まり　
※ガラスブロック製造所の仕様による
・図示による
・

フィルム
21．ガラス用

・日射調整フィルム
・低放射フィルム
・衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム
・相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム
・ガラス貫通防止フィルム

内貼り用外貼り用
・SC-1
・LE
・GI-1
・GD-1
・SF

・SC-2

・GI-2
・GD-1

記号
種類 その他性能等

品質は、JIS A 5759による。

１．改修範囲

・図示による
※既存のまま

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
・図示による
※壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲
・図示による
※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲
<6.1.3>

２．既存床の撤去
及び下地補修

<6.2.2>ビニル床シート等の除去
※仕上材のみ（接着剤とも）
・下地モルタルとも（・図示による ・除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　
・機械的除去工法
・目荒し工法

既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモル
タル及びエポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲　

３．既存壁の撤去
及び下地補修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修
※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り
（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示による）
・

<6.3.2>

４．施工一般 材料のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

<6.5.2>

<6.5.2>５．製材

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

※2級
・
※2級
・

※A種 ・B種 　・　

※A種 ・B種 　・　

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

・JAS 1083-5　製材‐第5部に基づく下地用製材

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

・

・

※A種 ・B種 　・　

※A種 ・B種 　・　

※上小節

※小節以上

見え掛り面

見え掛り面
以外

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所
寸法
（mm）

等級 含水率 保存処理

・

・

※1等

※1等

※10％以下
・A種 ・B種
※10％以下

・

施工箇所
寸法
（mm）

材面の品質 防虫処理

造作材の場合
（※A種 ・B種）
（ 　）
造作材の場合
（※A種 ・B種）

・適用する
・適用しない

・適用しない

含水率

６．造作用集成材 <6.5.2>

・JAS 1083（製材）以外の製材

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名 樹種名
寸法
（mm）

見付け材面の品質見付け材面

※1等 ・2等
※1等 ・2等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 材種名
化粧薄板の
厚さ（mm）

見付け材
面の品質

品名
見付け
材面

寸法
（mm）

芯材：
化粧薄板： ※1等

・2等
化粧薄板：
芯材：

※1等
・2等

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 含水率材種名 見付け材面の品質
寸法
（mm）

※15％以下
・
※15％以下
・

材種名 含水率
見付け材
面の品質

化粧薄板の
厚さ（mm）

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

※15％以下
・
※15％以下
・

施工箇所
（mm）
寸法

　　積層材
<6.5.2>・JAS 0701 に基づく造作用単板積層材

施工箇所 防虫処理表面の品質品名

・適用する
・適用しない
・適用する
・適用しない

寸法
（mm）

・JAS 0701 以外の造作用単板積層材

施工箇所

※14%以下
・
※14%以下
・

・適用しない
・適用する

・適用する
・適用しない

（mm）
寸法

表面の品質 含水率 防虫処理

・JAS 3079 に基づく直交集成板

施工箇所
寸法

品名 強度等級 種別
接着性能

（使用環境）
樹種名

（mm）

７．造作用単板

８．合板等 <6.5.2>・「合板の日本農林規格」による普通合板

施工箇所
（mm） 樹種名
厚さ 単板の 接着の

程度
板面の品質 防虫処理

広葉樹
※2等以上
・1等
針葉樹
※C-D以上
・

※1類
・2類

※5.5 ・適用する
・適用しない

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

施工箇所
強度
等級

防虫
処理

厚さ
（mm）

板面の
品質

接着の
程度

単板の
樹種名

等級

・1級
※2級以上 ※1類

・特類
※C-D以上
・

※12
・

しない
・適用
する

・適用
・適用

する
（　　）
・適用

しない

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板
厚さ

（mm）
施工箇所 単板の樹種名 接着の程度

・1類　・特類
・適用しない
・適用する

防虫処理

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・適用する
・適用しない

・1類　・2類

（mm）
厚さ

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

・1類　・2類

接着の程度
厚さ
（mm）

施工箇所 単板の樹種名 化粧加工の方法 防虫処理

・適用しない
・適用する

・パーティクルボード

施工箇所

※15
・

※13タイプ
・

厚さ
（mm）よる区分

難燃性に耐水性に
よる区分よる区分

曲げ強さに

※P又はM
・

表裏面の状態に
よる区分

・JAS 0360 に基づく構造用パネル
寸法（mm）施工箇所

・MDF

よる区分
施工箇所

厚さ
（mm）

表裏面の状態
による区分

曲げ強さに
よる区分

接着剤に
よる区分

難燃性に

９．接合具等 造作材の化粧面の釘打ち
※隠し釘打ち
・釘頭埋め木
・つぶし頭釘打ち
・釘頭現し

諸金物
※かすがい、座金、箱金物、短冊金物
(改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

・　　 　(形状：　　 寸法： 　　材質：　　 )

10．接着剤 接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　
・

<6.5.3>

<6.5.3、4>

11．防腐・防蟻
　　処理 適用部材 保存処理性能区分

・K2 ・K3 ・K4
・K2 ・K3 ・K4
・K2 ・K3 ・K4

<6.5.5>・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

18．特殊機能床材 <6.8.2>・帯電防止床シート
　種類　　（　　 ）
  性能　　（　　 ）
  厚さ(mm)（　　 ）

・帯電防止床タイル
  種類　　（　　 ）
　性能　　（　　 ）
　寸法(mm)（　　 ）×（ 　　）
　厚さ(mm)（　　 ）

・視覚障害者用床タイル

  種類　（ 　　）
　形状　（ 　　）

・耐動荷重性床シート
  種類　　（　　 ）
　厚さ(mm)（　　 ）

ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。

・複層ガラス
材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

・建具表による

断熱性による区分
・

・T1　　・T2　　・T3　　・T4　　・T5 ・T6
日射取得性、日射遮蔽性による区分

・G ・S
乾燥気体の種類

・空気 ・アルゴン　　・　

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類
・建具表による
・

日射熱遮へい性による区分
・1種 ・2種 ・3種

耐久性による区分（日射熱遮へい性が2種の場合）
・A類 ・B類

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類
・建具表による
・

※ステンレス鋼(SUS304)
・

※径5.5mm　　・ 

※はしご形状複筋及び単筋
・

・適用する

・A種 ・B種

※A種
・B種
・

※A種
・B種
・

※行わない

成部材等の単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の
場合は400N程度

※無地

※300×300

※図示による　　・　

５

建
具
改
修
工
事

６

内
装
改
修
工
事

※図示による　　・　

※図示による　　・　

スタッド、ランナーの種類

改修工事特記仕様書(5)

※図示による ・工事対象室内全て

※図示

・12

壁 しな

※KT (ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

A-06

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包み）　・・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（32K）
※図示による　・25　・・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ（1号） －B種　・　新規

・凹凸ﾀｲﾌﾟ (工程の種別は表7.4.6)標準的な曲がりの役物は一体成形とする
・12（不燃）　・15（不燃）・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ －B種　・　塗替えDP
・9 （不燃）　・12（不燃）・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板（DR） ※B種 ・C種　・　その他規鋼面

吸音材料 ※A種 ・C種　・　鋼製建具等新(工程の種別は表7.4.5)めっき
※C種 ・C種　・ 塗替えEP-G亜鉛
※B種 ・※B種 ・その他規備考欄・・塗装（DC）※F☆☆☆☆　　・　
※A種 ・※A種 ・B種鋼製建具等新(工程の種別は表7.4.5)・・・・・・・・・・・・・・10（難燃）　・12（難燃）・ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）塗床材のホルムアルデヒド放散量
※C種 ・※A種 ・B種塗替えSOP・・・・・・・・・・・・・※図示による・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DV）

(a)による。・・・・・・・・・・・・・・・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ※平滑仕上げ・薄膜型塗床材 
・A種7.4.2(1)(ｲ)新規(工程の種別は表7.4.4)り性無有特注標準無有無ゆう施ゆうⅢ類Ⅱ類Ⅰ類の適用寸法(mm) 箇所・研磨板（VS）・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

種類
(b)による。DP耐滑耐凍害性色役物うわぐすり吸水率再生材料形状/ 施工・10　・12　・15　・18  ・　・無研磨板（VN）・防滑仕上げ・厚膜流しのべ工法ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床
7.4.2(1)(ｲ)塗替えタイルの形状、寸法等※図示による・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ・平滑仕上げ・薄膜流しのべ工法・厚膜型塗床材

※B種 ・※B種 ・A種新規見え隠れ鉄鋼面・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ・つや消し仕上げ
※A種 ・※B種 ・A種新規見え掛り(工程の種別は表7.4.3)・行う（範囲、仕様等は図示による） ・行わない・防滑仕上げ　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

・内装仕上げ材 ※C種 ・※B種 ・A種塗替えEP-G試験張り※平滑仕上げ・厚膜型塗床材 
・天井仕上げ材 ※B種 ・A種新規見え隠れ・行う（施工箇所： ）　　・行わない・9　・12　・15　・18仕上げの種類工法施工箇所種別

・A級ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ（A-IB） ※A種 ・A種新規見え掛り(工程の種別は表7.4.3)見本焼き※図示による<6.10.2、3>22．合成樹脂塗床
・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ ※C種 ・A種塗替えSOP伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DE) 工程の種別塗料の種別塗装の種類素地面塗り・※図示による　　・　
・研磨板（RS） <7.4.2、3>錆止め塗料塗りの種別４．錆止め塗料・図示による形状等
・未研磨板（RN） 床タイル以外種類（ ）

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ ※B種 ・A種目地：継目処理工法以外その他ボード面・材質（ ）
・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（処理） ※A種 ・B種目地：継目処理工法せっこうボード面及び・図示による見切り、押え金物　
・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（DI) ※B種 ・A種コンクリート面（DPのみ）※縦、横とも4m以内ごと・2.5　・3.5　・5　・7  ・　・

・研磨板（RS） ・A種　 ・B種押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）床タイル※図示による・市松敷き
・未研磨板（RN） ※B種 ・A種コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面<6.16.2～4>伸縮目地の位置28．タイル張り※模様流し

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ ※B種 ・A種モルタル面及びせっこうプラスター面階段部分
・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（無処理） ・A種 ・B種亜鉛めっき鋼面・図示による　　・ ・

※B種 ・A種 ・C種鉄鋼面（DP）壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ・模様流し
・3　・7　・9　・12　 ・　 ※C種 ・A種 ・B種鉄鋼面（DP以外）・設けない※市松敷き
※図示による・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ(MDF) ※B種 ・A種透明塗料塗りの場合・平場

繊維板 ※A種 ・B種不透明塗料塗りの場合木部※押し目地タイルカーペットの敷き方
種別下地面等目地の種類※F☆☆☆☆　　・　

種類　※図示による　・ <7.3.2～7>３．素地ごしらえ・タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
※図示による　・・火山性ガラス質複層板 ※2㎡程度（最大目地間隔3ｍ程度）

火山性ガラス質複層板 その他ボード面目地割り・・・第二種
 －

普通ボード 0.8FK ※RB種　　・ せっこうボード面及び・設ける※6.5※500×500・第一種・カット・ループ併用
※図示による　・6　・8・けい酸カルシウム板(タイプ2) ・行わない床の目地・・・第二種

繊維強化セメント板 ・行う・RB種 ・RC種コンクリート面（DP）・設けない※6.5※500×500・第一種・カットパイル
・12　・15　・18　・21 ・30・硬質(HF) ・普通(NF) ・行わない・RC種施工箇所（ 　）　形状（※図示による　・　　 　）・・・第二種
※図示による・木片セメント板 ・行う・RA種 ・RB種押出成形セメント板面・設ける※6.5※500×500※第一種※ループパイル
・15　・20　・25・硬質(HW) ・中質(MW) ・普通(NW) ・行わないALCパネル面既製目地材（mm）（mm）
※図示による・木毛セメント板 ・行う※RB種　　・ コンクリート面(DP以外)・既調合材料備考総厚さ寸法施工箇所種類パイルの形状

・行わないせっこうプラスター面・現場調合材料木質系セメント板・タイルカーペット
厚さ(mm)、規格等種類等 ・行う※RB種　　・ モルタル面及び<6.15.3、5、6>モルタル27．モルタル塗り

（鋼製建具等）※F☆☆☆☆　　・　
 －

※RB種　　・ 亜鉛めっき鋼面※B種 ・A種※図示による　　・ タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
 －※RB種　　・ 亜鉛めっき鋼面せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別表面への化粧張り等の加工・
 －※RB種　　・ 鉄鋼面※B種 ・A種※F☆☆☆☆　　・ ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第212号　呼び厚さ 8mm

・コンクリート面の素地ごしらえの種別接着剤のホルムアルデヒド放散量下敷き材(グリッパー工法の場合)　
 －

※不透明塗料塗りの場合はRB種木部※B種 ・A種・
塗替えモルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか・・カット、ループ併用

ひび割れ部の補修下地面の種類
下地調整の種別合板のホルムアルデヒド放散量及び合板張り・非適用・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法・4～6　・・ループパイル

下地調整 ・不燃 ・準不燃 ・難燃・・・・・・※F☆☆☆☆　　・　その他のﾎﾞｰﾄﾞ・適用※全面接着工法・5～7　・・カットパイル
・行わない・不燃 ・準不燃 ・難燃・・・・・・<6.13.2、3>MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量25．せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（mm）
・行う（　　　　　　箇所）・不燃 ・準不燃 ・難燃・・・・・・備考帯電性工法ﾊﾟｲﾙ長さパイル形状

既存錆止め塗料の鉛含有量調査 ・不燃 ・準不燃 ・難燃・・・・・・衝撃緩和型畳（畳表：・C1　　・C2）・タフテッドカーペット
・他機質ﾁｯｸﾋﾞﾆﾙいか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

防火性能繊維紙
・図示によるその無ﾌﾟﾗｽ塩化施工箇所畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな・
※劣化部分は除去し、活膜部分は残す備考壁紙の種類・※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8mm

<7.2.1～7>塗替えRB種の場合の既存塗膜の除去範囲 ２．下地調整※F☆☆☆☆　　・ ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ）下敷き材
<6.14.2、3>ホルムアルデヒド放散量26．壁紙張り・標準仕様書表12.6.1による床組・つづり縫い

下地の種類※ヒートボンド工法
化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　　・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 ・ ）・A種　・B種　※C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N）織じゅうたんの接合方法
・ベベルエッジ ・スクェアエッジ<6.12.2>種別24．畳敷き・適用する ・適用しない

※F☆☆☆☆　　・　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類帯電性
<7.1.3>屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量１．材料※仕上表による・生地のままワックス塗り・

目地工法の種類・オイルステインの上、ワックス塗り※無地の織りじゅうたんの種別（・A種 ・B種 ・C種）
せっこうボードの目地工法等※ウレタン樹脂ワニス塗りパイル糸の繊維種等
・A種　　・B種　　・ ・現場塗装仕上げ・

合板類の張付け・※模様のない無地
※図示による　　・ ※合成樹脂発泡シート色柄

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合接着工法の場合の不陸緩和材
・A種 ・B種 ・C種・カット/ループパイル・アキスミンスターカーペット

・行う　・行わない種別・ループパイル・ダブルフェースカーペット
塗り防虫処理※なら　　・ ・カットパイル・ウィルトンカーペット

<6.17.2、3>塗厚（mm)29．ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材・樹種備考パイル形状織り方敷き
・表面性能・接着工法<6.9.2、3><表6.9.1>・織じゅうたん21．カーペット
※図示による・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装・釘留め工法（・根太張り　　・直張り　）

※F☆☆☆☆　　・　化粧加工の方法工法寸法(mm)（　 ）×（ 　　）
内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量・特殊加工化粧合板・複合フローリング・3.0 ・4.5 ・6.0 ・9.0

・行う　・行わない・厚さ(mm) 
標準的な曲がりの役物は一体成形とする・防虫処理大きさ色柄　　（　 ） 

※図示による化粧板の樹種名：・・単層品 ・積層品
・天然木化粧合板厚さ（mm）<6.8.2>種類20．ゴム床タイル　

・行う　・行わない・
防虫処理樹種※1.5以上 　・　

備考欄・板面品質：・単層フローリング　（フローリングブロック1等）厚さ(mm)
・・・・・・・・・・・・・※図示による表板の樹種名：※なら　　・ ※60 ・75 ・100
・・・・・・・・・・・・・・普通合板樹種高さ(mm)
・・・・・・・・・・・・・・合板類・接着工法※軟質 ・硬質

り性無有特注標準無有無ゆう施ゆうⅢ類Ⅱ類Ⅰ類の適用寸法(mm) 箇所・釘留め工法（・根太張り ・直張り　）<6.8.2>材質の種類19．ビニル幅木
種類

耐滑耐凍害性色役物うわぐすり吸水率再生材料形状/ 施工・化粧有り（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）工法
タイルの形状、寸法等・化粧無し（下地張り用）・単層フローリング　（フローリングボード1等）　厚さ(mm)（ 　　）

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り・9.5（不燃）・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-NC）　寸法(mm)（ 　　）×（　 　）
・マスク張り ・モザイクタイル張り※F☆☆☆☆　　・   種類　　（ 　　）

内装タイル以外のユニットタイル・12.5(不燃)　・15(不燃)・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-F）各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量・防滑性床タイル
・密着張り ・改良圧着張り・12.5(・不燃　・準不燃)・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-S）・　厚さ(mm)（ 　　）

内装タイル※12.5(不燃) ・15(不燃)　・・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-R）※改修標準仕様書6.11.2(2)による張り  種類　　（ 　　）
壁タイル張りの工法せっこうﾎﾞｰﾄﾞ<6.11.2～6>フローリングのホルムアルデヒドの放散量等23．フローリング・防滑性床シート

改修工事特記仕様書(6)

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（GB-D） ・9.5（準不燃）

・10mm

A-07

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON

12．構造体コンク

－ト
７．暑中コンクリ 構造体強度補正値

－ト
８．マスコンクリ 適用箇所

・図示による( )　　・ 
セメントの種類

・普通ポルトランドセメント
・中庸熱ポルトランドセメント
・低熱ポルトランドセメント
・高炉セメントB種
・フライアッシュセメントB種
・シリカセメント
・

混和材料
・混和剤

混和剤の種類

・混和材
混和材の種類

スランプ

構造体強度補正値　※標準仕様書表6.13.1による　　・ 

９．無筋コンクリ
－ト

<8.11.1>
コンクリートの種類

設計基準強度　

スランプ

セメントの種類
※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は
フライアッシュセメントA種

・高炉セメントB種
・フライアッシュセメントB種

リート
10．流動化コンク

適用箇所　　
・図示による( )　　・ 

・図示による( )   　・　
適用箇所　

11．打継ぎの位置、
ひび割れ誘発

打継ぎの位置

目地、打継目
地

・図示による( )   　・ 
目地寸法

・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による ・図示による( 　)  
ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法

・図示による(　　　　　　)   　・ 

リートの仕上り
合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ <8.1.4>

・A種
・B種
・C種

適用箇所種別

コンクリートの仕上りの平たんさ（柱・梁・壁）

・b種
・c種

　化粧打ち放しコンクリート、塗装仕上げ、壁紙張り、
  接着剤による陶磁器質タイル張り
　仕上塗材塗り

胴縁下地
セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り、モルタル塗り

コンクリートの仕上りの平たんさ（床）

適用箇所
・a種

・a種 　合成樹脂塗床、ビニル系床材張り、コンクリート直均し仕上
  げ、フリーアクセスフロア（置敷式）

適用箇所

カーペット張り、防水下地、セルフレベリング材塗り
タイル張り、モルタル塗り、二重床

・b種
・c種

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)<3.7.3>

(6.15.1)

(6.13.1)(6.13.2)

種別

種別

<7.5.2～7.12.2>

合ペイント
塗り(SOP)

亜鉛ﾒｯｷ鋼面(鋼製建具以外)

鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

木部屋内
木部屋外 ※B種　　・ ※A種　　・ 

※B種　　・ ※B種　　・ 
※B種　　・ ※B種 ・A種
※A種　　・ ※B種　　・ 
※B種　　・ ※B種　　・ 

塗装面塗装の種類
塗替え 新規

工程

※1種 ・2種
・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種※B種

・A種 ・A種
種類：

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) ※B種 ・A種 ※B種 ・A種
鉄鋼面
上塗り等級（ ）級 
亜鉛めっき鋼面 
上塗り等級（ ）級 ・耐候性塗料

塗り(DP)

・

－

－

・

・

押出成形セメント板面
コンクリート面及び

・A-1種 　・　
・B-1種 　・　
・C-1種 　・　

５．塗装

コンクリート面等
屋内の木部
屋内の鉄鋼面
屋内の亜鉛めっき面

※B種　　・　
※B種　　・　
※B種　　・　
※A種　　・　

※B種 ・A種
※A種　　・　
※B種 ・A種
※A種 ・B種

・つや有合成
樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ
ﾍﾟｲﾝﾄ塗り
(EP-G)

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP)
・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り(EP-T)
・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)
・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種　　・　
※B種　　・　
※B種　　・　

※B種 ・A種
・A種 ・B種
※B種 ・A種

・ピグメントステイン塗り
・オイルステイン塗り(OS)
※B種 ・A種 ※B種 ・A種

・合成樹脂調

種類

種類：

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗ
ｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

・フライアッシュセメントB種　適用箇所( 　)

402Ｊ/ｇ 以下のものとする）

フライアッシュセメントA種(普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R

種類
<8.2.5>３．セメント

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　・ 

構造体強度補正値　※改修標準仕様書表8.2.4による　　・ 

・
・ ・

・1種　・2種※21　・

適用箇所種類3(t/m )
気乾単位容積質量

2 (N/㎜ )
スランプ
(cm)

・

設計基準強度 
・軽量コンクリート

3(t/m )
気乾単位容積質量

(cm)
スランプ

2 (N/㎜ )
設計基準強度 

適用箇所

・
・2.3程度

・
・

・
・24

<8.1.3><8.1.4><8.2.5><8.9.2>・普通コンクリート

種類及び強度
積質量による
の気乾単位容

２．コンクリート

<8.1.3>

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート)
※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

コンクリートの類別１．コンクリート
の種類

・
・図示による

呼び径、曲げ直径、ピッチ
・
・SR235またはSWM-P

種類の記号
・
・スパイラル筋

形状
<8.21.6><8.22.7>

・

※普通ポルトランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメントA種又は

5210に示された)規定の他、水和熱が7日目で352Ｊ/ｇ 以下、かつ28日目

・高炉セメントB種 適用箇所(　　 　)
適用箇所(　　 )

４．骨材 アルカリシリカ反応性による区分
※A ・B

<8.2.5>

<8.2.5>５．混和材料 ・混和剤
混和剤の種類

・混和材
混和材の種類

６．構造体用モル
タル

構造体用モルタル
圧縮強度(　 　)
フロー値( 　)

<8.2.6>

13．打増し厚さ
(打放し仕上部)

<8.7.8>
・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)

14．型枠 (6.8.2)<8.2.7>
せき板の材料及び厚さ
・合板(※12mm ・ ) 　　・　　

・断熱材を兼用した型枠材
使用箇所
・図示による( )　　・ 

・ＭＣＲ工法用シート
適用箇所
・図示による( )　　・ 
打増し厚さ　・20㎜　　・
打増し範囲　・図示による( 　　)　　・　

スリーブの材種・規格等
・図示による( )　　・ 

15．型枠の加工及
び組立

シアコネクタをセパレーターとして使用
使用箇所

・図示による（ 　　)　　・　

<8.7.8>

<8.10.2>

工事内容
・現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事
・鉄骨ブレースの設置工事
・柱補強工事　（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）
・柱補強工事　（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）
・連続繊維補強工事
・耐震スリット新設工事
・免震改修工事
・制振改修工事
・土工事及び地業工事
・

処理等
２．既存部分の <8.21.2、3><8.22.2、3><8.23.2、3><8.24.4><8.25.2><8.28.2>

既存構造体の撤去
撤去範囲

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

既存構造体コンクリート面の目荒らしの程度
・既存柱、梁面
・打継ぎ面等の15～30%程度に、平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸

を、全体にわたってつける。
・

・既存壁

全体にわたってつける。
・

既存杭の撤去等
・撤去範囲及び撤去方法

１．適用範囲 ・改修標準仕様書　８章　耐震改修工事
・改修標準仕様書において８章耐震改修工事以外の改修工事で８章を引用して
いる部分

・

・図示による（　　　　　　）　・　

・図示による（　　　　　　）　・　

・図示による( )　　・　

・打継ぎ面の10～15%程度に、平均深さ 2～5㎜（最大7㎜）程度の凹凸を、

鉄筋の種類等

・
・

種類の記号 備　考呼 び 径 (㎜)

・鉄筋格子

種　類
・溶接金網

種類の記号 鉄線の形状、網目寸法、鉄線の径 (㎜) 使用部位

<8.3.4><8.4.2、3>

柱、梁の主筋

その他の鉄筋(　　 　)
耐力壁の鉄筋

部　 位 継 手 方 法 呼 び 径 (㎜)

・溶接継手

※SD295
※SD345

※ガス圧接　・機械式継手

・重ね継手 　・　
・重ね継手 　・　

試験項目
※挿入長さ

試験方法
※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音
波測定方法及び判定基準）による

不合格となった場合の措置
・

<8.4.3>８．溶接継手 適用箇所

H12建告第1463号に適合する性能　
・A級　　・ 

溶接継手の工法
・図示による( ) 

施工完了後の継手部の試験
・外観試験

試験対象
※全数

試験項目

試験方法

・超音波探傷試験
試験対象

・抜取り
ロット
・1組の作業班が1日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度に

・
不合格となった場合の措置

及び判定基準）による
※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法

試験方法
※内部欠陥の検出

試験項目
・全数

1ロットに対して（　　 　）箇所
試験の箇所数
・

する。

・全数
1ロットに対して（ ）箇所

試験の箇所数
・

・1組の作業班が1日に行った継手箇所で、最大200箇所程度に
する。

ロット
・抜取り

試験対象
・超音波測定試験

試験方法

試験項目
※全数

試験対象
・外観試験

施工完了後の継手部の試験
※評定等の評価内容による

検査
※評定等の評価内容による

品質の確認

鉄筋相互のあき
※評定等の評価内容による

※第三者機関の評定等を取得している工法とする
工法
・
・モルタル充填式継手

・端部ねじ加工継手

・無機グラウト方式 ・有機グラウト方式　　・ 
充填方式

・ねじ式鉄筋継手
種類
・A級　　・ 

H12建告第1463号に適合する性能　

９．割裂補強筋

・
※図示による( 　　)

適用箇所７．機械式継手 <8.4.2>

試験
６．圧接完了後の

※行う（全圧接部）
超音波探傷試験 <8.3.8>

・最小かぶり厚さに加える厚さ　( 　)㎜　　・　
・あり　適用箇所(　　　　　　)

耐久性上不利な箇所がある場合(塩害等を受けるおそれのある部分等)　
・最小かぶり厚さに加える厚さ　(　　　)㎜　　・　

・あり　適用箇所( )
軽量コンクリートを適用する場合

・図示による　　・
最小かぶり厚さ

含む)
(溶接金網を含
厚さ及び間隔

５．鉄筋のかぶり <8.3.5>

※評定等の評価内容による
検査
※評定等の評価内容による

品質確認
※評定等の評価内容による

かぶり厚さ
※評定等の評価内容による

補強筋形状
※評定等の評価内容による

必要定着長さ
※第三者機関の評定等を取得している工法とする

工法
・篏合グラウト固定 ・
・摩擦圧接接合 ・螺合グラウト固定

種類
・
・図示による（ 　）

適用箇所
・適用する

機械式定着工法
・図示による 　・　

鉄筋の定着長さ４．鉄筋の定着 <8.3.4>

・図示による　　・　
耐力壁の重ね継手の長さ
・図示による　　・　

柱及び梁主筋の重ね継手の長さ
・
・図示による　

継手位置

３．鉄筋の継手 鉄筋の継手の方法等

２．溶接金網 鉄線の形状等

１．鉄筋 <8.2.1>

<8.2.2>

・

※6N/mm　 　・　2

※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による 　・　

※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による 　・　

※15㎝　　・　

※普通コンクリート　　・　

※18N/㎜　　・　2

※15㎝又は18㎝　　・　

・20㎜ 　・　

・10㎜ ・20mm   ・　

７

塗
装
改
修
工
事

８

耐
震
改
修
工
事

共
通
事
項

鉄
筋
工
事

8-1

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

8-2

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め
・

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.9.1の工程1の下塗りをしみ
止めｼｰﾗｰとする

・

※B種又はC種の場合は、改修標準仕様書表7.10.1の工程1の下塗りをしみ
止めｼｰﾗｰとする

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用
・適用しない
・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用
・適用する
・適用しない

・
オイルステイン塗りの工程等

・評定等の評価内容による　　・　

・評定等の評価内容による　　・　

・図示による(　　　　　　)　　・　

・評定等の評価内容による　　・　

・評定等の評価内容による　　・　

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(a)による　　・　

※改修標準仕様書 8.2.5(4)(b)による　　・　

改修工事特記仕様書(7) A-08

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON

16．コンクリート
の打込み工法等コンクリートの打設工法の種類

<8.21.8><8.23.5～7>

クリート壁の
増設工事

補 強 工 法
・工法指定なし

・図示による(      )
・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

・全ての増設壁
・図示による(      )
・全ての増設壁
・図示による(      )

・
・

・工法指定なし

・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)
・図示による(   )

・図示による(   )

・全ての柱補強部分

・全ての柱補強部分

・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3) ・全ての柱補強部分
・図示による(   )
・図示による( )　

・図示による( )

・
・

・現場打ちコン

・柱補強工事
(溶接金網巻き
及び溶接封鎖
閉鎖フープ巻
き工法）

・全ての増設壁

・工法指定なし
・流込み工法 8.21.8(1)(ｱ),(2)
・圧入工法  8.21.8(1)(ｲ),(3)

・

鋼板巻き工法及び帯板巻き付け工法での型枠等
柱頭及び柱脚の隙間の寸法

柱頭及び柱脚の隙間部間の型枠
・図示による(　　　　　　)　　・　

・発泡プラスチック保温材等を埋込む
・

既存柱外周部あと打ちコンクリート又は構造体用モルタルの厚さ
・図示による(　　　　　　)　　・　

補強後の仕上げ
・図示による( )　　・　

8-3１．鉄骨製作工場 <8.1.5>
鉄骨製作工場の加工能力
※建築基準法第68条の25に基づき国土交通大臣から構造方法等の認定を取得

している鉄骨製作工場又は同等以上の能力のある工場
（　　　）グレード以上

・監督職員の承諾する工場

２．鉄骨製作工場
における施工
管理技術者

※配置する
<8.1.6>

３．鋼材 種類等 <8.2.8>
規 格

・JISによる 　・ 
・JISによる　　・ 
・JISによる　　・ 
・JISによる　　・ 
・JISによる　　・ 
・JISによる　　・ 

適用箇所（主要な部分）種類の記号

４．高力ボルト  <8.2.9><8.13.2><8.14.2>
高力ボルトの種類

・JIS形高力ボルト
・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

摩擦面の処理方法
・改修標準仕様書8.14.2(1)による。
・

・すべり試験の実施
・すべり係数試験　　・すべり耐力試験

すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.14.2(1)(ｲ)による摩擦面の
確認は、本試験で作成した対比試験片で行うこと。

５．普通ボルト <8.13.2>(7.2.3)
ボルト及びナットの材料

ボルトの規格は、JIS B 1180とする。
・標準仕様書 表7.2.3(JIS附属書品)又は次による

鋼とする。
ボルトの強度区分は、4.6又は4.8とする。なお、呼び径六角ボルトの

ボルトの種類は、呼び径六角ボルト又は全ねじ六角ボルトとし、材料は

の最大寸法は、ボルトの径の値以下とする。
ナットの規格は、JIS B 1181とする。
ナットの種類は、六角ナット－Cとし、材料は鋼とする。

・
座金
※JIS B 1256による　　・ 

打 設 工 法 部 位

　

鉄
骨
工
事

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
・図示による(　　　　　　)   　・ 

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径
※ねじの呼び径+1.0mm　　・　

６．溶融亜鉛めっ
き高力ボルト

 <8.13.2><8.14.2><8.20.5>
ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等
・図示による(　　　　　　)　　・ 

摩擦面の処理方法
・ブラスト処理(表面粗度50μｍRｚ以上)

・
・りん酸塩処理

・すべり試験の実施
・すべり係数試験　　・すべり耐力試験
すべり試験を実施する場合、改修標準仕様書8.20.5(1)(ｱ)又は(ｲ)による
摩擦面の確認は、本試験で作成した対比試験片で行うこと。

７．アンカーボルト (7.2.4)(7.3.2)
・構造用アンカーボルト

種類

・建方用アンカーボルト
種類

・SS400　　・　
アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

※標準仕様書 表7.2.3による　　・　
・標準仕様書7.2.4以外のアンカーボルト

適用箇所
・図示による（ ）　　・　

種類
・SS400　　 ・　

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・

８．溶接材料 <8.2.10>溶接材料
・改修標準仕様書 8.2.10(1)(2)による
・

９．スタッド 種類等 <8.2.11>

・16
・19
・22

呼 び 名 呼び長さ (㎜) 適 用 箇 所

10．製作精度
鉄骨の製作精度は、JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準]に加えて、次による
通しダイアフラムの突合せ継手の食い違いの寸法
※H12建告第1464号第二号イ(2)による
・

アンダーカットの寸法
※H12建告第1464号第二号イ(3)による
・

食い違い・仕口のずれの検査方法及び補強方法
・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」による
・

11．仮組 仮組を行う範囲　
・図示による( 　)　　・　

<8.13.10>

技量付加試験

12．溶接作業を行
う技能資格者

試験の要領 <8.15.3>

13．溶接接合 開先の形状　 <8.15.4><8.15.7>
・図示による( 　)　　　・　

・鋼製エンドタブ の切断する部分
切断する箇所

切断範囲

て直線状に切断する。
・鋼製エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残し

なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。
・

切断面の仕上げ
・改修標準仕様書8.15.7(1)(ｶ)(b)②による
・

スカラップの形状
・図示による( ) ・　  

14．入熱､パス間温
度の溶接条件

<8.15.7><8.15.10>鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件　　
・図示による(　　　　　　)　　　・　

適用箇所　　
・図示による( 　)　
・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

15．溶接部の試験

し、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の抜取箇
・JASS 6 10.4[受入検査]e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただ

JASS 6 付則 6 [鉄骨精度検査基準] の付表3「溶接」に関する試験方法等
※抜き取り検査②
・抜き取り検査①
受入検査による

・｢突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル｣3.5.2
平12建告第1464号第二号に関する外観試験方法等

<8.15.12>

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験　　
・工場溶接の場合

・工場現場溶接の場合

16．錆止め塗装 塗料の範囲
耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

<7.3.3><8.17.2、4>

・図示による(　　　　　　)　　・ 
耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲
※改修標準仕様書8.17.2(1)による
・図示による( 　)　　・　

塗料の種別
・下記以外の鉄鋼面は、7章[塗装改修工事]による
・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の

錆止め塗料の種別

・耐火被覆材が接着する面の塗料の種別
・

17．耐火被覆
種類、材料、工法等

種　類 性能(耐火時間) 適用箇所(部位・部分)
・乾式吹付けロックウ

・耐火材吹付 ール
け ・半乾式吹付けロック

ウール
・湿式ロックウール
・
・

・耐火板張り ・繊維混入けい酸カル
シウム板

・
・耐火材巻付 ・高断熱ロックウール

け ・
・ラス張りモ

－
ルタル塗り

・耐火塗料 ・　

18．アンカーボル 構造用アンカーボルトの形状及び寸法
ト等の設置等

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法
種別

・A種 ・B種
柱底均しモルタル厚さ及び工法の種別
厚さ　

・
種別　

※A種 ・B種

19．鉄骨ブレース <8.22.9>
設置後の仕上
げ

　

あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

１．あと施工アン 材料等
カー ・金属系アンカー

・引張耐力 ・ kN ・図示による( 　)
・せん断耐力　・ kN ・図示による( 　)
アンカー本体の径及び埋込み長さ
・図示による( )　　・ 

セット方式　　※本体打込み式改良型　　・
接合筋の種類、径、長さ
・図示による( )　　・ 

・性能確認試験
試験方法及び試験数
・図示による( 　)　　・ 

・引張耐力 ・ kN ・図示による( 　)
・せん断耐力　・ kN ・図示による( 　)

接着剤の品質

アンカー筋の径及び埋込み長さ
・図示による( )　　・ 

アンカー筋の種類
・

アンカー筋の新設壁内への定着の長さ
・図示による( )　　・ 

・性能確認試験
試験方法及び試験数
・図示による( 　　)　　・ 

２．穿孔 <8.12.4>

３．施工確認試験 試験方法　 <8.12.7>
※引張試験機による引張試験

確認強度
・図示による(耐震補強共通図) 　　・　

４．あと施工アン
カー穿孔工法

<8.12.1>
※改修標準仕様書8.12.1（2）による。
・耐震改修部位に使用するD13以上のあと施工アンカーは、ケーシング又はダ
イヤモンドビット等を用いた低騒音工法を採用する。

１．柱底均しモル ・柱底均しモルタル <8.2.12>
タル及びグラ ※無収縮モルタル
ウト材 ・

・グラウト材
無収縮グラウト材の材質等

混和材
ート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント
トランドセメントとする。

砂
特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。
ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態は、規定しない。

無収縮グラウト材の品質及び試験方法
コンシステンシー Ｊロートによる流下時間

練混ぜ完了から3分以内の値　：　8±2秒
ブリージング 練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下
凝結時間 凝結開始時間　：　1時間以上

終結時間　：　10時間以内
無収縮性 材齢　　7日　　収縮しない

2圧縮強度 材齢　　3日　　20.0 N/㎜ 以上
2材齢　 28日　　40.0 N/㎜ 以上

3塩化物量 0.30kg/m　以下
1)NEXCO試験方法　試験法312-1999「無収縮モルタル品質
管理試験方法」による。プレミックス形と現場調合形で

試験方法
2)塩化物量の試験は、JIS A 1144「フレッシュコンクリー
ト中の水の塩化物イオン濃度試験方法」による。

　

連
続
繊
維
補
強
工
事

１．連続繊維シー 連続繊維の材料 <8.2.13><8.24.6>
ト ・炭素繊維

・アラミド繊維
・

引張強度（含浸硬化後）
2・（　　　）N/㎜　　・ 

ヤング係数（含浸硬化後）
2・（ 　）N/㎜　　・ 

・下地処理
・ひび割れ部改修

範囲
・図示による（ 　）　　・ 

工法の種類
・

・柱及び梁の隅角部の面取りの大きさ

※JIS A 1191（コンクリート用連続繊維シートの引張試験方法）による
・

２．仕上げ 補強工事後の仕上げ <8.24.7>
・図示による（ 　　）　　・ 

　

耐
震
ス
リ
ッ
ト
新
設
工
事

１．耐震スリット 方式 <8.25.2>
の方式、 ・完全 ・部分
幅及び深さ 幅及び深さ　　

・図示による( 　　)　　・ 
設置箇所
・図示による( 　　)　　・ 

２．耐震スリット <8.12.4>
既存撤去部の埋込み配管等の探査方法の施工前の

埋込み配管等
・はつりだしによるの探査

３．耐震スリット <8.25.2>
充填材の挿入 ・耐火材
及び周囲補修 使用箇所及び仕様
等 ・図示による( )　　・ 

・遮音材
使用箇所及び仕様

・図示による( )　　・ 
撤去部の補修
※撤去材と同一材で補修
・

　

グ
ラ
ウ
ト
工
事

<8.13.3>

<8.18.2>～<8.18.8>

(7.10.3)

<8.2.4>

埋込み配管等の探査方法　
・鉄筋探知器(金属探知器)より探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しする。
・はつり出しによる
・

8-4

8-5

8-6

8-7

※トルシア形高力ボルト

・図示による（　　　　　　）　　・　

・ABR400 ・ABR490　　・　

・図示による

・図示による( 　)　　・　

・図示による( ) ・　

所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書7.6.13に
よる補修を行い、再試験する。

※全数

※全数

※A種　　・ 

材料・工法

・図示による(　　　　　　)　　・　

・図示による(　　　　　　)　　・　

・図示による(　　　　　　)　　・　

※接着系アンカー

※有機系 ・無機系

・

・図示による（　　　　　　）　　・　

連続繊維補強材の強度試験　　
・引張強度試験

試験数量
・図示による（ 　）　　・ 

・付着強度試験
※JIS A 6909（建築用仕上塗材）による
・
試験数量
・図示による（ 　）　　・ 

※標準仕様書 表7.2.3による　　・　

・図示による( 　)　　・　

アンカーの種類　※カプセル方式回転打撃式　　・　

改修工事特記仕様書(8) A-09

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON

・図示による(　　　　　　)　　・ 

・1/100以内　　・評定等の評価内容による
・

2

１．埋戻し及び
盛土

材料及び工法 <8.28.3>
・材料( 　)　　工法(　 　　)
※改修標準仕様書表8.28.1による
・A種　適用場所(　　　　　　)
・B種　適用場所(　　　　　　)
・C種　適用場所(　　　　　　) 

土質(　　　　　　)　受渡場所(　　　　　　)
・D種  適用場所(　　　　　　)

（品質　細粒分(75μm以下)の含有率(重量百分率)の上限を50％未満とする)

２．杭地業 <8.2.15><8.28.4>(4.3.8)
支持層の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）
・図示による(　　　　　　)　　・ 

杭の材料、工法、寸法、施工方法等
・図示による(　　　　　　)　　・ 

・試験杭の位置、本数及び寸法並びに施工方法

・図示による(　　　　　　)　　・ 
・杭の継手の箇所数、材料、工法等

・杭の溶接継手

溶接部の確認　　　・図示による( )　　・　
技能資格者の技量　・図示による( )　　・ 

・杭頭の処理

・杭頭の中詰め材料

杭の精度
水平方法の位置ずれ
・杭径の1/4かつ100mm以下 ・評定等の評価内容による
・

建て込み時の杭の鉛直度

<8.2.15><8.28.4>３．砂利地業
材料

砂利厚さ
厚　さ

※60mm
適 用 箇 所

・
・
・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下、土間コンクリート下

<8.2.15><8.28.4>

厚　さ
※50mm
・

適 用 箇 所
・基礎下、基礎梁下、土間スラブ下 　　・ 

４．捨コンクリー
ト地業 捨コンクリートの厚さ

コンクリートの種類
・ 　　※普通コンクリート

設計基準強度
※18N/mm 　・ 

スランプ
※15cm又は18cm　　・ 

１．石綿含有建材
の除去工事

<9.1.3～6>

・JIS K 3850-1に基づいた測定

測定時期、場所及び測定点

適用 測定名称

処理作業室内
調査対象室外部の付近
処理作業室内
セキュリティーゾーン入口
集じん・排気装置の排出口
（処理作業室外の場合）

・計 点
・計 点
・計 点

(各施工箇所ごと)
測定箇所数

処理作業前
・計 点

・計 点

 ・
 ・ 測定 1

測定 2
測定 3
測定 4

測定 5 処理作業中

調査対象室外部の付近
処理作業室内

・敷地境界
・施工区画周辺

処理作業室内
・計 点

処理作業後
(シート撤去後

1週間以降)

(シート養生中)
処理作業後

測定 6

 ・
 ・

 ・

 ・

測定 8 ・

処理作業室内

・計 点

 ・ 測定 9

 ・ 測定 7

・計 点

・計 点

出口吹出し風速
1m/s以下の位置

測定方法

・石綿粉じん濃度測定

・自動測定器による測定
測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、
繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉
じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

・測定 5
・測定 4

測定名称
(L/min) (min)

試料の吸引時間試料の吸引流量メンブレンフィルタ

・
・測定
・
・測定
・
・測定
・測定 5
・測定 4 ・

直径(mm)

25

47

47

5

10

10

30

120

240

施工調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有し
ている吹き付け材、成形板、建築材料等の使用の有無を調査する。
調査範囲（・　　　　　　　　・図示　　　　　　　　）

除去対象範囲
・図示による　　・ 

除去した石綿含有成形板の処分 　

石綿含有建材の処理 　
・石綿含有吹付け材の除去

除去対象範囲
・図示による 　・ 

除去工法
※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置 　
・

※湿潤化 ・固形化
除去した石綿含有吹付け材等の処分　
・埋立処分(管理型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む）の除去
除去対象範囲
・図示による 　・ 

除去工法
・破砕して除去 ・手ばらし

除去した石綿含有保温材等の飛散防止 
※湿潤化 ・固形化

除去した石綿含有保温材等の処分　
・埋立処分(管理型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去
除去対象範囲
・図示による　　・ 

隔離養生（負圧不要）方法
・図示による　　・ 

足場
・図示による　　・ 

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分
・埋立処分(安定型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）
・

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去

・石綿含有せっこうボード
※埋立処分(管理型最終処分場)

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板
・埋立処分(安定型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・

・

・石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去
除去対象範囲

・図示による　　・ 
除去工法

養生方法

除去した石綿含有仕上塗材の処分
・埋立処分(安定型最終処分場)
・埋立処分(管理型最終処分場)
・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事
・図示による　　・ 

<9.2.2～3>

<9.2.1～4>

２．断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ 改修特記仕様書3章による。
防水改修工事

３．外断熱改修
工事

断熱材
断熱材の種類
・

断熱材の厚さ(mm)
・

施工箇所
・図示による　　・　

ホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

外装材 

・
防火性能 備考種類

鋼材

笠木

既存外壁の処置 
既存外壁仕上材の撤去
・行う ・行わない

下地面の清掃
・行う ・行わない

欠損部の改修工法
・改修特記仕様書第4章　外壁改修工事による
・

不陸等の下地調整
・

断熱材の施工
・断熱材製造所の仕様による

外装材の施工
・外装材製造所の仕様による

通気層の有無
・有（　　　mm）　・無

外装材の外壁への取付け
・図示による　　・ 

笠木の施工
・改修特記仕様書第3章　アルミニウム製笠木による
・

４．断熱・防露
改修工事

<9.3.2～4>
フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　　・　

工法
・断熱材打込み工法

断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材
種類　　　・ 
厚さ(mm)　・ 
施工場所　・ 

・断熱材現場発泡工法 
断熱材の種類

・A種1 ・A種1H 　・ 
吹付け厚さ（mm）

・25 ・30  　・ 
施工箇所

・図示による　　・ 
・断熱材後張り工法

断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材
種類　　　・ 
厚さ(mm)　・ 
・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

材質　・ 
厚さ　・　　　（mm）　

・張り付け工法
断熱材の張り付け工法　・
断熱材へのボードの張付け工法　・ 

・処理しない
・処理する

記録する施工状況等
・図示による( 　)　　・　

※再生クラッシャラン ・切込砂利又は切込砕石

土
工
事
及
び
地
業
工
事

8-8 ９

環
境
配
慮
改
修
工
事

処理方法（切断にともなう補強方法含む）
・図示による( 　)　　・　

・基礎のコンクリートと同調合のもの 　・　

５．屋上緑化改修
工事

植栽基盤及び材料
・屋上緑化軽量システム

<9.4.2～4>

芝及び地被類の種類等
※図示による　　・　

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等
※図示による　　・　

かん水装置
・設置する（種類 ・ ）

既存保護層の撤去
・行う　・行わない

新植した芝及び地被類の枯補償の期間
※引渡しの日から1年
・

-1

６．透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ
舗装改修工事

<9.5.2～5、9>適用範囲：歩道
既存舗装の撤去及び再利用
※図示による　　・ 

路床 
路床の材料 

・盛土 ・図示による
・建設汚泥から再生した処理土

・クラッシャラン
・切込み砂利
・砂
・

・

・凍上抑制層

・フィルター層

・

種別 材料 厚さ(mm）

・図示による
・

・図示による
・

・A種　　※B種 ・C種 ・D種

※再生クラッシャラン

※砂

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験）
・行う ※行わない

・路床安定処理
・適用する ・適用しない
安定処理の方法
・置き換え工法
・安定処理工法

路床安定処理用添加材料
種類
※普通ポルトランドセメント
・高炉セメントB種
・フライアッシュセメントB種
・生石灰（・特号 ・1号）
・消石灰（・特号 ・1号）

添加量
・ kg/m3  （目標CBR　・3以上 ・ ）

目標CBRを満足する添加量の確認方法
・安定処理土のCBR試験
・

・ジオテキスタイル 　　
単位面積質量
・60g/㎡以上　　・　

厚さ(mm)
・0.5～1.0 　・ 

引張強さ

透水係数
・98N/5cm（10kgf/5cm）以上　　・　

・1.5×10 cm/sec以上　　・　
試験
路床土の支持力比（CBR）試験

・行う ※行わない
路床締固め度の試験

※行う ・行わない
現場CBR試験

・行う ・行わない
路盤 
路盤の厚さ
・図示による　　・
路盤材料（改修標準仕様書表9.7.3による種別）

・クラッシャラン
・粒度調整砕石
※再生クラッシャラン
・再生粒度調整砕石
・クラッシャラン鉄鋼スラグ
・粒度調整鉄鋼スラグ
・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

舗装の構成
※図示による　　・　

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験
・行う ※行わない

舗装の平たん性
※著しい不陸がないもの
・

改修特記仕様書第8章　8-3　鉄骨工事　・鋼材による

改修特記仕様書第3章　・アルミニウム製笠木による

測定場所測定時期

改修工事特記仕様書(9)

・高圧水洗工法

・床：ｺﾞﾑｼｰﾄ養生、足場面：ｱｽﾍﾞｽﾄ除去養生用PEｼｰﾄ張り（1重）

A-10

貸与資料（　調査報告書（6検体）　）

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  NON

A3  NON

総

揮

発
 性

有

機

化

合

物(

Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ)

測

定

・
※300mm以上

暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重なり
消防法で定める防炎性能の表示があるもの

生地の仕様

・

・図示に
品質、特殊加工等

生地の種別、

・ﾌﾟﾚｰﾝひだ
・箱ひだ、片ひだ
・つまみひだ

・電動
・ひも引き
・手引き

　よる

箇所
取付け

ひだの種類開閉操作形式

・片引き
・引分け・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ｼﾝｸﾞﾙ

(20.2.16)14．カーテン

消防法で定める防炎性能の表示があるもの
スクリーンの仕様

・
よる

・図示に ・

品質等
取付箇所 
幅・高さ

操作方法 スクリーンの材種

・木製・電動式

※製造所の仕様
・合成・天然繊維製
・ガラス繊維製

・コード式
・スプリング式

その他の材料

　(20.2.15)
スクリーン

13．ロール

12．ブラインド

色

ホワイトボード
７．黒板及び

・クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工
・アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

縦型ブラインドのスラットの材質

・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ
・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・
合金製

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・
　よる
・図示に

・
合金製

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・100
・80

 －・電動
・1本操作ｺｰﾄﾞ式
※2本操作ｺｰﾄﾞ式

・手動

・手動

・縦形

※25
・

 －・電動
・
よる

・図示に
・
※鋼製

ｽﾗｯﾄ幅ｽﾗｯﾄの種類

・操作棒式
・ｺｰﾄﾞ式
※ギヤ式

形式

・横形

幅・高さ
の材種

ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ
操作方法 操作方法の種類

　(20.2.14)

　(20.2.11)

　(20.2.12)

(20.2.13)

・
※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )

工法
・

適用安全使用温度11．煙突ライニング

（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種 ・ 種））
・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき
・SUS304（スリップ止め加工　※あり ・なし　）

材質及び仕上げ10．タラップ  

※図示による
(案内用図記号はJIS Z 8210による)
印刷等の種別、取付け形式等
室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、
※消防法に適合する市販品

誘導標識、非常用進入口等の表示
・設置しない
　材質　　　（ ※ステンレス製　　・ ）
　形状・寸法（ ・30φ　 　　・ ）
・設置する　（設置場所：※図示による ・ ）

衝突防止表示９．表示

※5 　・　

(20.2.10)

厚さ（mm）
・図示による　　・　

寸法（mm）
取付け箇所（ ）８．鏡

・ホワイトボード
※ 緑

・
・ほうろう黒板
※鋼製黒板

種類
※焼き付け　　・　

区分
・黒板 (20.2.9)

・埋込み工法
※接着工法

取付け工法

取付箇所 

・35㎜程度 ・40㎜程度 ・50㎜程度
寸法(幅)
・タイヤレス型
※タイヤ型(タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等)

形状

(20.2.7)

・
・アルミニウム製押出型材
・黄銅製押出型材
※ステンレス製

材種６．階段滑り止め

※BC-1種 ・BC-2種
標準仕様書表14.2.1による種別

※アルミニウム製　押出し型材（市販品）

材種

 ボックス
 及びカーテン

　　ボックス
16．ブラインド

※角形　　・　
形状

※アルマイト　　・　
仕上げ

※10-90　　・　
強さによる区分

※ステンレス製
・アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

材料による区分 　(20.2.16)15．カーテンレール

26．鋼製書架及び

25．間知石及び

24．フェンス

23．車止めさく

22．旗竿受金物

21．旗竿

20．流し台ユニット

19．くつふきマット

間知ブロック
・コンクリート

・間知石

・B
・A

　　 －

・凝灰岩
　 －　 －

・花こう岩
材種 備考質量区分種類

(20.4.2、3)

積み
間知ブロック
コンクリート

・ステンレス製 (SUS 304)

・図示による　　・　
高さ

・アルミフェンス
・鋼管フェンス
・樹脂塗装メッシュフェンス
・ビニル被覆エキスパンドフェンス

フェンスの種類

・ステンレス製 ・・
高さ(mm)柱径、肉厚(mm)材種

・・スプリング式
・標準品
形式

・

・上下式鎖内蔵式

・

材種

※アルミニウム合金製 ※テーパー式 ※ハンドル式
・ロープ式・同一断面式・

高さ(m) 操作方法 固定方法 備考材種 形式

・バンド式
・ベース式
・埋込式

※図示による　　・　
形状

・水切り

・つり戸棚

・コンロ台

・流し台

　 －  －
・1段式　・
ステンレス製
市販品

・700
・500

・670
・620

・450
・650
・600
・550

・600
・900
・1200
・900
・1200

・600

市販品
天板ステンレス製
バックガード有り
市販品
天板ステンレス製
トラップ付き
市販品

備考
H

・800
・850

・650
・600
・550

DW

・1800
・1500
・1200

寸法（mm）
材種

※ステンレス鋼（SUS304）※塩化ビニル又はゴム製
備考受け枠材種

・
・硬質アルミニウム合金

・
・ステンレス鋼（SUS304)製
・硬質アルミニウム合金製

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

※一般形
※600×600

※アルミニウム製

・

・450×450
・密閉形 ・屋内用

・屋内外用 ・鍵付き
備考形式寸法材種

・鋼製
・ステンレス製

18．床点検口

※450×450※アルミニウム製
※目地タイプ※目地タイプ 

内枠外枠形式材種
・額縁タイプ・額縁タイプ

・屋内用
・屋内外用

・気密形

・一般形

・
・600×600・

寸法
17．天井点検口

・鋼製（仕上げ： 　　）
・標準色（ 　）　 ・特注色（ ）

色合い

JISによる種類

・4種　・5種　・6種
・1種　・2種　・3種

種類 規格等

JIS S 1039 の規格による
・鋼製物品棚
・鋼製書架

　物品棚

・図示による　　・　
厚さ
・図示による　　・　

材種
伸縮調整目地　

・図示による
目塗り

※谷積み　・布積み
積み方

31．収納家具

30．屋外掲示板

29．防煙垂れ壁

※図示による 　・　
材質、形状、寸法

※F☆☆☆☆　　・　
合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

・
製造所

・有り ・無し
施錠

・有り ・無し
照明器具

煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）
降下機構

・
※天井材張り

表面仕上げ

・
・800
※500

・可動式（天井収納型）
※固定式（壁埋込型）

ガイドレール

・
・800
※500
高さ(mm)材質

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）
※不燃布

・回転降下式

（巻取り型）
・垂直降下式

備考種類

・可動式

アルミ製枠付き
備考

・
※500
高さ(mm)

・
※6.8
厚さ(mm)

・ 線入り磨き板ガラス
※ 網入り磨き板ガラス

材質

・固定式

28．洗面カウンター

27．屋内掲示板

・約450 ・約600

・人工大理石
奥行き(mm)

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）
材種

・
※塩ビ発泡シート張り

表面の材質
・
※アルミニウム製

枠の材質

11

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

10

6
　漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω

５．手すり

　試料採取および測定は，厚生労働省の｢室内空気中化学物質の採取方法と１．一般事項
測定方法｣（以下「厚労省の測定方法」という。）の新築住宅の例に準拠し
て行う。

２．測定対象化学 　測定対象化学物質は，下記４ 1)，2)の区分に従い，表の①から⑭の１４物
　　物質 質及びＴＶＯＣ又は表の①から⑨の９物質及びＴＶＯＣとする。

３．測定方法 １) クロマトグラム上で「n-ヘキサン」から「n-ヘキサデカン」までの部分
に検出される物質のピーク値を「トルエン」に換算した値をＴＶＯＣ濃
度とする。

２) トルエン換算で 2.0μg/m３ 未満のピークは測定の対象としない。
３) 上位１０ピークについて物質を特定して濃度の測定を行う。

表　測定対象化学物質及び室内濃度指針値
化学物質名 室内濃度指針値

① 100  μg/m３ 0.08   ppmホルムアルデヒド
②トルエン 0.07   ppm260  μg/m３
③ 200  μg/m３ 0.05   ppmキシレン
④ 3,800  μg/m３ 0.88   ppmエチルベンゼン

220  μg/m３スチレン⑤ 0.05   ppm
⑥パラジクロロベンゼン 0.04   ppm240  μg/m３

テトラデカン⑦ 0.04   ppm330  μg/m３
48  μg/m３アセトアルデヒド⑧ 0.03   ppm

ノナナール⑨ 0.007   ppm(暫定)41  μg/m３
⑩   17  μg/m３フタル酸ジ-n-ブチル 0.0015   ppm

100  μg/m３ 0.0063   ppmフタル酸ジ-2-エチルヘキシル⑪
 1  μg/m３ 0.00007   ppmクロルピリホス⑫

0.29　μg/m３ダイアジノン 0.00002   ppm⑬
33  μg/m３ 0.0038   ppm⑭フェノブカルブ

⑮ 400  μg/m３ （暫定目標値）総揮発性有機化合物(ＴＶＯＣ)

４．測定する室 １) １４物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室等
・ 室名：

２) ９物質及びＴＶＯＣ濃度を測定する室
・ 室名：

・ 屋外(周囲の建物から離れた場所１か所)

５．測定結果等報 　次の事項を記載した報告書を２部提出する。
告書の提出 １) 測定結果（アセトアルデヒドについては，試料採取時の気温が20℃

に満たない場合には，「厚労省の測定方法」に定める計算式で20℃，
湿度50％に，ホルムアルデヒドについては25℃，湿度50％に補正し
た濃度を報告すること。）

２) 試料採取時の状況（気温・湿度(屋外，室内)，天候、風の状況、日
射進入状況，採取年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
完成から試料採取までの日数）

３) 試料採取方法，測定方法，使用した測定機器
４) ＴＶＯＣ濃度の算出に使用したクロマトグラムの写し

６．その他 　表の化学物質①から⑤のうち，いずれかの物質の濃度が室内濃度指針値を
超える場合は，工事目的物の引渡しを受けない。
　ＴＶＯＣの測定の結果，暫定目標値を超える場合は，発生原因の究明及び
汚染物質の発生を低減するための対策について，協議を行うこと。

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考

・（材種： 　）
・クリアラッカー

・
・45程度
・35程度
・
・45程度
・35程度

・ビニル製

・集成材

手すりの握り部分

　色合い　・標準色（　 　）　・特注色（　　 ）

・アルミニウム 表面処理
（※標準仕様書表14.2.1による種別（ ）種）

（※標準仕様書表14.2.2による種別（　 ）種）
・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき
・SUS304　表面処理　※HL程度

材料の種類及び仕上げ (20.2.6)

・

種類
脚部

・ステンレス製
・アルミニウム製
※製造所の仕様による

・
※幅木タイプ・メラミン樹脂系化粧板

材質
ドアエッジ

表面材の材料

(20.2.5)４．トイレブース

・

※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した
値に対して、耐力及び変形量が使用上支障のないもの

ハンガーレール及びランナー

パネルをランナーに取り付ける部品 
※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの

※36以上

・

・図示による
変形量となるように補強する

※取付け全重量の5倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び
ハンガーレールの取付け下地の補強
パネル表面仕上げ材の壁紙張りの品質、性能は標準仕様書19章による。

・鋼板 ・36未満
(dB/500Hz)仕上げ

・
・壁紙張り
・焼付塗装

材質

・

パネル表面材
（mm）
総厚さ

・
・ﾊﾝﾄﾞﾙ式
・ﾌﾟｯｼｭ式
置の操作方法
パネル圧接装

・部分電動式
・電動式
・手動式

移動式
・二方向

移動式
・平行方向

よる種類
操作方法に

走行方向
遮音性

(20.2.4)３．移動間仕切

※F☆☆☆☆　　・　
パネル材料のホルムアルデヒド放出量
表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。
標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質とする。
パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは、

・無し
・有り（※図示による　　・ ）

パネル内に取付ける建具

ﾊﾟﾈﾙｽﾀｯﾄﾞ
構成基材の種類

・不燃

・36
・28
・20
・12
・0

防火性能
(dB/500Hz)

遮音性

・
・壁紙張り

ｱｸﾘﾙ樹脂焼付
・ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は

パネル表面仕上げ

・パネル式
・スタッドパネル式
・スタッド式(露出）
・スタッド式(内蔵）

構造形式による種類

(20.2.3)２．可動間仕切

感電防止性能
・評価値（U）≧1.2以上
・評価値（U）≧0.6以上

帯電防止性能
（　　　　　　）
フリーアクセスフロアの高さの寸法精度
（　　　　　　）
パネルの平面形状（角度）の寸法精度
（　　　　　　）
パネルの長さの寸法精度

・以下による
※標準仕様書20.2.2(2)(オ)(a)～(c)による

寸法精度 

・置敷式

・
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・帯電防止床ﾀｲﾙ

表面仕上材

・
・5,000N
・3,000N

所定荷重

・0.6G
・1.0G

耐震性能
（mm）
高さ

寸法（mm）

・
・500×500

調整式
・支柱

構法施工箇所

(20.2.2)１．フリーアクセス
フロア

・ポリエステル樹脂系化粧板

・木製（仕上げ：杉材）

・防炎
・遮光1級

A-11改修工事特記仕様書(10)
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工
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囲
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2階平面図

工
事

対
象

範
囲

Exp.jカバー(外壁-外壁)：既存のままExp.jカバー(外壁-外壁)：既存のまま

　2階平面図　　S=1/100　

SUS製竪樋・飾ります：撤去の上SUS製たてとい125φ、SUS製飾ります新設

横引きルーフドレイン：新設改修用横型ドレン塩ビ製、ストレーナー共

屋
内

体
育

館
棟

アルミ笠木：撤去の上アルミ笠木W=275新設

　立上り：塩ビシート防水t1.5接着工法

（既存）平場：非歩行用露出塩ビシート防水t1.5接着工法

　既存防水層ふくれ・劣化部は撤去とする。

　立上り：既存防水層撤去、下地調整の上非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

　建物側立上り：既存防水押え撤去の上新設

しな合板t12目透し張りOP
（改修）内壁：既存仕上材撤去の上

（改修）内壁：既存仕上材撤去の上

休憩コーナー

（改修）内壁：既存仕上材撤去の上

（改修）内壁：既存仕上材撤去の上

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開方向

A-15

（改修）平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5機械固定かぶせ工法　脱気盤1か所新設

しな合板t5.5目透し張りOP

しな合板t5.5目透し張りOP

しな合板t5.5目透し張りOP

しな合板t5.5目透し張りOP
（改修）内壁：既存仕上材撤去の上

ｹﾚﾝの上錆止塗装

（改修）女子更衣室２：内部改修

（改修）2階外壁面既存躯体鉄骨鋼材（2FL～ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄまで）：
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Ｔ
Ｏ

Ｐ

Exp.jExp.j

屋根

（既存）完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5 

1/
50

1/50 屋上

（既存）平場：非歩行用露出塩ビシート防水t1.5接着工法

　立上り：塩ビシート防水t1.5接着工法

　既存防水層ふくれ・劣化部は撤去とする。

　立上り：既存防水層撤去、下地調整の上非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

　建物側立上り：既存防水押え撤去の上新設

（改修）平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5機械固定かぶせ工法　脱気盤3か所新設

屋根伏図

18,000 36,000

ＡＢＣＤＥＧＨＩＪ Ｆ 　屋根伏図　　S=1/100　
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屋
内

体
育

館
等

工
事

対
象

範
囲

Exp.jカバー(屋根-屋根）（W600 L3,580)：取外し、再取付

横引きルーフドレイン：新設改修用横型ドレン塩ビ製、ストレーナー共横引きルーフドレイン：新設改修用横型ドレン塩ビ製、ストレーナー共

横引きルーフドレイン：新設改修用横型ドレン塩ビ製、ストレーナー共

SUS製竪樋・飾ります：撤去の上SUS製たてとい125φ、SUS製飾ります新設

SUS製竪樋・飾ります：撤去の上SUS製たてとい125φ、SUS製飾ります新設

SUS製竪樋・飾ります：撤去の上SUS製たてとい125φ、SUS製飾ります新設

雪止め：L-50×50×6（SUS取付金具）：撤去の上新設（既存同材） 雪止め：L-50×50×6（SUS取付金具）：撤去の上新設（既存同材）

（改修）既存塗膜除去(低圧水洗工法)、下地調整の上遮熱塗料塗り

アルミ笠木：撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

アルミ笠木：撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開方向
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（梁型）

（梁型）

内部改修工事
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    月　  日10

区 分位　置

現況

雪止め：SUS製 L-50x50x6 2段（取付金物：SUS製）

改修

雪止め：既存雪止め撤去の上、SUS製 L-50x50x6 2段（取付金物：SUS製）新設

非歩行用露出塩ﾋﾞｼｰﾄ防水t1.5

ﾄﾞﾚｲﾝ：横引ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ125φ

現況

　既存防水層ふくれ・劣化部は撤去とする。

ﾄﾞﾚｲﾝ：既存ﾄﾞﾚｲﾝ清掃の上改修用横型ﾄﾞﾚﾝ塩ﾋﾞ製、ｽﾄﾚｰﾅｰ共新設

改修

立上り：既存防水層撤去、下地調整の上非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

立上り：ﾗｽｼｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ下地立上り用ｼｰﾄ防水t1.5

ｱﾘｰﾅ 屋根

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ
現況

改修

ｱﾘｰﾅ 軒天 GB-Rt12.5下地大平板t6 吹付ﾀｲﾙ
現況

改修

現況

改修

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

工 事 種 目

屋根改修工事

更衣室　 屋上

ﾎﾟｰﾁ  屋上

渡り廊下 屋上

1．ｱﾘｰﾅ屋根：既存既存塗膜除去の上塗装改修　破風・鼻隠し共　雪止め：既存撤去の上新設

4．ﾄﾞﾚﾝ：既存ﾄﾞﾚﾝ清掃の上改修ﾄﾞﾚﾝ新設

2．屋上：平場：既存防水層部分補修の上新設ｼｰﾄ防水（機械固定工法）

　 立上り：既存防水層撤去の上新設ｼｰﾄ防水（接着工法）

3．ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木：既存笠木撤去の上新設ｱﾙﾐ笠木

5．樋：既存竪樋撤去の上SUS製たてとい新設（支持金具共）　飾ります：既存飾ります撤去の上SUS製飾ります新設

※1階ｽﾃｰｼﾞ脇用具室上部の雨漏り調査を行い修繕を行う。

外壁改修工事

2．B1・1階外壁（RC部）：既存塗膜除去（高圧水洗工法）の上塗装改修

5．ｱﾘｰﾅ軒天：既存仕上材の上塗装改修

7．ｼｰﾘﾝｸﾞ（建具廻り・伸縮目地・化粧目地）：既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去の上、新設ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え

4．腰壁：塗装改修

建具改修工事 1．B1・1階（RC部）：既存窓枠の上ｶﾊﾞｰ工法

1．ﾎﾟｰﾁ天井：既存仕上材撤去の上ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ張り

1．RC外壁のひび割れ及び欠損部の補修

A1  NON

A3  NON改修工事概要・外部仕上表

改 修 工 事 概 要 仕　 　上

外　部　仕　上　表改　修　工　事　概　要

2．2階（押出成形ｾﾒﾝﾄ板部）：既存ｱﾙﾐｻｯｼ撤去の上ｱﾙﾐｻｯｼ新設

鼻隠し・破風(R部)：既存塗膜除去(低圧水洗工法)、下地調整の上遮熱塗料塗り 　目地：既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去、新設ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え(MS-2)

鼻隠し：耐火野地板t12下地ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5包み　破風(R部)：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t1.2加工

耐火野地板t25、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg下地ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5S&W工法

3．ﾋﾟﾛﾃｨ天井：既存仕上材の上塗装改修　梁型：既存塗膜除去（高圧水洗工法）の上塗装改修

4．1階ｽﾃｰｼﾞ脇用具室天井：雨漏りにおける調査・修繕後天井復旧工事

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙt40 吹付ﾀｲﾙﾃﾗｽ 軒天

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ現況

改修

外　壁

（柱型・梁型）

ﾎﾟｰﾁ 天井

2階：押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15(平板)縦張り 吹付ﾀｲﾙ、一部押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15(ﾘﾌﾞ)縦張り 吹付ﾀｲﾙ

腰　壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
現況

改修

ｼｰﾘﾝｸﾞ：伸縮目地：20x20　既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去、新設ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え(MS-2)

ｼｰﾘﾝｸﾞ：伸縮目地：20x20

樋 竪樋：SUS製125φ　支持金具：SUS製　飾ります：SUS製現況

改修

外部階段手摺壁 現況 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ 化粧目地仕上

改修

玄関脇ｽﾛｰﾌﾟ手摺壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し ｱｸﾘﾙ系ｸﾘｱ塗装

改修

現況

既存撤去の上、SUS製たてとい125φ　支持金具：SUS製新設　飾ります：SUS製新設

現況

改修

現況

改修

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

ﾃﾗｽ下 軒天

B1・1階：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ 化粧目地仕上

既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り

6．ﾃﾗｽ・ﾃﾗｽ下部軒天（RC部）：既存塗膜除去（高圧水洗工法）の上塗装改修

笠木：既存笠木撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設　　Exp.jｶﾊﾞｰ：取外し、再取付　　壁面防水押え金物：既存撤去の上新設ｱﾙﾐ製防水押え

笠木：ｱﾙﾐ製t2.0 W=225　　Exp.jｶﾊﾞｰ：ｱﾙﾐ製　　壁面防水押え金物：ｱﾙﾐ製

既存仕上材撤去の上ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ張り

2．ﾋﾟﾛﾃｨ壁・柱型・梁型：下地調整の上塗装改修

ｼｰﾘﾝｸﾞ：伸縮目地20x50、縦化粧目地：20x20、横化粧目地20x50

ｼｰﾘﾝｸﾞ：伸縮目地20x50、縦化粧目地：20x20、横化粧目地20x50　既存ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去、新設ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え(MS-2)

劣化部補修、既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5機械固定かぶせ工法（ｱｰｷﾔﾏﾃﾞﾘﾍﾞｯﾄﾙｰﾌSW 強風仕様同等※仕様は部分詳細図参照）

軒天見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.6加工

軒天見切：新設ｶﾗｰSUSt0.4加工

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

下地調整の上EP吹付

既存塗膜除去（高圧水洗工法）下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

梁型：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

梁型：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

B1・1階：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

6．ｻｯｼ改修の為、外壁を撤去する範囲の内壁の改修・ﾛｯｸｳｰﾙの吹付

下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

外壁見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板厚0.6加工　　水切：ｱﾙﾐ製t2.0

外壁見切：既存見切材の上ｶﾗｰSUSt0.4加工　　水切：既存撤去の上ｱﾙﾐ製t2.0 D=150程度 新設

A-17

2階：既存仕上材の上（一部既存仕上げ材撤去・新設）、透湿防水ｼｰﾄ下地胴縁新設、ｶﾗｰSUSｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15(平板一部ﾘﾌﾞ)縦張り、外壁見切：ｶﾗｰSUSt0.4加工

3．2階外壁（押出成形ｾﾒﾝﾄ板部）：既存仕上材の上（一部既存仕上げ材撤去・新設）、新設胴縁組、SUSｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ縦張りｶﾊﾞｰ工法

外構改修工事 1．外部階段手摺壁及びﾎﾟｰﾁ脇ｽﾛｰﾌﾟ手摺壁のひび割れ及び欠損部の補修

3．ﾎﾟｰﾁ脇ｽﾛｰﾌﾟ手摺壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）の上塗装改修

電気設備改修工事 1．ﾋﾟﾛﾃｨ天井部照明：既存照明器具撤去の上新設LED照明へ改修

2．外壁取付照明：既存照明器具撤去の上新設LED照明へ改修

※ﾋﾟﾛﾃｨ天井に設置の自火報感知器は別途工事にて撤去・新設を行う

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

・石綿の含有「無」

1．2階女子更衣室 外壁面 「ﾛｯｸｳｰﾙ吹付材」

検体採取の上、分析を行った結果を以下に示す。　※詳細は調査報告書を参照のこと

・石綿の含有「有」

2．外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ材 「押出成形ｾﾒﾝﾄ板（平板）」

1．2階女子更衣室 床材 「Pﾀｲﾙ（下地調整材）」

3．外壁ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ材 「押出成形ｾﾒﾝﾄ板（ﾘﾌﾞ付）」

下記石綿含有材の解体、改修時の切断・ビス打ち等は関係法令を遵守の上施工すること

2．外部階段・ｱﾌﾟﾛｰﾁ階段手摺壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）の上塗装改修

4．「外壁仕上塗材（下地調整材）」

5．「腰壁仕上塗材（下地調整材）」

3．2階女子更衣室2照明：既存照明器具撤去の上新設LED照明へ改修

鉄骨工事 1．AW-1、AW-2改修部分の胴縁受け梁及び胴縁の新設

2．外壁ｶﾊﾞｰ工法施工部の胴縁の新設

5．2階女子更衣室2：床・内壁・天井の改修、外壁面既存躯体鉄骨鋼材のｹﾚﾝ及び錆止め塗装

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10室内仕上表
A1  NON

A3  NON

室内仕上表

階棟 壁

天井

内装制限

室 名

巾　木 廻り縁天　　井壁

腰壁高

関
係
法
令

CON

床ﾚﾍﾞﾙ

(現況±)

(±0)
-150

CON

天井高

摘　　要
床下地組 壁下地組 天井下地組

床

特記事項　1）使用する内装建材及び塗料等は全てＦ☆☆☆☆とする。

2）内部改修を行う室のみの記載とする。記載のない室は内部改修は行わない。

用具室2

ﾋﾟﾛﾃｨ

床　（改修後）

床　（改修前） 巾 木　（改修前）

巾 木　（改修後） 腰　壁　（改修後）

腰　壁　（改修前）

壁　（改修後）

壁　（改修前） 天　井　（改修前）

天　井　（改修後） 廻縁(改修後)

廻縁(改修前) 天井高(改修前)

天井高(改修後)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ目地切仕上 水勾配付

既存のまま

合板t12下地複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15張り
鋼製床組

既存のまま
(±0)
±0

既存のまま

木製H75 OP-2

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系弾性塗材 既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系弾性塗材

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上

既存のまま

しな合板t5.5目透し張り OP-2

H=900

既存LGS

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙt40下地ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
(ﾊﾟﾈﾙ表面材：木毛板）

GB-Dt9.5張り

既存のまま仕上材が撤去されている部分：GB-Dt9.5復旧（1㎡程度）

CH=5,970

CH=3,000

既存のまま

既存のまま

塩ﾋﾞ
既存LGS

天井の復旧は雨漏水を調査、修繕を行った上施工のこと

CON

CON

CON

男子更衣室1

女子更衣室1

女子更衣室2

東側ｷﾞｬﾗﾘｰ

既存のまま

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0張り

既存のまま

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0張り

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0張り

既存のまま

既存仕上材の上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.5張り

CON

CON

CON

CON

CON

既存のまま

西側ｷﾞｬﾗﾘｰ

卓球場

部室前廊下

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上

既存のまま

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ塗り床t2.0仕上

既存のまま

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0張り

既存のまま

(±0)
±0

(±0)
±0

(±0)
±0

(±0)
±0

(±0)
±0

(±0)
±0

(±0)
±0

(±0)
±0

渡り廊下 CON
0～-425.8

(±0)

ﾓﾙﾀﾙ下地防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5張り

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0張り

南面：既存撤去の上木製H75 SOP

南面：既存撤去の上木製H75 SOP

木製H75 OP-2

木製H75 OP-2

木製H75 OP-2

既存撤去の上木製H75 SOP

男子更衣室2
木製H75 OP-2

北面：既存撤去の上木製H75 SOP

木製H75 OP-2

既存撤去の上木製H75 SOP

木製H75 OP-2

既存撤去の上木製H75 SOP

木製H75 OP-2

南面：既存撤去の上木製H75 SOP

南面：既存撤去の上木製H75 SOP

木製H75 OP-2

木製H75 OP-2

南面：既存撤去の上木製H75 SOP

しな合板t5.5目透し張り OP-2

南面：既存仕上材撤去の上しな合板t5.5目透し張りSOP

南面：既存仕上材撤去の上しな合板t5.5目透し張りSOP

既存LGS

既存LGS

既存LGS

既存LGS

しな合板t5.5目透し張り OP-2

既存仕上材撤去の上しな合板t5.5目透し張りSOP

北面：既存仕上材撤去の上しな合板t5.5目透し張りSOP

しな合板t5.5目透し張り OP-2

しな合板t5.5目透し張り OP-2

しな合板t5.5目透し張り OP-2

しな合板t5.5目透し張り OP-2

既存のまま

既存のまま

既存LGS

既存LGS

既存LGS
しな合板t12目透し張り OP-2

南面：既存仕上材撤去の上しな合板t12目透し張りSOP

しな合板t5.5目透し張り OP-2

南面：既存仕上材撤去の上しな合板t5.5目透し張りSOP

しな合板t5.5目透し張り OP-2

南面一部：既存仕上材撤去の上しな合板t5.5目透し張りSOP

既存LGS

既存LGS

GB-Dt9.5張り

壁改修部直上：既存仕上材撤去の上GB-Dt9.5張り

GB-Dt9.5張り

壁改修部直上：既存仕上材撤去の上GB-Dt9.5張り

GB-Dt9.5張り

既存仕上材撤去の上GB-Dt9.5張り

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

塩ﾋﾞ

改修部：塩ﾋﾞ新設

改修部：塩ﾋﾞ新設

改修部：塩ﾋﾞ新設

既存撤去の上塩ﾋﾞ

GB-Dt9.5張り

壁改修部直上：既存仕上材撤去の上GB-Dt9.5張り

CH=2,400

CH=2,400

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

CH=2,400

CH=2,400

既存LGS

既存LGS

既存LGS

既存のまま 既存のまま

既存のまま

屋根下地材の上現場発泡ｳﾚﾀﾝt30表し

屋根下地材の上現場発泡ｳﾚﾀﾝt30表し

既存のまま

CH=7,310～9,300

CH=7,310～9,300

既存LGS

既存LGS

既存LGS

屋根下地材の上現場発泡ｳﾚﾀﾝt30表し

既存のまま

CH=4,280～5,355

既存のまま

壁改修部直上：既存仕上材撤去の上GB-Dt9.5張り

GB-Dt9.5張り 塩ﾋﾞ

改修部：塩ﾋﾞ新設

CH=2,700

既存のまま

GB-Dt9.5張り 塩ﾋﾞ

改修部：塩ﾋﾞ新設壁改修部直上：既存仕上材撤去の上GB-Dt9.5張り

CH=2,700

既存のまま

屋内体育館棟

B1階

1階

2階

既存下地調整の上EP吹付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存撤去の上木製SOP、暗幕ｶｰﾃﾝ：取外し再取付

暗幕ｶｰﾃﾝ：既存撤去上暗幕新設

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存撤去の上木製SOP

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存撤去の上木製SOP新設

暗幕ｶｰﾃﾝ：既存撤去上暗幕新設
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200既存 北側立面図

16
,3
00

11
,3

00
5,

00
0

1,
50
0

5,
50

0
4,

30
0

最高の高さ

RSL

2FL

設計GL

1FL

16
,3
00

11
,3

00
5,

00
0

1,
50
0

5,
50

0
4,

30
0

最高の高さ

RSL

2FL

設計GL

1FL

5,
50

0

設計GL2

６ ５ ４ ３ ２ １

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

ＥＸＰ.Ｊカバー

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ

屋内体育館棟校舎棟
工事対象範囲
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　既存 北側立面図　　S=1/100　
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　既存 北側立面図　　S=1/100　

記　号記　号記　号 仕　　様 仕　　様 仕　　様

A

B

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

E

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイル

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

G

H

アルミ製水切厚2.0

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

I

J

K

鼻隠し：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.5曲加工L

笠木：アルミ製シルバー

既存外部仕上　凡例

M 外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6曲加工

コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

N 破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200

6,0006,0006,0006,0006,0006,0006,0006,000

ＪＩＨＧＦＥＤＣＢＡ

6,000

Ｂ

渡り廊下

渡り廊下

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

16
,3
00

11
,3
00

5,
00

0

1,
50
0

5,
50

0
4,

30
0

最高の高さ

RSL

2FL

1FL

設計GL

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｉ

ＩＩＩＩ Ｉ

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
Ｄ

ＤＤ

Ｄ

ＤＥ

Ｄ
Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｂ

ＧＢ

Ｅ

Ｅ

　既存 東側立面図　　S=1/100　

Ｊ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｎ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

記　号記　号記　号 仕　　様 仕　　様 仕　　様

A

B

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

E

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイル

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

G

H

アルミ製水切厚2.0

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

I

J

K

鼻隠し：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.5曲加工L

笠木：アルミ製シルバー

既存外部仕上　凡例

M 外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6曲加工

コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

N 破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

A-20既存 東側立面図
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200既存 南側立面図
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　既存 南側立面図　　S=1/100　
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記　号記　号記　号 仕　　様 仕　　様 仕　　様

A

B

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

E

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイル

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

G

H

アルミ製水切厚2.0

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

I

J

K

鼻隠し：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.5曲加工L

笠木：アルミ製シルバー

既存外部仕上　凡例

M 外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6曲加工

コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

N 破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200
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既存 西側立面図
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記　号記　号記　号 仕　　様 仕　　様 仕　　様

A

B

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

E

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイル

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

G

H

アルミ製水切厚2.0

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

I

J

K

鼻隠し：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.5曲加工L

笠木：アルミ製シルバー

既存外部仕上　凡例

M 外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6曲加工

コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

N 破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

　既存 西側立面図　　S=1/100　
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200改修 北側立面図
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　改修 北側立面図　　S=1/100　
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　改修 北側立面図　　S=1/100　
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　凡　例

新設押出成形セメント板t15(神島化学工業ラムダ同等）縦張り（1時間耐火）
耐火被覆：外壁裏及び下地材にロックウールt35吹付

上記施工の上スパンドレル改修施工とする

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

A

B コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

記　号記　号 記　号既　存　仕　様 既　存　仕　様既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様 改　修　仕　様

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り

E

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイルG

H

既存のまま

既存のまま

アルミ製水切厚2.0I

J

K

L

M

伸縮目地・化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(平板)縦張り

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(リブ)縦張り

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

既存撤去の上、SUS製たてとい125φ　支持金具：SUS製新設　飾ります：SUS製新設

笠木：アルミ製W=225

既存の上、新設カラーSUSt0.4加工

N

鼻隠し：耐火野地板t12下地フッ素樹脂塗装GL鋼板t0.5包み

破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

改修外部仕上　凡例

外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6加工

劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存押出成形セメント板撤去、既存サッシ撤去・新設の上

A-23

既存水切撤去、アルミ製t2.0水切D=150新設

耐火1時間FP060NE-9305による施工

Ｌ

既存撤去、アルミ笠木W=275新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200改修 東側立面図
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　改修 東側立面図　　S=1/100　
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　凡　例

既存押出成形セメント板撤去、既存サッシ撤去・新設の上
新設押出成形セメント板t15(神島化学工業ラムダ同等）縦張り（1時間耐火）
耐火被覆：外壁裏及び下地材にロックウールt35吹付
耐火1時間FP060NE-9305による施工

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

A

B コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

記　号記　号 記　号既　存　仕　様 既　存　仕　様既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様 改　修　仕　様

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り

E

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイルG

H

既存のまま

既存のまま

アルミ製水切厚2.0I

J

K

L

M

伸縮目地・化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(平板)縦張り

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(リブ)縦張り

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

既存撤去の上、SUS製たてとい125φ　支持金具：SUS製新設　飾ります：SUS製新設

笠木：アルミ製W=225

既存の上、新設カラーSUSt0.4加工

N

鼻隠し：耐火野地板t12下地フッ素樹脂塗装GL鋼板t0.5包み

破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

改修外部仕上　凡例

外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6加工

劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

上記施工の上スパンドレル改修施工とする

A-24

既存水切撤去、アルミ製t2.0水切D=150新設

既存撤去、アルミ笠木W=275新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200改修 南側立面図
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　改修 南側立面図　　S=1/100　
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シーリング打替え @850 L=600
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　凡　例

既存押出成形セメント板撤去、既存サッシ撤去・新設の上
新設押出成形セメント板t15(神島化学工業ラムダ同等）縦張り（1時間耐火）
耐火被覆：外壁裏及び下地材にロックウールt35吹付
耐火1時間FP060NE-9305による施工

上記施工の上スパンドレル改修施工とする

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

A

B コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

記　号記　号 記　号既　存　仕　様 既　存　仕　様既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様 改　修　仕　様

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り

E

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイルG

H

既存のまま

既存のまま

アルミ製水切厚2.0I

J

K

L

M

伸縮目地・化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(平板)縦張り

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(リブ)縦張り

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

既存撤去の上、SUS製たてとい125φ　支持金具：SUS製新設　飾ります：SUS製新設

笠木：アルミ製W=225

既存の上、新設カラーSUSt0.4加工

N

鼻隠し：耐火野地板t12下地フッ素樹脂塗装GL鋼板t0.5包み

破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

改修外部仕上　凡例

外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6加工

劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

A-25

既存水切撤去、アルミ製t2.0水切D=150新設

既存撤去、アルミ笠木W=275新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200改修 西側立面図
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既存外壁材縦目地まで撤去

　改修 西側立面図　　S=1/100　

コンクリート打放し　アクリル系　クリヤー塗装

A

B コンクリート打放し　アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

コンクリート打放し補修　化粧目地切仕上C

D

記　号記　号 記　号既　存　仕　様 既　存　仕　様既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様 改　修　仕　様

完全防水屋根Ｓ＆Ｗ工法　耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板厚0.5

既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り

E

階段：100角磁器タイル　段鼻同材タイルF

階段：モルタル金ゴテ仕上　段鼻タイルG

H

既存のまま

既存のまま

アルミ製水切厚2.0I

J

K

L

M

伸縮目地・化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

化粧目地：既存シーリング撤去、新設シーリング打替え(MS-2)

押出成型セメント板厚15縦張り　アクリル系吹付タイル

押出成型セメント板厚15縦張り（リブ）アクリル系吹付タイル

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(平板)縦張り

透湿防水シート、新設胴縁組の上カラーSUSt0.4スパンドレルt15(リブ)縦張り

竪樋：ステンレス（ＳＵＳ ３０４ ＨＬ）φ125

既存撤去の上、SUS製たてとい125φ　支持金具：SUS製新設　飾ります：SUS製新設

笠木：アルミ製W=225

既存の上、新設カラーSUSt0.4加工

N 破風：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚1.2加工

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

既存塗膜除去、下地調整の上遮熱塗料塗り

改修外部仕上　凡例

外壁見切：耐摩フッ素樹脂塗装　ガルバリウム鋼板　厚0.6加工

劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

　凡　例

既存押出成形セメント板撤去、既存サッシ撤去・新設の上
新設押出成形セメント板t15(神島化学工業ラムダ同等）縦張り（1時間耐火）
耐火被覆：外壁裏及び下地材にロックウールt35吹付
耐火1時間FP060NE-9305による施工

上記施工の上スパンドレル改修施工とする

A-26

既存水切撤去、アルミ製t2.0水切D=150新設

鼻隠し：耐火野地板t12下地フッ素樹脂塗装GL鋼板t0.5包み

既存撤去、アルミ笠木W=275新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200改修 B1階天井伏図

　改修 B1階天井伏図　　S=1/100　

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C C

C C

C C C

C C C

C

C

C

D D

D

D

D D

C

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ

１

２

３

４

５

６

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

42,000 12,000

6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

6,
0
00

6
,
00

0
6
,0

00
6,

00
0

6
,
00

0
24

,
00

0

5,740 260

1,800 4,200

6,
0
00

6
,
00

0
6
,0

00
6,

00
0

2
,
60

0
3
,4

0
0

2,
30

0

B

B

B

B

B

E E E
E E

D D

下地調整の上EP吹付

改修天井仕上　凡例

記　号 既　存　仕　様 記　号 既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様

ポリスチレンフォーム複合パネルt40 ポリスチレンフォーム複合パネルt40
A F（表面材：木毛セメント板）アクリルリシン吹付 （表面材：木毛セメント板）吹付タイル

ポリスチレンフォーム複合パネルt40
B G GB-Rt12.5下地太平板t6吹付タイル（表面材：木毛セメント板）

既存のまま

C 梁型：コンクリート打放し H アルミスパンドレル 曲面施工

下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

D I GB-D(ジプトーン)t9.5張り

既存GB-Dt9.5撤去、既存LGSの上
GB-D(ジプトーン)t9.5張り

 － 本工事の改修範囲を示すE 特記事項

上記改修範囲外は既存のまま

コンクリート打放し吹付タイル

コンクリート打放し吹付タイル

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

下地調整の上EP吹付

下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

.

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存仕上材撤去の上ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(曲面)張り(平型)

A-27

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



下地調整の上EP吹付

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎
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館
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1
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改修天井仕上　凡例

記　号 既　存　仕　様 記　号 既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様

ポリスチレンフォーム複合パネルt40 ポリスチレンフォーム複合パネルt40
A F（表面材：木毛セメント板）アクリルリシン吹付 （表面材：木毛セメント板）吹付タイル

ポリスチレンフォーム複合パネルt40
B G GB-Rt12.5下地太平板t6吹付タイル（表面材：木毛セメント板）

既存のまま

C 梁型：コンクリート打放し H アルミスパンドレル 曲面施工

下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

D I GB-D(ジプトーン)t9.5張り

既存GB-Dt9.5撤去、既存LGSの上
GB-D(ジプトーン)t9.5張り

 － 本工事の改修範囲を示すE 特記事項

上記改修範囲外は既存のまま

コンクリート打放し吹付タイル

コンクリート打放し吹付タイル

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

下地調整の上EP吹付
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下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

.

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存仕上材撤去の上ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(曲面)張り(平型)

A-28

　改修 1階天井伏図　　S=1/100　
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下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎
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下地調整の上EP吹付

改修天井仕上　凡例

記　号 既　存　仕　様 記　号 既　存　仕　様

改　修　仕　様 改　修　仕　様

ポリスチレンフォーム複合パネルt40 ポリスチレンフォーム複合パネルt40
A F（表面材：木毛セメント板）アクリルリシン吹付 （表面材：木毛セメント板）吹付タイル

ポリスチレンフォーム複合パネルt40
B G GB-Rt12.5下地太平板t6吹付タイル（表面材：木毛セメント板）

既存のまま

C 梁型：コンクリート打放し H アルミスパンドレル 曲面施工

下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

D I GB-D(ジプトーン)t9.5張り

既存GB-Dt9.5撤去、既存LGSの上
GB-D(ジプトーン)t9.5張り

 － 本工事の改修範囲を示すE 特記事項

上記改修範囲外は既存のまま

コンクリート打放し吹付タイル

コンクリート打放し吹付タイル

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

下地調整の上EP吹付

下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

.

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存仕上材撤去の上ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(曲面)張り(平型)

A-29

　改修 2階天井伏図　　S=1/100　

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



改修後

改修前

脱衣棚：
取外し・再取付
(場内保管)

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/50

A3  S=1/100

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

2756,000170

890 5,110

C

2,800 565

▽FL

△CH

2
,4

00

D

7D E

6,000275 170 565 4,000

A B

▽FL

△CH

7E D

　既存 展開図　　S=1/50　
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改修前
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改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

撤去

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0張り

木製H75 OP
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既存仕上材の上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ下地ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.5張り

木製H75 SOP

既存LGS、木胴縁組の上しな合板t5.5目透し張りSOP

既存LGSの上GB-Dt9.5張り

（改修）天井仕上材撤去

（改修）天井仕上材撤去（改修）天井仕上材撤去

（改修）天井仕上材撤去
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　既存 平面詳細図　　S=1/50　
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（改修）床：既存のまま

 C通りまで

脱衣棚：取外し・再取付（場内保管）
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（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）窓枠：木製撤去

（既存）木製建具：既存のまま

脱衣棚：取外し・再取付（場内保管）

（既存）木製建具：既存のまま

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ新設
（改修）GB-Dt9.5張り新設

（改修）窓枠：木製SOP新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）巾木：木製H75SOP新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）柱型出隅見切：木製24x24程度(既存同寸)SOP新設

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

 耐火1時間FP060NE-9305による施工

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

　改修 展開図　　S=1/50　
　改修 平面詳細図　　S=1/50　

既存・改修　女子更衣室２ 平面詳細図・展開図 A-30

（改修）外壁面鉄骨造鋼材全て：ｹﾚﾝの上錆止め塗装
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新設

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎
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改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

（既存）梁型：ﾗﾜﾝ合板t12 OP

（既存）見切：木製OP

屋根下地材現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付表し

6,000

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

（改修）窓枠：木製撤去

（既存）見切：木製

（既存）梁型：ﾗﾜﾝ合板t12 OP

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

しな合板t12目透し張り OP

（改修）内壁：しな合板t12目透し張り OP撤去

（改修）柱型：しな合板t12目透し張り OP撤去

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去
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　  耐火1時間FP060NE-9305による施工

A1  S=1/50 

A3  S=1/100

　改修 展開図　　S=1/50　

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ新設

400
間柱部=250

（改修）内壁：しな合板t12撤去

（改修）巾木：木製H75撤去

（改修）柱型：しな合板t12目透し張り撤去（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製撤去

（改修）柱型出隅見切：

（既存）梁型：ﾗﾜﾝ合板t12 OP

（改修）窓枠：木製SOP新設

（改修）内壁：しな合板t12目透し張りSOP新設

木製24x24程度(既存同寸)SOP新設

（改修）巾木：木製H75SOP新設

（改修）内壁：しな合板t12目透し張りSOP新設 （改修）柱型：しな合板t12目透し張りSOP新設

（改修）巾木：木製H75SOP新設 （改修）柱型出隅見切：木製24x24程度(既存同寸)SOP新設

木製H75SOP

しな合板t12目透し張りSOP

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ木製OP ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製OP 250x125程度
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ：ｼﾝｸﾞﾙﾚｰﾙ

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

1,
1
00

1,
5
60

94
0

1
,
10

0
1,

56
0

9
4
0

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製撤去 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製OP 250x125程度新設

（改修）柱型：しな合板t12目透し張りSOP新設

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製SOP 250x125程度新設
ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ：新設

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ：新設

既存ｶｰﾃﾝは取外し・再取付とする

既存・改修　展開図(1) A-31

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



（改修）窓枠：木製撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去

A

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

250

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

（改修）間柱柱型：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

2756,000

B

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10

改修前

改修後

A1  S=1/50 

A3  S=1/100

改修前

改修後

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修前

既存のまま

撤去

撤去

撤去

改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

女子更衣室１

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張り OP

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修前

既存のまま

撤去

撤去

撤去

改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張り OP

男子更衣室１

4,880

565 4,500

2,800 400 1,240440

2
,
40

0

▽FL

△CH

D=250

7

B

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

4,500

4,400

1,250 400

2
,
40

0

▽FL

△CH

D=250
1,800 950

6

B

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

B

6,000 275

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）間柱柱型：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

250

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

A

（改修）巾木：木製H75OP撤去

（改修）窓枠：木製撤去

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

既存のまま

女子更衣室１

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

新設

新設

4,880

565 4,500

2,800 400 1,240440

2
,4

0
0

▽FL

△CH

D=250D=400

7

B

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：新設

A

250

2756,000

B

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

  耐火1時間FP060NE-9305による施工

4,500

4,400

1,250 400

2
,4

0
0

▽FL

△CH

D=250
1,800 950

6

B

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：新設

A

250

2756,000

B

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去（改修）窓枠：木製OP新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP新設

（改修）柱型出隅見切：木製OP新設

（改修）巾木：木製H75OP新設

（改修）間柱柱型：しな合板t5.5目透し張り OP新設

（改修）柱型出隅見切：木製24x24程度(既存同寸)OP新設

　既存 展開図　　S=1/50　

女子更衣室１

　既存 展開図　　S=1/50　

男子更衣室１

女子更衣室１

　改修 展開図　　S=1/50　

男子更衣室１

改修後

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

 耐火1時間FP060NE-9305による施工

　改修 展開図　　S=1/50　

（改修）間柱柱型：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）窓枠：木製SOP新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）柱型出隅見切：木製SOP新設

（改修）巾木：木製H75SOP新設

（改修）柱型出隅見切：木製24x24程度(既存同寸)SOP新設

木製H75SOP

しな合板t5.5目透し張りSOP新設

新設 GB-Dt9.5張り（D=910程度）

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

既存のまま ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

新設

新設

改修後

木製H75SOP

しな合板t5.5目透し張りSOP新設

新設

男子更衣室１

（改修）天井：GB-Dt9.5撤去(D=910程度)

（改修）天井：GB-Dt9.5新設(D=910程度) （改修）天井：GB-Dt9.5新設(D=910程度)

（改修）天井：GB-Dt9.5撤去(D=910程度)

撤去

GB-Dt9.5張り（D=910程度）

GB-Dt9.5張り（D=910程度）GB-Dt9.5張り（D=910程度）撤去

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲
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2
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,
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既存・改修　展開図(2) A-32

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



500 500

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10

改修前

改修後

A1  S=1/50 

A3  S=1/100

改修前

改修後

（改修）窓枠：木製撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去

250

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

2756,000

E

3,900

3,350 550

2
,
40

0

▽FL

△CH

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

　既存 展開図　　S=1/50　

男子更衣室２

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修前

既存のまま

撤去

撤去

撤去

改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張り OP

男子更衣室２

250

2756,000

E

3,900

3,350 550

2
,4

0
0

▽FL

△CH

男子更衣室２

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

既存のまま ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張り OP

新設

新設

新設

男子更衣室２改修後

（改修）窓枠：木製OP新設 （改修）ｱﾙﾐｻｯｼ新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP新設

（改修）巾木：木製H75OP新設

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：新設

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

 耐火1時間FP060NE-9305による施工

　改修 展開図　　S=1/50　

DC

DC

（改修）窓枠：木製撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去

250

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

▽FL

2,
7
00

△CH

6,000

A

A

1,500

400

1,400

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修前

既存のまま

撤去

撤去

撤去

改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張り OP

部室前廊下B

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

（改修）柱型出隅見切：木製OP撤去

（改修）間柱柱型：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

　既存 展開図　　S=1/50　

部室前廊下

500 500250

▽FL

2,
70

0

△CH

6,000

A

A

1,500

400

1,400

B

　既存 展開図　　S=1/50　

部室前廊下

（改修）柱型出隅見切：木製24x24程度(既存同寸)OP新設

（改修）間柱柱型：しな合板t5.5目透し張り OP新設

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ新設（改修）窓枠：木製OP新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP新設

（改修）柱型出隅見切：木製24x24程度(既存同寸)OP新設

（改修）巾木：木製H75OP新設

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：新設

塩ビ

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

既存のまま ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張り OP

新設

新設

新設

改修後 部室前廊下

 耐火1時間FP060NE-9305による施工

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

撤去 GB-Dt9.5張り（D=910程度）

新設 GB-Dt9.5張り（D=910程度） 新設 GB-Dt9.5張り（D=910程度）

GB-Dt9.5張り（D=910程度）撤去

（改修）天井：GB-Dt9.5撤去(D=910程度)

（改修）天井：GB-Dt9.5撤去(D=910程度)

（改修）天井：GB-Dt9.5新設(D=910程度)

（改修）天井：GB-Dt9.5新設(D=910程度)

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲
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既存・改修　展開図(3) A-33

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10

改修前

A1  S=1/50 

A3  S=1/100

改修前

改修後

2756,000

▽FL

2
,7

0
0

△CH

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

（改修）窓枠：木製撤去

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

（改修）出窓窓台：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

6,000

575

315

7

D

D C

（改修）廻り縁：塩ビ撤去

出窓上天井：GB-Dt9.5撤去（D=910程度）

2756,000

▽FL

2
,7

00
△CH

6,000

575

315

7

D

D C

（改修）廻り縁：塩ビ新設

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）窓枠：木製SOP新設

（改修）出窓窓台：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ新設

出窓上天井：GB-Dt9.5新設   耐火1時間FP060NE-9305による施工
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

 耐火被覆：外壁裏及び下地材

－ 改修範囲を示す

しな合板t5.5目透し張り OP

木製H75 OP

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0

改修範囲は図面表記の範囲とする

撤去

撤去

既存のまま

改修前

巾木

床

天井

廻縁

備考

壁

塩ビ

A

A

1,070 1,560 740 1,560 1,070

1,070 1,560 740 1,560 1,070

改修後

階段

既存のまま

撤去 GB-Dt9.5張り（D=910程度）

木製H75 OP

ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙt2.0既存のまま

巾木

床

天井

廻縁

備考

壁

塩ビ

階段

既存のまま

GB-Dt9.5張り（D=910程度）

改修後

新設

新設

しな合板t5.5目透し張りSOP

－ 改修範囲を示す

木製H75 OP

改修範囲は図面表記の範囲とする

撤去

撤去

既存のまま

改修前

巾木

床

天井

廻縁

備考

壁

塩ビ

撤去

2階渡り廊下

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5

撤去

出窓上：しな合板t5.5目透し張りOP

しな合板t5.5目透し張りOP

5,500

1,820 1,860 1,820
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7
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B

8 7

（改修）窓枠：木製撤去

（改修）廻り縁：塩ビ撤去

出窓上天井：GB-Dt9.5撤去（D=400程度）

400

2,500 415

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張り OP撤去
（改修）出窓窓台：しな合板t5.5目透し張り OP撤去

5,500

1,820 1,860 1,820

4
25

.
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2
,
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4
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.8

B

8 7

400

2,500 415

（改修）出隅見切：木製OP撤去

（改修）出隅見切：木製OP撤去

（改修）廻り縁：塩ビ新設

出窓上天井：GB-Dt9.5新設（D=400程度）

（改修）窓枠：木製SOP新設
（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）出窓窓台：しな合板t5.5目透し張りSOP新設

（改修）出隅見切：木製SOP新設

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ新設

（改修）出隅見切：木製SOP新設

A

A

木製H75 OP

既存のまま

巾木

床

天井

廻縁

備考

壁

塩ビ

2階渡り廊下

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt2.5

出窓上：しな合板t5.5目透し張りOP

しな合板t5.5目透し張りOP

改修後

新設

新設

新設

新設

新設

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

  耐火1時間FP060NE-9305による施工
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

40
2
,
00

0
6
60

40
2
,0

0
0

66
0

1,
1
00

1
,
26

0（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ撤去

　既存 展開図　　S=1/50　

階段

階段

　改修 展開図　　S=1/50　

　既存 展開図　　S=1/50　

　改修 展開図　　S=1/50　

2階渡り廊下

2階渡り廊下

既存・改修　展開図(4) A-34

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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7

    月　  日10

改修前

改修後

A1  S=1/100

A3  S=1/200

6,000 6,000 6,000 6,000

8
,0

0
0

▽FL

9
,2

5
5

A

EFGHI

7
,0

0
0

2
,7

0
0

6,000 6,000 6,000 6,000

8,
0
00

▽FL

9,
2
55

A

EFGHI

7,
0
00

2,
7
00

目地まで壁仕上材撤去

2,300

D

2,300

D

（改修）窓枠：木製撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りOP撤去
（H=7,000）

（改修）壁見切材45x270 SOP撤去

（改修）東側柱型：しな合板t5.5目透し張り
　SOP 新設

（改修）ｱﾙﾐｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ新設

（改修）東側柱型：しな合板t5.5目透し張り
　OP 撤去

 耐火被覆：外壁裏及び下地材
ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

 耐火1時間FP060NE-9305による施工

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲

（H=7,000）
（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りOP新設

6

6

1
00

（改修）既存ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

10
0

（改修）壁見切材45x270 SOP新設

（改修）窓枠：木製新設

（改修）巾木：木製H75OP新設

3
,5

0
0

1,540 20,920 1,540

1,540 20,920 1,540

（改修）サッシ撤去部壁下地：LGS90 @300新設

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修前

撤去

撤去

改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

木製H75 OP

東側ｷﾞｬﾗﾘｰ

しな合板t5.5目透し張りOP（H=7,000）

屋根下地材現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付表し

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上既存のまま

既存のまま

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修範囲は図面表記の範囲とする

東側ｷﾞｬﾗﾘｰ

屋根下地材現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付表し

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上既存のまま

既存のまま

改修後

新設

新設 木製H75 SOP

しな合板t5.5目透し張り SOP

（改修）鉄骨新設部見掛り SOP

3,
40

0

3
,4

00

3
,4

0
0

東側ｷﾞｬﾗﾘｰ

　改修 展開図　　S=1/50　

東側ｷﾞｬﾗﾘｰ

　既存 展開図　　S=1/50　

3
,6

0
0～

5
,
00

0

5
,
00

0
3
,
50

0～

5
,0

00
5,

00
0

10
0

3
,4

00

既存・改修　展開図(5) A-35

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製SOP（150x210程度）新設

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製SOP（150x210程度）撤去
（改修）暗幕ｶｰﾃﾝ・紐引き大型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 撤去

（改修）暗幕ｶｰﾃﾝ・紐引き大型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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7

    月　  日10

改修前

改修後

A1  S=1/100

A3  S=1/200

2,300

D

1

5
,0

0
0

10
0

5
,
00

0

（改修）窓枠：木製撤去

（改修）巾木：木製H75OP撤去

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りOP撤去
（H=7,000）

（改修）壁見切材45x270 SOP撤去

　OP 撤去

（改修）既存ｱﾙﾐｻｯｼ：撤去

（改修）西側柱型：しな合板t5.5目透し張り 壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修前

撤去

撤去

改修範囲は図面表記の範囲とする

－ 改修範囲を示す

木製H75 OP

しな合板t5.5目透し張りOP（H=7,000）

屋根下地材現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付表し

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上既存のまま

既存のまま

西側ｷﾞｬﾗﾘｰ

2,300

D

1

1
00

壁

備考

廻縁

天井

床

巾木

改修範囲は図面表記の範囲とする

東側ｷﾞｬﾗﾘｰ

屋根下地材現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付表し

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上既存のまま

既存のまま

改修後

新設

新設 木製H75 SOP

しな合板t5.5目透し張り SOP

（改修）ｱﾙﾐｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ新設

（改修）ｻｯｼ撤去時外壁撤去・新設範囲
 耐火被覆：外壁裏及び下地材

ﾛｯｸｳｰﾙt35吹付
  耐火1時間FP060NE-9305による施工

　OP 新設
（改修）西側柱型：しな合板t5.5目透し張り

（改修）鉄骨新設部見掛り SOP

（改修）内壁：しな合板t5.5目透し張りOP新設（H=7,000）
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目地まで仕上材撤去
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5
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IHGFEDC

7
,0

0
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1,540 32,920 1,540

目地まで仕上材撤去

（改修）サッシ撤去部壁下地：LGS90 @300新設

（改修）巾木：木製H75OP新設

（改修）窓枠：木製新設

（改修）壁見切材45x270 SOP新設

3
,
40

0

3
,
40

0

5
,
00

0
西側ｷﾞｬﾗﾘｰ

　改修 展開図　　S=1/50　

西側ｷﾞｬﾗﾘｰ

　既存 展開図　　S=1/50　
3,

40
05
,0

00

1
00

3
,
40

0

既存・改修　展開図(6) A-36

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製SOP(150x210程度)新設
（改修）暗幕ｶｰﾃﾝ・紐引き大型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ新設

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製SOP（150x210程度）撤去
（改修）暗幕ｶｰﾃﾝ・紐引き大型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ撤去

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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床：複合フローリング厚15

床：複合フローリング厚15

天井：化粧石膏ボード厚9.5

ブドウ棚：鉄骨表し

壁：複合フローリング厚15

木見切縁45×270SOP

壁：ラワン合板厚12下地地場産杉羽目板張り厚12

木見切縁45×124SOP

床：落下防止ネット敷き

壁下地：LGSW=90＠455

補強受材：LGSW=90＠303

屋根下地材に現場発泡ウレタン吹付け厚30

鉄骨母屋に現場発泡ウレタン吹付厚30

伸縮目地：塩ビ製既製品(エラスタイト同等品)床：コンクリート金ゴテ　目地切

ビニルシート厚0.15

砕石厚100(C-0～40)

通気口：75型プラスチック

(防虫網付)

厚40　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ブドウ棚

アリーナステージ

ピロティ

(水勾配：1/100)

目地切

壁：複合フローリング厚15

床：複合フローリング厚15

床：ノンスリップ塗床厚2

壁：ラワン合板厚12SOP

木製カーテンボックス

木見切縁45×124SOP

出隅：木見切縁42×42SOP

出隅：木見切縁42×42SOP
梁型：LGS下地ラワン合板厚12SOP

梁型：LGS下地ラワン合板厚12SOP

木見切縁45×270SOP

梁型：LGS下地ラワン合板厚12SOP

木見切縁45×124SOP

木見切縁45×124SOP 木見切縁45×124SOP
RCスラブ下面に現場発泡ウレタン吹付け厚30

梁、柱型に現場発泡ウレタン吹付け厚30

木見切縁45×124SOP

屋根下地材に現場発泡ウレタン吹付け厚30

鉄骨母屋に現場発泡ウレタン吹付厚30

W-200

巾木：コンクリート立上げ

H-200

武道場

卓球場

倉　庫

壁：太平板厚6(ＬＧＳ下地）

排水溝：防水モルタル金ゴテ

床：コンクリート金ゴテ

　表面強化材仕上

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙ下地

厚40打込　表しｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙ下地梁型：コンクリート打放

壁：木胴縁下地しな合板厚5.5SOP

腰：コンクリート打放補修

壁・柱型共：コンクリート打放　目地切

厚40　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙ下地

柱型：コンクリート打放　目地切

軒天：GB-Rt12.5下地大平板t6吹付タイル

外壁：押出成形セメント板厚15縦張り

鼻隠し：耐火野地板t12下地

ｱﾙﾐｻｯｼ

ｱﾙﾐｻｯｼ

外壁：押出成形セメント板厚15縦張り

外壁：コンクリート打放しアクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

屋根：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5S&W工法
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg

耐火野地板t25

屋根：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5S&W工法
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg
耐火野地板t25

　既存 矩計図　　S=1/50　 　既存 矩計図　　S=1/50　

外壁見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板厚0.6加工

外壁：押出成形セメント板厚15縦張り

軒天：GB-Rt12.5下地大平板t6吹付タイル

鼻隠し：耐火野地板t12下地

ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5包み

外壁見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板厚0.6加工

外壁：コンクリート打放しアクリル系吹付タイル化粧目地仕上

ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板厚0.5加工

外壁見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板厚0.6加工

既存　矩計図(1) A-37

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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柱型：木胴縁下地しな合板厚5.5SPO

出隅：木見切縁42×42SOP

壁：複合フローリング厚15

床：複合フローリング厚15

木製カーテンボックス

出隅：木見切縁42×42SOP

木見切縁42×42SOP

木見切縁45×270SOP

柱型：木胴縁下地しな合板厚5.5SOP

壁：LGS下地しな合板厚5.5SOP

木見切縁45×124SOP 木見切縁45×124SOP

設計GL2

床：コンクリート金ゴテ　目地切

ビニルシート厚0.15

砕石厚100(C-0～40)

柱型：コンクリート打放

　  吹付タイル

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙ下地

梁型：コンクリート打放

吹付タイル

1FL

設計GL

1FL

設計GL

2FL

パラペット上端

RFL

水下

外壁：コンクリート打放

　　吹付タイル

1/50

天井：化粧石膏

　ボード厚9.5

床：防滑性ﾋﾞﾆﾙ

床ﾀｲﾙ厚2.5

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付厚20

外壁：コンクリート打放

　吹付タイル　目地切

天井：化粧石膏

　ボード厚9.5

床：長尺塩ビ

ｼｰﾄ厚2.0 アルミ製水切厚2.0

腰：コンクリート打放補修

1FL

2FL

パラペット上端

RFL

水下

1/50

EX
P.
J

屋上：露出塩ビシート防水厚1.5

　　（非歩行用）

床：防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床：ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ

床ﾀｲﾙ厚2.0

ＳＬ下地

EXP.Jカバー

EXP.Jカバー

D.PL下：現場発泡ウレタン

吹付厚10

梁型：吹付ロックウール厚35

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5 天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5

壁：しな合板厚5.5OP2

 目スカシ

煙感知器連動

甲種防火戸

ＳＤ裏：PB厚12.5AEP2

防火区画壁：LGS100下地

＋厚8　二重張り

両面,繊維混入ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚8

煙感知器連動

甲種防火戸

ＳＤ裏：PB厚12.5AEP2

SUS目地

EXP.Jカバー

保温板厚25打込

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

屋上：露出塩ビシート防水厚1.5

　　　（非歩行用）

天井：化粧石膏

　ボード厚9.5

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

工事対象範囲

アリーナ

ｷﾞｬﾗﾘｰ

ピロティ

男子更衣室女子更衣室 休憩コーナー

用具室ホール玄関ポーチ

ピット

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

厚40　ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

腰：コンクリート打放補修

(水勾配：1/100)

保温板厚25打込

目地切

水下

屋上：露出塩ビシート防水厚1.5

　　（非歩行用）2FL

軒天井（Ｒ天井）：アルミスパンドレル(カラー)

天井：化粧石膏

防水立上り

外壁：コンクリート打放

　吹付タイル

腰：コンクリート打放補修

スラブ下：ビニルシート厚015

砕石厚100(C-0～40)

床・階段：100角磁器タイル

(水勾配≒1/100)

段鼻同罪タイル
くつ洗い場

コンクリート打放　クリアー塗装

ピット ピット

ピット ピット ピット

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

  目スカシ

腰壁：しな合板厚5.5UP2

床：100角磁器タイル

上框：テラゾブロック

60×200～230

アルミ押え金物

水下

外壁：押出成型セメント板厚15（ﾀﾃ張り）

　　吹付タイル
壁：しな合板厚5.5OP2

　  目スカシ

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5

床：ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ

床ﾀｲﾙ厚2.0

ＳＬ下地

巾木：木製

OP2 H-75

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

保温板厚25打込

砕石厚100(C-0～40)

ビニルシート厚0.15

梁型：吹付ロックウール厚35

屋上：露出塩ビシート防水厚1.5
　　（非歩行用）

D.PL下：現場発泡ウレタン

吹付厚10

D.PL下：現場発泡ウレタン

吹付厚10

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5
天井：化粧石膏

　ボード厚9.5
壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

外壁：押出成型セメント板厚15（ﾀﾃ張り）

　　吹付タイル

水切：耐磨フッ素樹脂塗装

ガルバリウム鋼板厚0.6曲加工

天井：化粧石膏

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

壁：しな合板厚5.5OP2

　  目スカシ

巾木：木製

OP2 H-75

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

  目スカシ

腰壁：しな合板厚5.5UP2

外壁：コンクリート打放

　吹付タイル

腰：コンクリート打放

補修目地切

現場発泡ウレタン吹付厚20
現場発泡ウレタン吹付厚20

水上

現場発泡ウレタン吹付

厚20

床：コンポジションビニル床タイル厚2.0

ＳＬ下地

床：コンポジションビニル床タイル厚2.0

ＳＬ下地

水切：耐磨フッ素樹脂塗装

ガルバリウム鋼板厚0.6曲加工

補強受材：LGSW=90＠303

壁下地：LGSW=90＠303

外壁：押出成形セメント板厚15縦張り

破風(R部)：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t1.2加工

屋根：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5S&W工法
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg
耐火野地板t25

ｱﾙﾐｻｯｼ連段窓

外壁見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板厚0.6加工

ｱﾙﾐｻｯｼ

テラス

ﾃﾗｽ軒天：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙt40 吹付ﾀｲﾙ

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

外壁：コンクリート打放しアクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

柱型：コンクリート打放しアクリル系吹付タイル

アクリル系吹付タイル　化粧目地仕上

外壁(手摺壁）：コンクリート打放し

軒天：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

ｱﾙﾐｻｯｼ

アルミ笠木W=225

アルミ笠木W=225

アルミ笠木W=225

アルミ笠木W=225

立上り：ラスシートモルタル下地
塩ビシート防水立上り

立上り：ラスシートモルタル下地
塩ビシート防水立上り

屋内体育館棟 校舎棟

外壁：押出成形セメント板厚15縦張り

ｱﾙﾐｻｯｼ

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

既存　矩計図(2) A-38

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



（改修）外壁見切：新設ｶﾗｰSUSt0.4加工
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〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
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20
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床：複合フローリング厚15

床：複合フローリング厚15

天井：化粧石膏ボード厚9.5

ブドウ棚：鉄骨表し

壁：複合フローリング厚15

木見切縁45×270SOP

壁：ラワン合板厚12下地地場産杉羽目板張り厚12

木見切縁45×124SOP

床：落下防止ネット敷き

壁下地：LGSW=90＠455

補強受材：LGSW=90＠303

屋根下地材に現場発泡ウレタン吹付け厚30

鉄骨母屋に現場発泡ウレタン吹付厚30

ビニルシート厚0.15

砕石厚100(C-0～40)

ブドウ棚

アリーナステージ

ピロティ

(水勾配：1/100)

ＡＢＣ
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550

壁：複合フローリング厚15

床：複合フローリング厚15

床：ノンスリップ塗床厚2

壁：ラワン合板厚12SOP

木製カーテンボックス

木見切縁45×124SOP

出隅：木見切縁42×42SOP

出隅：木見切縁42×42SOP
梁型：LGS下地ラワン合板厚12SOP

梁型：LGS下地ラワン合板厚12SOP

木見切縁45×270SOP

梁型：LGS下地ラワン合板厚12SOP

木見切縁45×124SOP

木見切縁45×124SOP 木見切縁45×124SOP
RCスラブ下面に現場発泡ウレタン吹付け厚30

梁、柱型に現場発泡ウレタン吹付け厚30

木見切縁45×124SOP

屋根下地材に現場発泡ウレタン吹付け厚30

鉄骨母屋に現場発泡ウレタン吹付厚30

W-200

巾木：コンクリート立上げ

H-200

武道場

卓球場

倉　庫

壁：太平板厚6(ＬＧＳ下地）

排水溝：防水モルタル金ゴテ

床：コンクリート金ゴテ

　表面強化材仕上

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ複合ﾊﾟﾈﾙ下地

厚40打込　表し

壁：木胴縁下地しな合板厚5.5SOP

設計GL

1FL

2FL

RSL

最高の高さ

設計GL2

1

10

設計GL

設計GL

1FL

2FL

RSL

設計GL2

（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設

16
,3

00

（内部：既存のまま）（内部：既存のまま）

（既存のまま）床：コンクリート金ゴテ　目地切 （既存のまま）伸縮目地：塩ビ製既製品(エラスタイト同等品)

（内部：既存のまま）

（内部：既存のまま）

（内部：既存のまま）

4,
30

0

下地調整の上遮熱塗料塗り 

下地調整の上遮熱塗料塗り 

（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り

（改修）鼻隠し：既存塗膜除去(低圧洗浄)

（改修）屋根：既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り 

（改修）屋根：既存塗膜除去(低圧洗浄)、下地調整の上遮熱塗料塗り

（改修）鼻隠し：既存塗膜除去(低圧洗浄)

（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設
（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り

（改修）外壁見切：既存の上ｶﾗｰSUSt0.4加工

（改修）外壁見切：既存の上ｶﾗｰSUSt0.4加工

16
,3

00

（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設
（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り

（改修）外壁見切：既存の上ｶﾗｰSUSt0.4加工

（改修）ｻｯｼ：既存撤去の上ｱﾙﾐｻｯｼ新設

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）ｻｯｼ：既存枠の上ｱﾙﾐｻｯｼｶﾊﾞｰ工法

（改修）梁型：既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

（改修）壁・柱型：既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系弾性塗材

（改修）腰：劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系弾性塗材

（改修）壁・柱型：既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系弾性塗材

（改修）軒天：既存下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

（改修）ｽﾗﾌﾞ下：下地調整の上EP吹付

（改修）ｽﾗﾌﾞ下：下地調整の上EP吹付

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）軒天：既存下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

　改修 矩計図　　S=1/50　 　改修 矩計図　　S=1/50　

改修　矩計図(1) A-39
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下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

補強受材：LGSW=90＠303

壁下地：LGSW=90＠303

1FL

2FL

設計GL

RSL

最高の高さ

壁：複合フローリング厚15

床：複合フローリング厚15

出隅：木見切縁42×42SOP

柱型：木胴縁下地しな合板厚5.5SOP

壁：LGS下地しな合板厚5.5SOP

木見切縁45×124SOP 木見切縁45×124SOP

設計GL2

ビニルシート厚0.15

砕石厚100(C-0～40)

1FL

設計GL

1FL

設計GL

2FL

パラペット上端

RFL

水下

1/50

天井：化粧石膏

　ボード厚9.5

床：防滑性ﾋﾞﾆﾙ

床ﾀｲﾙ厚2.5

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

現場発泡ｳﾚﾀﾝ吹付厚20

天井：化粧石膏

　ボード厚9.5

床：長尺塩ビ

ｼｰﾄ厚2.0
1FL

2FL

パラペット上端

RFL

水下

1/50

EX
P.
J

床：防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

床：ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ

床ﾀｲﾙ厚2.0

ＳＬ下地

EXP.Jカバー

D.PL下：現場発泡ウレタン

吹付厚10

梁型：吹付ロックウール厚35

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5 天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5

壁：しな合板厚5.5OP2

 目スカシ

煙感知器連動

甲種防火戸

防火区画壁：LGS100下地

＋厚8　二重張り

両面,繊維混入ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板厚8

煙感知器連動

甲種防火戸

ＳＤ裏：PB厚12.5AEP2

SUS目地

EXP.Jカバー

保温板厚25打込

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

天井：化粧石膏

　ボード厚9.5

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

工事対象範囲

アリーナ

ピロティ

男子更衣室女子更衣室 休憩コーナー

用具室ポーチ

ピット

渡り廊下
渡り廊下

渡り廊下

(水勾配：1/100)

保温板厚25打込

水下

2FL

天井：化粧石膏

スラブ下：ビニルシート厚015

砕石厚100(C-0～40)

(水勾配≒1/100)

段鼻同罪タイル
くつ洗い場

ピット ピット

ピット ピット ピット

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

  目スカシ

腰壁：しな合板厚5.5UP2

床：100角磁器タイル

上框：テラゾブロック

60×200～230

水下

壁：しな合板厚5.5OP2

　  目スカシ

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5

床：ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ

床ﾀｲﾙ厚2.0

ＳＬ下地

巾木：木製

OP2 H-75

ｽﾗﾌﾞ下：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

保温板厚25打込

砕石厚100(C-0～40)

ビニルシート厚0.15

梁型：吹付ロックウール厚35

D.PL下：現場発泡ウレタン

吹付厚10

D.PL下：現場発泡ウレタン

吹付厚10

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

天井：化粧石膏

　　ボード厚9.5
天井：化粧石膏

　ボード厚9.5
壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

天井：化粧石膏

床：長尺塩ビｼｰﾄ厚2.0

ＳＬ下地

壁：しな合板厚5.5OP2

　  目スカシ

巾木：木製

OP2 H-75

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

  目スカシ

腰壁：しな合板厚5.5UP2

現場発泡ウレタン吹付厚20
現場発泡ウレタン吹付厚20

水上

現場発泡ウレタン吹付

厚20

床：コンポジションビニル床タイル厚2.0

ＳＬ下地

床：コンポジションビニル床タイル厚2.0

ＳＬ下地

屋根：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5S&W工法
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22kg
耐火野地板t25

テラス

屋内体育館棟 校舎棟

破風(R部)：既存塗膜除去(低圧洗浄)
下地調整の上遮熱塗料塗り 

（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設

（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り

（改修）梁型：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）外壁(手摺壁)：既存塗膜除去（高圧水洗工法）

（改修）軒天：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）梁型：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）梁型：既存下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

（既存のまま）床：コンクリート金ゴテ　目地切

（内部：既存のまま）

（内部：既存のまま）

（改修）柱型：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

下地調整の上防水形複層塗材E(弾性)仕上

（改修）ｻｯｼ：既存枠の上ｱﾙﾐｻｯｼｶﾊﾞｰ工法

（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設
（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

（改修）腰：劣化部補修、下地調整の上

（改修）EXP.Jカバー：取外し、再取付

渡り廊下

（内部：既存のまま）

ＳＤ裏：PB厚12.5AEP2

（内部：既存のまま）

（改修）屋上平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5機械固定かぶせ工法

（改修）屋上平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5
機械固定かぶせ工法

（改修）立上り：既存防水層撤去、下地調整の上
非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

（改修）立上り：既存防水層撤去、下地調整の上
非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

（改修）立上り：既存防水層撤去、下地調整の上
非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

（改修）屋上平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5機械固定かぶせ工法

（改修）屋上平場：非歩行用塩ビ

シート防水t1.5機械固定かぶせ工法

（改修）既存撤去の上新設ｱﾙﾐ製防水押え

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：既存撤去の上ｱﾙﾐｻｯｼ新設

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：既存撤去の上ｱﾙﾐｻｯｼ新設

（改修）立上り：既存防水層撤去、下地調整の上非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

（改修）笠木：既存撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

（改修）笠木：既存撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

（改修）笠木：既存撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

（改修）笠木：既存撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）腰：劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

（既存のまま）床・階段：100角磁器タイル

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材
（改修）下地調整の上

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

（改修）軒天井(R天井)：既存撤去の上ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt2.0張り

（改修）ｻｯｼ：既存枠の上ｱﾙﾐｻｯｼｶﾊﾞｰ工法

玄関

壁：しな合板厚5.5OP2

  目スカシ

（内部：既存のまま）

（内部：既存のまま）

（内部：既存のまま） （内部：既存のまま）

（内部：既存のまま）

ホール

（内部：既存のまま）

（改修）外壁見切：既存の上

（改修）外壁見切：既存の上

ｶﾗｰSUSt0.4加工

ｶﾗｰSUSt0.4加工

（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設

（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り
（改修）透湿防水ｼｰﾄ新設
（改修）胴縁C-60x30x10x2.3@600新設
（改修）外壁：ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

既存押出成形セメント板厚15縦張り

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）、劣化部補修

下地調整の上防水形複層塗材E(弾性)仕上

（改修）外壁：既存塗膜除去（高圧水洗工法）
劣化部補修、下地調整の上

（改修）腰：劣化部補修、下地調整の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系微弾性塗材

（改修）腰：劣化部補修、下地調整の上

（改修）水切：既存水切撤去、ｱﾙﾐ製t2.0水切新設

（改修）ｼｰﾘﾝｸﾞ打替え

（改修）外壁見切：既存撤去の上ｶﾗｰSUSt0.4加工新設

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）ﾃﾗｽ軒天：既存下地調整の上EP吹付

下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）ｽﾗﾌﾞ下：既存下地調整の上EP吹付劣化部補修、下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）1通り柱型：既存下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）ｱﾙﾐｻｯｼ：既存撤去の上ｱﾙﾐｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ新設

出隅：木見切縁42×42SOP

柱型：木胴縁下地しな合板厚5.5SPO

（改修）新設壁範囲：LGS90下地組の上しな合板t5.5張りSOP

（改修）押出成形板t15新設範囲：外壁裏及び下地材胴縁にﾛｯｸｳｰﾙt35吹付

（改修）サッシ撤去＋押出成形板t15新設範囲：
胴縁C-100x50x20x2.3@600新設　

Ｃ ８７

１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

3
,4

0
0

10
0

（改修）既存撤去の上木見切縁45×270SOP

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：既存撤去の上ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ木製(既存同寸150x210程度)新設 SOP

ｷﾞｬﾗﾘｰ

改修　矩計図(2) A-40

外壁化粧防水材

外壁化粧防水材

（改修）耐風梁H-194x150x6x9新設
（改修）H-200x100x5.5x8新設

（改修）間柱：H-200x100x5.5x8新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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　B1階建具伏図　　S=1/200　 　1階建具伏図　　S=1/200　 　2階建具伏図　　S=1/200　

物入

玄関

ホール
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ピアノ置場
用具室

アリーナ
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女子更衣室１
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屋上

卓球場

部室
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部室

部室
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アリーナ上部吹抜

ステージ上部吹抜
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タラップ

テラス
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倉庫 倉庫

ｵｲﾙ
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

武道場

男子便所
女子便所

UP

水飲み場

渡り廊下

男子更衣室１

更衣室２
男子

更衣室２
女子

休憩コーナー

渡り廊下

ギャラリー ギャラリー

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10B1階・1階・2階 建具伏図
A1  S=1/200

A3  S=1/400
A-41

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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1 か所

2

か所

3 4
AD AD AD AD

アリーナ Ｂ１　倉庫

4 2

Ｂ１　オイルポンプ室

か所1

ランマＦＩＸ　引分戸

強化ガラス（学校用）4

・

・

・

シリンダー付引分戸錠　サムターン付

強化ガラス（学校用）4

・

・

・

４枚引戸

クレセント　その他付属金物一式

枠：アルミ製アルマイト処理,沓摺：SUS製ﾍｱｰﾗｲﾝ

片開きドア引違い戸

型板網入板ガラス6.8 型板網入板ガラス6.8

シリンダー引違戸錠 丁番,アームストッパー,シリンダー錠,握り玉

沓摺：ＳＵＳ製ヘアーライン 沓摺：ＳＵＳ製ヘアーライン

型板網入りガラス6.8 カラーアルミパネル 型板ガラス6型板ガラス6 強化ガラス（学校用）4 強化ガラス（学校用）4

強化ガラス（学校用）4型板ガラス6型板ガラス6

フロートガラス5

フロートガラス5 フロートガラス5 磨き網入りガラス6.8

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ

ガラリ：アルミ製H200×700程度 ガラリ：アルミ製H200×700程度

クレセント　その他付属金物一式

引違い窓

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回　沓摺：SUS製ﾍｱｰﾗｲﾝ,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

引違い窓 引違い窓

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

クレセント　その他付属金物一式

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

ランマ共引違い窓 ランマＦＩＸ引違い窓 ２連引違い窓 引違い窓

引違い窓 引違い窓 ２連ＦＩＸ窓 ２連ＦＩＸ窓 外開き窓 外開き窓

丁番,グレモン錠,その他付属金物一式

鉄骨用半外付

丁番,グレモン錠,その他付属金物一式

鉄骨用半外付

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回

付属金物一式付属金物一式

Ｆ

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

▽ピアノ置場FL
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/50 

A3  S=1/100既存　建具表(1)

1,765

80
0

70 1,765

3,600

3,
00

0

撤去方法 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法）

撤去方法 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法）

アルミ外額縁100×30アルミ外額縁100×30アルミ外額縁100×30 アルミ外額縁100×30 アルミ外額縁100×30、可動網戸 アルミ外額縁100×30

アルミ外額縁100×30、内はずしサッシ アルミ外額縁100×30、内はずしサッシ アルミ外額縁100×30 アルミ外額縁100×30

アルミ外額縁100×30、内はずしサッシ

ｽﾁｰﾙ製防球格子：取外し、再取付

既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法）

ｽﾁｰﾙ製防球格子：取外し、再取付

全撤去

撤去方法 全撤去 全撤去 全撤去 全撤去 全撤去 全撤去

A-42
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図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/50 

A3  S=1/100

符号
位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

仕上

▽FL

符号
位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

仕上

▽FL

1
AW

ギャラリー

AW
2

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

ＦＩＸ窓＋突出し窓（オペレーター操作）＋引違い窓（内はずし）＋カラーアルミパネル

強化ガラス（学校用）4,一部5

引違い窓：クレセント　その他付属金物一式,　　突出し窓：丁番,オペレーター操作

枠：木製合成樹脂ﾍﾟｲﾝﾄ2回,水切：ｱﾙﾐ製ｱﾙﾏｲﾄ処理

ＦＩＸ窓＋突出し窓（オペレーター操作）＋引違い窓（内はずし）＋カラーアルミパネル

強化ガラス（学校用）4,一部5

引違い窓：クレセント　その他付属金物一式,　　突出し窓：丁番,オペレーター操作

姿図

姿図

既存　建具表(2)

撤去方法 全撤去

か所

か所

1

1

撤去方法 全撤去

ギャラリー

カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル
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強化ガラス5 強化ガラス5
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10
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0
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カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル カラーアルミパネル

強化ガラス5 強化ガラス5

F

F

F

F

F

F

F F F F F F F F F F F F F F F F F F F F
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FFF

強化ガラス5 強化ガラス5
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F F FFF
F F
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60
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アルミ外額縁100×30、排煙オペレーター：既存撤去の上新設

アルミ外額縁100×30、排煙オペレーター：既存撤去の上新設

カーテンボックス：木製150x200程度OP-2撤去の上新設、紐引き大型カーテンレール：既存撤去の上新設、カーテン：取外し、再取付

カーテンボックス：木製150x200程度OP-2撤去の上新設、紐引き大型カーテンレール：既存撤去の上新設、カーテン：取外し、再取付
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1,725

玄関

か所
符号

位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

姿図

符号
位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

姿図

仕上

仕上

符号
位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

姿図

仕上

▽FL

▽FL

▽FL

か所AW
3

か所 か所 か所 か所 か所 か所

か所

AW
3A

AW
4

AW
5

AW
6

AW
7

AW
8

AW
9

用具室

2

ピアノ置場

1

アリーナ・武道場 　地窓

9

渡り廊下

1

男子・女子便所

2

武道場

3

２階　卓球場

6

２階　更衣室

2 か所 か所 か所AW
10

AW
10A

AW
11

か所AW
12

か所AW
9A ２階　渡り廊下

1

階段

1

階段

1

２階　更衣室

4 4

２階　部室前廊下・卓球場

1

1 か所

2

か所

3 4
AD AD AD AD

アリーナ Ｂ１　倉庫

4 2

Ｂ１　オイルポンプ室

か所1

片開きドア

付属金物一式

Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/50 

A3  S=1/100

撤去方法 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法）

撤去方法 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法） 既存窓枠残置の上撤去（ｶﾊﾞｰ工法）

ｽﾁｰﾙ製防球格子：取外し、再取付

撤去方法
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枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP

ｸﾚｾﾝﾄ、網戸撤去・新設、付属金物一式

ｱﾙﾐ標準色

ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設

ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓 ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓 ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓 ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓、欄間引違い窓 ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓、欄間FIX窓

枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP 枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP 枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP 枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP

ｸﾚｾﾝﾄ、網戸撤去・新設、付属金物一式 ｸﾚｾﾝﾄ、網戸撤去・新設、付属金物一式 ｸﾚｾﾝﾄ、網戸撤去・新設、付属金物一式 ｸﾚｾﾝﾄ、網戸撤去・新設、付属金物一式

ｽﾁｰﾙ製防球格子：取外し、再取付

ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設 ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設 ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設 ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設

W

ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓連窓 ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓

枠：木製SOP新設

ｸﾚｾﾝﾄ、網戸撤去・新設、付属金物一式 ｸﾚｾﾝﾄ、網戸、付属金物一式

ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓

ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色

ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色

ｱﾙﾐｻｯｼ引違い窓

枠：木製SOP新設 枠：木製SOP新設

ｸﾚｾﾝﾄ、網戸、付属金物一式 ｸﾚｾﾝﾄ、網戸、付属金物一式

ｱﾙﾐｻｯｼFIX窓連窓

枠：木製SOP新設

付属金物一式

枠：木製SOP新設 枠：木製SOP新設

ｱﾙﾐｻｯｼ外開き窓 ｱﾙﾐｻｯｼ外開き窓

枠：木製SOP新設

ﾊﾝﾄﾞﾙ、丁番、開口制限ｽﾄｯﾊﾟｰ、網戸、その他付属金物一式 ﾊﾝﾄﾞﾙ、丁番、開口制限ｽﾄｯﾊﾟｰ、網戸、その他付属金物一式

Low-E複層ｶﾞﾗｽ F4+Ar12+Low-E5 Low-E複層ｶﾞﾗｽ FW6.8+Ar12+Low-E5 Low-E複層ｶﾞﾗｽ FL5+Ar12+Low-E5、欄間共 Low-E複層ｶﾞﾗｽ F4+Ar12+Low-E5 欄間共 TP4(学校用)+Ar12+Low-E5 TP4(学校用)+Ar12+Low-E5

Low-E複層ｶﾞﾗｽ F4+Ar12+Low-E5 Low-E複層ｶﾞﾗｽ FL5+Ar12+Low-E5 Low-E複層ｶﾞﾗｽ FL5+Ar12+Low-E5 Low-E複層ｶﾞﾗｽ PW5+Ar12+Low-E5 Low-E複層ｶﾞﾗｽ F4+Ar12+Low-E5 TP4(学校用)+Ar12+Low-E5

全撤去の上新設

全撤去の上新設 全撤去の上新設 全撤去の上新設 全撤去の上新設 全撤去の上新設 全撤去の上新設

改修　建具表(1)

Ｆ

Ｆ Ｆ

Ｆ

1
00

2,
21

0
5
05

2
,
87

0

5
5

2
,
81

5
H

既
存

H

ｱﾙﾐ標準色

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠(ｻﾑﾀｰﾝ)、引手、戸車

ｱﾙﾐﾌﾛﾝﾄ ﾗﾝﾏFIX引分戸

TP4(学校用)+Ar12+Low-E5

TP4(学校用)+Ar12+Low-E5TP5(学校用)+Ar12+Low-E5

枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP

枠：既存のまま(ｱﾙﾐ)、沓摺：SUS 枠：既存ｹﾚﾝ、下地調整の上SOP

3,610

3,52045 45
W

既存W

ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設

ｱﾙﾐ改装水切t2.0新設

ｱﾙﾐ標準色 ｱﾙﾐ標準色

ｸﾚｾﾝﾄ、その他付属金物一式

3,600

2,
0
00

3,51045 45

1
,9

4
5

5
5

H

既
存

H

W

既存W
1,800

1,71045 45

2,
0
00

1
,9

4
5

5
5

H

既
存

H

W

既存W

ｱﾙﾐｻｯｼ4枚引戸 ｱﾙﾐｻｯｼ引違い戸

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ｶﾞﾗﾘ：ｱﾙﾐ製H200×700程度 ｶﾞﾗﾘ：ｱﾙﾐ製H200×700程度

丁番、DC、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ﾊﾝﾄﾞﾙ

FW6.8 FW6.8

防火設備

ｱﾙﾐｻｯｼFIX窓連窓（防火設備）

800

1
,8

0
0

1,
74

5
55

71045 45
W

既存W

既
存

H

H

卓球場2か所：ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ新設

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)新設

A-44

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  S=1/50 

A3  S=1/100

符号
位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

仕上

符号
位置

数量

形状

硝子

枠

金物等

備考

仕上

▽FL

1
AW

AW
2

姿図

姿図

撤去方法

か所

か所

1

1

撤去方法

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ：既存撤去の上新設

排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ：既存撤去の上新設

▽FL

1425

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1425

700.5

24

700.5703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703700.5

24

700.5

12
00

90
0

10
0

1
00

12
00

外
部

内
部

10
0

6
00

10
0

60
0

45°
開

10
0
0

H
 3

4
00

アルミ断熱パネル

1
2
00

▽FL

1
2
00

9
0
0

1
0
0

10
0

外
部

内
部

1
00

6
00

10
0

6
00 45°

開

1
0
00 H 

3
40

0

アルミ断熱パネル

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

70

1430

703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703703

24

703

24

698 698

1420

ｱﾙﾐｻｯｼ段連窓（ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ+引違い窓+FIX窓+排煙外倒し窓）

木製SOP新設

ｱﾙﾐ標準色

ｱﾙﾐ標準色

木製SOP新設

ｱﾙﾐｻｯｼ段連窓（ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ+引違い窓+FIX窓+排煙外倒し窓）

ｸﾚｾﾝﾄ、戸車、丁番、結露排出部品、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ45°（隠蔽型）、付属金物一式

ｸﾚｾﾝﾄ、戸車、丁番、結露排出部品、排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ45°（隠蔽型）、付属金物一式

改修　建具表(2)

西側ギャラリー

東側ギャラリー

全撤去の上新設

全撤去の上新設

FL5+A12+Low-E5、腰：ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙ（ｱﾙﾐ樹脂複合板 芯材ｱｷﾚｽﾎﾞｰﾄﾞt20)

FL5+A12+Low-E5、腰：ｱﾙﾐ断熱ﾊﾟﾈﾙ（ｱﾙﾐ樹脂複合板 芯材ｱｷﾚｽﾎﾞｰﾄﾞt20)

W 32920

W 20920

4,460 6,000 6,000 6,000 6,000 4,460
（暗幕割付） （暗幕割付） （暗幕割付） （暗幕割付） （暗幕割付） （暗幕割付）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製150x200程度OP-2撤去の上新設、紐引き大型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ：既存撤去の上新設、暗幕ｶｰﾃﾝ：既存撤去の上新設（遮光1級・防炎）W6,000×H3,500：4か所、W4,460×H3,500：2か所

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製150x200程度OP-2撤去の上新設、紐引き大型ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ：既存撤去の上新設、暗幕ｶｰﾃﾝ：既存撤去の上新設（遮光1級・防炎）W6,000×H3,500：2か所、W4,460×H3,500：2か所

4,460 4,4606,000 6,000
（暗幕割付） （暗幕割付） （暗幕割付） （暗幕割付）

A-45

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10

1
00

30
0

2
00

40 40 10

40 40

1
00

30
0

2
00

改修前 改修後

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（既存）胴縁：C-100x50x20x2.3 @600

遮熱塗料塗り

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（既存）胴縁：C-100x50x20x2.3 @600

（改修）新設胴縁：C-60x30x10x2.3 @600

（改修）ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

（改修）ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張りｶﾊﾞｰ工法

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（既存）胴縁：C-100x50x20x2.3 @600

（改修）新設胴縁：C-60x30x10x2.3 @600

（改修）ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張りｶﾊﾞｰ工法

（改修）ｺｰﾅｰ：ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

軒天廻り改修詳細図　　S=1/5

15･30･1515

15･30･15

改修後

A1  S=1/5 

A3  S=1/10

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ廻り改修詳細図 　S=1/5

　既存防水層ふくれ・劣化部は撤去とする。

（既存）ﾃﾞｯｷｺﾝｸﾘｰﾄ

（改修）平場：非歩行用塩ビシート防水t1.5機械固定かぶせ工法（強風仕様）

（改修）立上り：既存防水層撤去、下地調整の上非歩行用塩ビシート防水t1.5接着工法

（改修）ｼｰﾄ防水巻込

（改修）捨て笠木

（改修）FL鋼板

（既存）立上り：ﾗｽｼｰﾄ下地ﾓﾙﾀﾙ

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（既存）胴縁：C-100x50x20x2.3 @600

（改修）新設胴縁：C-60x30x10x2.3 @600

（改修）ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張りｶﾊﾞｰ工法

15･30･15

ｼｰﾄ防水強風仕様

ｼｰﾄ仕様 ｱｰｷﾔﾏﾃﾞ ﾘﾍﾞｯﾄﾙｰﾌSW同等

4か所/㎡程度(10,800N/㎡程度)

4か所/㎡程度(10,800N/㎡程度)

2か所/㎡程度(5,400N/㎡程度)その他

周辺部

隅角部固
定
ピ
ッ
チ

改修後

改修前 改修後

外壁改修詳細図　RC取合部　S=1/5

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（改修）ｶﾗｰSUSt0.4ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15
縦張りｶﾊﾞｰ工法

C-60x30x10x2.3 @600
（改修）新設胴縁：

C-100x50x20x2.3 @600
（既存）胴縁：

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

C-100x50x20x2.3 @600
（既存）胴縁：

15･30･1515

厚0.6加工
（既存）水切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板

（既存）ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 吹付ﾀｲﾙ

化粧目地仕上 劣化部補修、下地調整の上
防水形複層塗材E(弾性)仕上

（改修）既存塗膜除去、

（改修）軒天：GB-Rt12.5下地大平板t6下地調整の上ｳﾚﾀﾝ化粧防水材吹付

※詳細は別添計算書による

（既存）鼻隠し：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5加工

（改修）鼻隠し：既存塗膜除去下地調整の上

部分詳細図(1) A-46

（改修）既存ｱﾙﾐ笠木W=225撤去の上ｱﾙﾐ笠木W=275新設

（改修）外壁見切：ｶﾗｰSUSt0.4水切新設

外壁改修詳細図　東・西側 破風・鼻隠し廻り　S=1/5

ｶﾗｰSUSt0.4水切新設
（改修）既存水切の上

（改修）止縁：新設ｶﾗｰSUSt0.4加工

（改修）止縁：新設ｶﾗｰSUSt0.4加工

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10

改修前 改修後

A1  S=1/5 

A3  S=1/10

改修前 改修後

1
00

30
0

2
00

40 40

15

25

（既存）鼻隠し：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.5加工

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（既存）胴縁：C-100x50x20x2.3 @600

（既存）軒天：GB-Rt12.5下地大平板t6吹付ﾀｲﾙ

1
00

30
0

2
00

40 40 25

外壁改修詳細図　南側 鼻隠し廻り　S=1/5

1515

（既存）押出成形ｾﾒﾝﾄ板t15縦張り

（既存）胴縁：C-100x50x20x2.3 @600

ｶﾊﾞｰ工法

（改修）透湿防水ｼｰﾄ

（改修）鼻隠し：既存塗膜除去下地調整の上

（改修）ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

遮熱塗料塗り

（改修）外壁SUS止縁新設

（改修）外壁SUS止縁新設

部分詳細図(2)

（改修）軒天：既存下地調整の上弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ仕上

A-47

（改修）ｶﾗｰSUSｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt15縦張り

AW-1・AW-2 ｻｯｼ廻り改修詳細図　S=1/5

改修後改修後

▽
ｻ
ｯｼ

芯

10

3,
40
0

70

10

外
 部

内
 部

（改修）窓枠：木製SOP新設

（改修）巾木：木製SOP新設

（改修）窓枠：木製SOP新設

15

120 150 25 255

4
5

14
0

2
5

1
5

7
5

25

90

120

90

（改修）ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製SOP新設

（改修）壁見切：木製SOP新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ新設
（改修）

ｼｰﾘﾝｸﾞ新設
（改修）

SUS止縁新設
(改修）外壁（開口部4方）

軒天見切：ｶﾗｰSUSt0.4加工

（既存）軒天見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.6加工（既存）軒天見切：ﾌｯ素樹脂塗装GL鋼板t0.6加工

（改修）外壁見切：ｶﾗｰSUSt0.4加工新設

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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    月　  日10
A1  図示

A3  図示
A-48改修 外構詳細図(1)

（改修）ｽﾛｰﾌﾟ手摺壁：
既存塗膜除去(高圧水洗工法)、
劣化部補修、、下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）ｽﾛｰﾌﾟ手摺壁：
既存塗膜除去(高圧水洗工法)、
劣化部補修、、下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

ｽﾛｰﾌﾟ床：既存のまま

ｽﾛｰﾌﾟ手摺：既存のまま

（参考図）

（参考図）

　改修 ｽﾛｰﾌﾟ平面図　　S=1/50　

ｽﾛｰﾌﾟ床：既存のまま

（改修）ｽﾛｰﾌﾟ手摺壁：

劣化部補修、、下地調整の上
ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

既存塗膜除去(高圧水洗工法)、
（外構工事）

　改修 ｽﾛｰﾌﾟ断面図　　S=1/50　

（外構工事）

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  図示

A3  図示改修 外構詳細図(2) A-49

（改修）植込壁：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、

　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）正門壁：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）正門壁：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、

（改修）植込壁：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）（外構工事）

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10
A1  図示

A3  図示
A-50改修 外構詳細図(3)

（改修）（※屋体棟躯体付帯以外の部分は外構工事）

階段床：既存のまま

階段床：既存のまま

階段床：既存のまま

（改修）手摺壁（本体工事）：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）手摺壁（本体工事）：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）手摺壁（外構工事）：既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

（改修）手摺壁（外構工事）：
　既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

手摺：既存のまま

手摺：既存のまま

（改修）手摺壁（外構工事）：
　既存塗膜除去(高圧水洗工法)、劣化部補修、
　下地調整の上ｳﾚﾀﾝ外壁化粧防水材仕上

手摺：既存のまま

手摺：既存のまま

階段床：既存のまま

階段床：既存のまま

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



北側 外壁劣化部調査図　　S=1/100 北側 外壁劣化部調査図　　S=1/100

16
,3

00

11
,3

00
5,

00
0

1,
50

0
5,

50
0

4,
30

0

16
,3

00

11
,3

00
5,

00
0

1,
50

0
5,

50
0

4,
30

0

5,
50
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6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

9,0005,5005,500

最高の高さ

RSL

2FL

設計GL

1FL

最高の高さ

RSL

2FL

設計GL

1FL

設計GL2

６ ５ ４ ３ ２ １

屋内体育館棟校舎棟
工事対象範囲

７ ６８X10

X8A

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

1.600

1.800

5.500

6.000

4.500

1.200

1.800

0.600

外壁ｸﾗｯｸ

23.000 ｍ合計

屋内体育館・渡り廊下 北側外壁劣化部改修方法

（2）外壁ｸﾗｯｸ － ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

（1）事前調査 － 目視による計測の上、現場ﾏｰｷﾝｸﾞ及び図面作成・施工数量を提出

（3）爆裂鉄筋露出 － 錆落とし防錆処理の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

（4）Pｺﾝ補修　－ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

凡例

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上 23.00 m

種　別 数量

123

46

7 8

5

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200北側 外壁劣化部調査図 A-51

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎



東側 外壁劣化部調査図　　S=1/100
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ＪＩＨＧＦＥＤＣＢＡ

最高の高さ

RSL

2FL

1FL

設計GL

渡り廊下

渡り廊下

番号 長さ(m)

1

2

3

4

5

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

1.500

1.400

1.800

21

22

23

7.000

1.800

1.200

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

16

17

18

19

20

9.000

5.000

6.000

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

m合計 41.100

0.400

0.500

0.500

0.500

0.500

0.500

0.500

0.500

0.300

0.300

0.300

0.300

0.500

0.800

外壁ｸﾗｯｸ

屋内体育館 東側外壁劣化部改修方法

（1）事前調査 － 目視による計測の上、現場ﾏｰｷﾝｸﾞ及び図面作成・施工数量を提出

（4）Pｺﾝ補修　－ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

（2）外壁ｸﾗｯｸ － ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

（3）爆裂鉄筋露出 － 錆落とし防錆処理の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

凡例

41.10 m

種　別 数量

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上

2

5 6 7 8 9 10 11

12

13 14 15 16

22

1

3

17

23

19

18

4
21 20

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200東側 外壁劣化部調査図 A-52

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎



南側 外壁劣化部調査図　　S=1/100
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７６４３２１ ８ X10

X8A

最高の高さ

RSL

2FL

設計GL

1FL

屋内体育館棟 校舎棟
工事対象範囲

５

長さ(m)

1

2

3

4

5

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

21

22

23

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

16

17

18

19

20

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

合計 m122.000

1.500 1.000

1.800

1.200

1.600

2.400

14.000

4.500

15.000

6.000

18.000

9.000

16.000

6.000

15.000

5.00024

0.400

0.600

0.400

0.800

0.300

0.400

0.900

0.200

番号

外壁ｸﾗｯｸ

南側手摺壁裏面屋内体育館・渡り廊下　南側外壁劣化部改修方法

（2）外壁ｸﾗｯｸ － ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

（1）事前調査 － 目視による計測の上、現場ﾏｰｷﾝｸﾞ及び図面作成・施工数量を提出

（3）爆裂鉄筋露出 － 錆落とし防錆処理の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

（4）Pｺﾝ補修　－ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

25

26

番号 長さ(m)

m合計 1.250

25

26

0.650

0.600

外壁ｸﾗｯｸ

Pｺﾝ補修

1 か所

3 か所

凡例

122.00 m

1.25 m

種　別 数量

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上

ｸﾗｯｸ（手摺壁裏面)0.2mm以上

鉄筋露出(爆裂)小 0.2m×0.2m程度小

P

15

12

23

14

12

4

3

9 8 7 6

5

1013

16182022

24

11

21 19 17

小
P PP

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200南側 外壁劣化部調査図 A-53

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎



西側 外壁劣化部調査図　　S=1/100
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最高の高さ

RSL

2FL

設計GL

1FL

設計GL2

Ｊ Ｉ Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

10.000

3.600

7.100

5.200

4.200

5.600

4.500

6.500

4.700

10.500

11.800

3.500

3.600

9.000

3.000

3.000

7.000

0.600

3.200

4.000

3.500

1.200

1.600

0.800

4.700 10.000

17

番号 長さ(m)

1

2

3

4

5

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

21

22

23

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

16

18

19

20

11

12

13

14

15

6

7

8

9

10

24

25

外壁ｸﾗｯｸ

屋内体育館　西側

番号 長さ(m)

合計 m

26

132.400

屋内体育館　西側ﾃﾗｽ裏面外壁劣化部改修方法

（2）外壁ｸﾗｯｸ － ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

（1）事前調査 － 目視による計測の上、現場ﾏｰｷﾝｸﾞ及び図面作成・施工数量を提出

（3）爆裂鉄筋露出 － 錆落とし防錆処理の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

（4）Pｺﾝ補修　－ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

4142

434445

272829

30
31

3233
34353637383940

番号 長さ(m) 番号 長さ(m) 番号 長さ(m)

1.050

1.050

1.050

1.050

1.050

1.050

合計 m11.600

0.800

0.600

0.700

0.800

0.500

0.700

0.600

0.600

外壁ｸﾗｯｸ

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

凡例

11.60 m

種　別 数量

ｸﾗｯｸ (ﾃﾗｽ裏面) 0.2mm以上

ｸﾗｯｸ (手摺壁裏面) 0.2mm以上 3.25 m

132.40 mｸﾗｯｸ 0.2mm以上

番号 長さ(m)番号 長さ(m)

外壁ｸﾗｯｸ

合計 m

天端ｸﾗｯｸ

1.400

1.400

0.150

0.150

0.150

3.250

41

42

43

44

45

階段手摺壁 裏面

26

2 1468

35791114

1012

16

19

20

21

2225

13

18
1724

23

15

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200西側 外壁劣化部調査図 A-54

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎



凡例

外壁劣化部改修方法

（2）外壁ｸﾗｯｸ － ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

（1）事前調査 － 目視による計測の上、現場ﾏｰｷﾝｸﾞ及び図面作成・施工数量を提出

（3）爆裂鉄筋露出 － 錆落とし防錆処理の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

（4）Pｺﾝ補修　－ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上 5.20 m

種　別 数量

正門：劣化なし

1
2 3

8
9

10 11 12 13 14

4

5

6

7
15

16

17

18

19 20

21

22

1 2 3 4

5

6 7

8 9

10

合計 m

番号 長さ(m)

1

2

番号 長さ(m)

外壁ｸﾗｯｸ 天端ｸﾗｯｸ

3

4

5

6

7

8

9

10

1.200

1.000

0.750

0.150

0.700

0.300

0.300

0.300

0.200

0.300

5.200合計 m

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)番号 長さ(m) 番号 長さ(m)番号 長さ(m)

1

2

外壁ｸﾗｯｸ

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

0.600

0.450

0.850

1.800

0.600

0.700

0.600

1.000

0.500

0.700

1.300

1.000

0.900

0.600

0.700

0.200

1.000

2.000

1.300

1.300

4.500

1.200

23.800

階段手摺壁 東側階段手摺壁 西側凡例

　階段手摺壁東側 劣化部調査図　S=1/100　
　階段手摺壁西側 劣化部調査図　S=1/100　

種　別

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上

数量

23.80 m

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200
A-55外構 劣化部調査図(1)

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎



凡例

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上 15.50 m

外壁劣化部改修方法

（2）外壁ｸﾗｯｸ － ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

（1）事前調査 － 目視による計測の上、現場ﾏｰｷﾝｸﾞ及び図面作成・施工数量を提出

（3）爆裂鉄筋露出 － 錆落とし防錆処理の上ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

（4）Pｺﾝ補修　－ ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系充填工法

凡例 種　別 数量

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上

鉄筋露出(爆裂)小 0.2m×0.2m程度 1 か所

ｸﾗｯｸ

鉄筋露出(小)

鉄筋露出(大) 鉄筋露出(爆裂)大 1.16㎡

種　別 数量

16.55 m

1

2
34

5

6
78

9
10

1112

13

14

17

18

192021222324

16 15

2 3

4

5

6
7

1
ｸﾗｯｸ 3か所

鉄筋露出2鉄筋露出1

鉄筋露出3

鉄筋露出4

5

6

11

12

1

2
3

4

7
8

9

10

番号 長さ(m) 番号 長さ(m)番号 長さ(m) 番号 長さ(m)番号 長さ(m)

1

2

外壁ｸﾗｯｸ

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

181.000

0.500

合計 m

番号 長さ(m)

天端ｸﾗｯｸ

19

20

21

22

23

24

18.050

0.350

0.900

1.700

1.000

1.800

1.400

0.800

0.500

1.250

1.400

1.000

1.100

0.600

0.450

0.300

0.300

0.300

0.300

0.200

0.300

0.300

0.300

番号 長さ(m)番号 長さ(m)

合計 m

天端ｸﾗｯｸ

番号 長さ(m)

1

2

外壁ｸﾗｯｸ

1.400

3

4

5

6

7

8

9

10

11

120.700

0.250

1.650

2.200

2.000

1.250

1.900

2.700

0.850

0.300

0.300

15.500

0.3m×1.2m

0.4m×0.5m

1.5m×0.4m

0.2m×0.1m

番号 長さ(m)

m合計

番号 長さ(m)

0.750

0.750

0.750

2.500

2.000

6.000

1.500

1.200

1.100

16.550

ｽﾛｰﾌﾟ

外壁ｸﾗｯｸ

1

2

3

4

5

6

7

外壁爆裂

番号

鉄筋露出1(小)

鉄筋露出1(大)

鉄筋露出2(大)

鉄筋露出2(大)

面積(㎡)寸法(m)

0.36㎡

0.20㎡

0.60㎡

合計 1.16㎡

ｱﾌﾟﾛｰﾁ階段 北側

ｱﾌﾟﾛｰﾁ階段 南側

凡例

　階段手摺壁北側 劣化部調査図　S=1/100　

ｸﾗｯｸ 0.2mm以上

　　階段手摺壁南側 劣化部調査図　S=1/100　

18.05 m

種　別 数量

ｽﾛｰﾌﾟ 劣化部調査図　S=1/100

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10
A1  S=1/100

A3  S=1/200外構 劣化部調査図(2) A-56

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎



図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

令和　　　　年
記 事

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

7

    月　  日10仮設計画図
A1  S=1/400

A3  S=1/800

屋内体育館

校舎

校舎

屋外用具庫

砂場

運動場

道路

県道　温海川木野俣大岩川線

学校給食共同調理場

仮囲い:単管ｼｰﾄ張りH=2.0m L=51.5m

仮囲い:単管ｼｰﾄ張りH=2.0m L=14.4m

仮囲い:単管ｼｰﾄ張りH=2.0m L=11.9m
ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ：H=1.8m W=6.0m

工事出入口・搬入口

工事出入口・搬入口

A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ L=23.0m

A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ L=5.0m

※この出入口は、工事関係者以外も出入りするため、

工事使用に関し、都度時間、工事内容等について施設側と協議を行うこと。

　仮設計画図　　S=1/400　

Ｎ

△△ △ △

△

職員玄関

生徒昇降口

A-57

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



100 ％

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

地下 階

印を記入する適用は ●

鉄骨造（Ｓ）

階 塔屋 階

2

増築 増改築 改築

木造（Ｗ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

広告塔

煙　突 キュ－ビクル　　　ｋＮ

倉庫積載床用　     Ｎ／ｍ 受水槽　　ｋＮ

門塀 擁壁

有（ 　）

(2) 工事種別

(3) 構造種別

(4) 階　数

(5) 主要用途

(6) 屋上付属物

(10) 構造計算ルート

(7) 特別な荷重

(8) 付帯工事

(9) 増築計画

Ｙ方向ルート

2. 使用構造材料

3. 地　盤

5. 鉄筋コンクリ－ト工事 6. 鉄骨工事

(2) 地盤調査計画

有（ 敷地内 近隣） ボ－リング調査 平板載荷試験 水平地盤反力係数の測定

現場透水試験液状化判定

無　　（調査予定

ボ－リング調査

土質試験

静的貫入試験

物理探査

標準貫入試験

平板載荷試験

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

無）有　

(1) 地盤調査資料

基礎、基礎梁

土間コンクリ－ト

捨コンクリ－ト

備　考スランプ値

比重 23

23比重

23比重

23比重

比重 23

普通

普通

普通

普通、 軽量

適　用　箇　所
Ｆｃ＝Ｎ／ｍｍ２ ２Ｆｑ＝Ｎ／ｍｍ

混和剤

種　　類 使用箇所径 継手工法

厚

現場溶接種　類 備考

(2) コンクリ－トブロック（ＣＢ）　(ＪＩＳ　Ａ　５４０６)

(3) 鉄筋

(4) 鉄骨

押えコンクリ－ト 比重 23普通、 軽量

SD295A

SD345

SD390

SBPD

SR235

φ6mm

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 100、 120、 150、 190、

高強度せん断補強筋

異形鉄筋

丸　　鋼

溶接金鋼(JIS G 3551)

特殊継手

重ね継手

ガス圧接継手

D16以下

D19以上

（ 　　　）

SS400

STKR400

BCR295

SSC400

SM400

STKR490

BCP235

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

高力ボルト F10T 認定品

高力ボルト導入張力確認試験 要 否

要 否

アンカ－ボルト

デッキプレ－ト

折 　版

キ－ストンプレ－ト

ＡＬＣ版

( M12 M16 M20 M22 M24 )

ナット ( シングル

頭付スタッド 使用箇所 ( 柱 大梁 小梁 )

(ＪＩＳ Ｂ １１８０)

(ＪＩＳ Ｂ １１９８)

型式

型式

厚

厚

厚

厚 特殊デッキプレート

押出成形セメント板

比重 23

比重 23

比重 23

比重 23

軽量

軽量

軽量

柱、梁、床、壁

普通、 軽量

普通、 軽量

普通、 軽量

普通、 軽量

普通、 軽量

18

24

27

30

33

16、

18､

21､

21

27

21

24、

18、

18、

※土間ｺﾝｸﾘｰﾄには、土に

接する床版でも、構造

18cm

スラブは含まない。

● ●

S10T F8T

鋼　　材

リフト　　ｋＮ

D10～D16

SN490A SN490B SN490C

1. 建築物の構造内容

(1) 工事名称

建築場所

新築

高力ボルトすべり係数試験

SD295B

0 0

高架水槽　　　　ｋＮ

無

Ｘ方向ルート

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」耐久設計基準強度　Ｆｄ　 一般 標準 長期

セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０ の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

(1) コンクリ－ト

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法

など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で(財)国土開発技術研究センターの技術評価

を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カ

ラー）を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試

定試験は、同一材料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

３３

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（JASS5T-603）は、現場水中養生、または現場封かん養生

とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

また、打込み量が150ｍをこえる場合は150ｍごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取

する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、

特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由落下高さ

は、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上

の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃

未満の場合は150分、25 ℃以上の場合は120分以内とする。

(2) 鉄　筋

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋はＪＩＳ Ｇ３１１２ の規格品を規準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは｢鉄筋コンクリート

構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)｣による。

外観検査

柱の帯筋（HOOP）の加工方法は

有 無 引張試験 有 無

Ｈ型 (タガ型)

無有

Ｗ型 (溶接型)

Ｓ型 (スパイラル型)

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は「工事監理者と打合せのうえ決定した機関で行う。

位
部

種類

(3) 型　枠

型枠存置期間

材料　　合板厚 １２mmを標準とする。

2

3

5

3

5

8

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

設計規準強度の50%
85% 100%

設計規準強度の

せき板 支　柱

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

種
ン

類
ト

のメ
セ

気
温

均
平置

存

期

間
の

コ
ン
ク
リ

ト
の

ー

材
令
( )
日

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

コンクリ－ト
の圧縮強度

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

5.0Ｎ／mm２

代行業者名とは、試験、検査、に伴なう業務を代行する者をいう。

試験機関名

　代行業者名
監理者の指示する者

超音波探傷試験

施工はＪＡＳＳ５による。

シリカセメント

Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ19以上）をガス圧接とする場合は、日本圧接協会｢鉄筋の

ガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（200箇所を超えるときは、

200 箇所ごと）に１回行い、1回の試験は5本以上とする。

注）１    片持ばり、庇、スパン 9.0ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）３    支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

注）４    盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５    支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

注）６    上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）７    本図面で使用される鉄筋シンボルマーク

注）２    大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない

呼び名 D13D10 D16 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 D41

シンボル

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

製作工場

材料規格証明書または試験成績書

製作要領書 工作図 施工計画書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

社内検査表

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

製品検査組立・開先検査

建方検査

現寸検査

（ 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること　）

(3) 工事監理者が行う検査項目

(4) 接合部の溶接は下記によること

溶接部及び接合部の検査報告

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

社内 第三者 工事監理者
備  考

完全溶込み溶接部

代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

第三者検査機関名

注１）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行う事。

注２）　現場溶接は、超音波探傷試験を１００％行う事。

マクロ試験・その他

100 100 100％ ％ ％

個 個 個

外観（目視）検査

超音波探傷試験

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する。

高力ボルトは「ＪＩＳ  Ｂ１１８６ の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを座金

外径 ２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダ－掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置

して発生した、赤さび状態であること。ただし、ショットブラスト、グリットブラストによる処理で

表面あらさが５０Ｓ以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分密着

するよう注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

(5) 接合部の検査

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分とする。錆止め

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイ

ントを使用し２回塗りとする。

(6) 防錆塗装

7. 設備関係

●

●

●

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

本図(構造設計標準仕様)と同様に公共建築工事標準仕様書(建築工事編)

建築基準法施行令 第86条第7項の規定による表示

「国土交通省大臣官房官庁営繕部 監修 平成19年度版」に準拠する事

●

●

●

●

(建築基準法施行令 第86条第7項の規定による表示)

1
5
㎝

以
上

雪下ろしは、次の量に達する前に完了すること。

＝
メートル

当たりの

積雪量

１平方

N/㎡

垂　直

積雪量
㎝

単位

重量
N/㎡･㎝

×

25㎝以上

8. その他

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1／3以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ

５㎝以上を原則とする。

※発注強度は「製品管理強度」に記載の強度とする

種　類

※コンクリート強度温度補正は別途考慮する事

(1) コンクリ－ト　(ＪＩＳ　Ａ　５３０８)

(5) ボルト　(ＪＩＳ　Ｂ　１１８６)

型式

JIS A5416-1997

【令74条に適合すること】

　【令72条及び令75条に適合すること】

　【令76条に適合すること】

　【柱脚は令66条、H12建告1456号1号ロ、ハに適合すること】

(6) 屋根、床、壁

　【令68条に適合すること】

　【H12建告1464号2号イ、ロに適合すること】

　【屋根葺材、外装材等についてはS46建告109号に適合すること】

地上

自転車置場

(1) 直接基礎

4. 地業工事

有 無m 支持層－ 長期許容支持力度

(2) 杭基礎

ベタ基礎 布基礎 独立基礎 有 無

載荷試験

試験堀

材　料杭　種

深さ

支持層－

施工法 備　考

杭仕様

試験杭 （ 無 ）

施工計画書承認

( 載荷 ） 本

杭施工結果報告書

有 打ち込み

杭径（mm）
(ｍ)
杭 長 本 数

(SET)
特記事項

杭の先端の深さ
（ｍ）

設計支持力
長期（kN）

   N/mm

リバ－スサ－キュレ－ション

ア－スドリル

手堀

機械堀
BH

拡底杭

ミニアース

深礎

コンクリート杭

3

2

鉄　　　筋 主　筋

スランプ 　　cm

セメント量 　　　ｋＮ／ｍ

場所打ち コンクリ－トＦｃ＝ オ－ルケ－シング

摩擦杭

PHC

PRCRC

CPRC

H鋼

鋼管

PRC  (

PHC  (

鋼材 SS400

Ａ種

Ⅰ種 Ⅱ種

Ｂ種

Ⅲ種 )

Ｃ種 )

打ち込み

埋込み

SKK400

計

SN400B

エレベ－タ 人乗（油圧式）

小型動的貫入試験(ﾐﾆﾗﾑ)

※ＪＩＳ認定工場の製品使用を原則とする

(3) ボ－リング標準貫入値、土質構成

中ボルト　　 M12, M16,

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては新ＪＡＳＳ５（２００９年版）による。

施工はＪＡＳＳ５（２００９）による。

M20

ダブル等 ）

D19～

HOOP・STP等
基礎、土間

基礎梁、礎柱

●

●

主柱、梁、ブレース

間柱、耐風梁等

使用箇所

● ● ● ● ●

●

馳式折版葺き

（馳２型）
0.8㎜

●

●

●

● ● ●

●

●

● ●

●

●

●

●（施工図による確認）

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

日本建築学会「溶接工作規準、同解説　Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ」●

●

●

●

●

●

ペイントは、ＪＩＳ Ｋ５６７４、２回塗りを標準とする。

(7) 亜鉛メッキ

溶融亜鉛メッキ処理 表面処理方法：Ａ種　メッキの種類：２種 ＨＤＺ５５

令第129条の2の4の事項　※設計者が該当する場合には、□にチェックを記入する。
・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の

場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90ｃｍ以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は

厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものに

あっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して

構造耐力上安全なものとすること。

建築設備(昇降機を除く)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

9. 建築設備の構造について

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は

可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他

の振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として平成12年建設省告示

第1388号第5に規定する構造方法によること。　　※「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他給湯設備で

屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

●

2 2

24

24

設計基準強度 品質基準強度

調査位置図

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事

山形県鶴岡市

●

2

中学校

ホイスト   ｋＮ／機

胴縁

  ｑa＝　　　kN/m2GL-

100 ％ 100 ％

建設省告示第1103号による認定工場（大臣認定  Ｒ  グレ－ド）

S-01構造設計標準仕様書

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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方式

（１）スミ肉溶接

（２）部分溶け込み溶接（使用箇所に注意）

１．一般事項

ａ＞４ｍｍの場合

ｆ＝ｔ／４

（３）突合せ溶接（平継手　Ｔ形継手）

溶接記号番号を○中に記入のこと

スカラップ部分は
回し溶接する

内ダイヤフラムの場合は柱

内ダイヤフラム

以
下

８０

１
５

０
以

下

接しないこと

４

フランジが柱のＲに
ｔ

θ＝７５～１０５

θ

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと
内ダイヤフラム

φ＝２０

ガス抜き

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

７

１

以
上

１
０
０

７

４

内ダイヤフラム

Ａ Ａ 断面

１

１

１

４ ※

※

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

ＡＡ

４ ※

４
４

１

４

４

４

１

※

※ 全周すみ肉溶接叉は突合せ（裏あて金付）

１

、 、

（１）材料及び検査

（ａ）構造設計仕様による

（ｃ）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

（２）工作一般

（ａ）鉄骨製作及び施工に先立って 鉄骨工事施工要領書 を提出し工事監理者の承認を得る

（ｃ）高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（３）高力ボルト接合

（ａ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ａ）溶接工

（ｂ）溶接機器

（ニ）炭酸ガスア－ク半自動溶接機

（ロ）ア－クエア－ガウジング機（直流） （ホ）溶接電流を測定する電流計

（ヘ）溶接棒乾燥器（ハ）サブマ－ジア－ク溶接機１式

（ｃ）溶接方法

（ｄ）溶接姿勢　

上向　Ｏ横向　Ｈ

（イ）仮付位置

良 仮付不良 良仮付不良

（ｆ）溶接施工

（イ）エンドタブ

エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固定タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る

（ロ）裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で

（ニ）裏はつり

励行し、部材に確認マ－クをつける

（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

をいためない様に、養生を行う

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長 （単位ｍｍ）

開先面裏はつり側にする

仮付溶接

（ロ）突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（ｅ）仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

Ⅰ）突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

２．溶接規準図

４

４

の角のＲに接しないこと

６

３

３

３

１

３ ３

３

６

３

３

１

※

１

１

１
１

３

３

（４）溶接記号

（ｂ）適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする

溶接工は施工する溶接に適応する ＪＩＳ　Ｚ３８０１（手溶接）叉は ＪＩＳ　Ｚ３８４１（半自動溶接）の

（イ）交流ア－ク溶接機　３００Ａ～５００Ａ

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ 以上

ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ 以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

母材より１０ｍｍ 程度残し切断して、グラインダ－仕上げとする

６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする

（ハ）スカ－ラップ　半径は３０～３５ｍｍとする

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（５）塗装

ア－ク手溶接（ＭＣ） ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ） ア－クエア－ガウジング（ＡＡＧ）

但し梁成が

スカ－ラップは

スカ－ラップ

エンドタブ

かつ 以上

以上

とする

ｔ

Ｓ

ｔ≦１６ｍｍ

１０

１４～１６

１２

８～１０

７６

１１～１３

ｔ１ ＳＳ

ｔ

３５ｍｍ

２ｔ

ｒ＝２０ｍｍ

ｒ＝３０～３５ｍｍ

ｒ

Ｄ＝１５０ｍｍ 未満の場合の

７以下

・但し片面溶接の場合は

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚

とすることが望ましい

Ｓ＝ｔとする

・ｔはｔ１、ｔ２の小なる方とする

余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ 以下とする

ｔ２

Ｓ

ｔ≦ｔ１

ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍＤ１≧ｔ／３

ｔ

ｔ１

Ｄ１

ｔ

Ｓ Ｓ

Ｄ１

Ｇ＝０

溶接姿勢

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

θ＝６０ θ＝６０

ｔ

ｆ＝ｔ／４

Ｆ．Ｖ

６＜ｔ＜１９ｍｍｔ

θ＝４５

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

溶接姿勢

・補強すみ肉溶接を付加する

溶接姿勢

・両側に補強すみ肉溶接を付加する 溶接姿勢

のど厚ｔｍｍ 余盛の高さｔｍｍ

Ｔ型突合せ継手余盛

（裏はつり後溶接）

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

（裏はつり後溶接）

削り面

平継手で板厚が異なるとき

溶接姿勢

溶接姿勢

寸法（ｍｍ）

ｔ１

４

以上

Ｆ．Ｖ

ＧＣ

θ Ｇ Ｌｔ１

８９９

４５

３５

８９６

５６６

ＭＣ　ＮＧＣ

θ Ｌｔ１Ｇ

４５

３５

３５ ８９９

８９９

５６６

４５

ｆ＝ｔ／４

１６≦ｔ

６≦ｔ＜１２

ｔｍｍ

１２≦ｔ＜１６

ｆ＝ｔ／４

１

２

３

４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９

ｔ≦４

ｔ＞１９

ｔ≧１９ｍｍ

Ｆ．Ｖ

ｔ

ｔ

θ＝４５（５５）

ｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍ

のとき４ｍｍとする）

ｆ

Ｇ＝０～２

θ＝４５

ｔ１

Ｂ

ｔ

Ｓ
θ

φ

（４）フレア－溶接

ＡＡＧ

Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

Ｒ≦２

Ｇ

２５ｍｍ

Ｒ≦２

ｆ

ｔ

Ｌ

ｆ

ｆ

θ

２／３ｔ

１／３ｔ

ｆ

ｆ

Ｒ≦２

θ＝６０

Ｇ＝０～２

・ＡＡＧ（）内はＧＣ Ｆ．Ｈの場合で

Ｒ≦２

ｔ

Ｆ．Ｖ

６＜ｔ＜１９ｍｍ

ｆ

θ

ｔ

ｔ１
Ｒ≦２

１２≦ｔ≦１９

ｔ＞１９

６＜ｔ＜１２

ｔｍｍ

ＭＣ　ＮＧＣ

・９ｍｍ～１６ｍｍ は１バス以上、１９ｍｍ以上は２バス以上とする

溶接棒角度θは３０～４０とする

１

Ｆ．Ｖ

ｔ＞１６ｍｍ
２

３

４

５

６

７

８

Ｋ形の場合

７

７

立向　Ｖ下向　Ｆ

プレ－ト

・フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする

ＳＢ

９ ７

８

９

４

５

６

７

８

１０

１１

１２

１３

１６

１９

２２

２５

４．５

φ

Ｌ

５

５

８

Ｇ ｔ１

６

９

６

９

９

６

Ｆ．Ｖ

θ

４５

３５

４５

ＧＣ

３５

３５

９

９

ｔ１ Ｌ

６

９

９

５

５

８

Ｇ

４５ ６

θ

２５ｍｍ以上

ＬＬ
Ｇ

Ｇ＝０～２

ｔ２

ａ

５
１

ｔ

柱が途中で折れる場合
及梁成が異なる場合

根巻の場合

平面詳細

平面詳細

Ａ－Ａ断面図

Ａ－Ａ断面図

※

※

ＢＯＸＢＯＸ型

型型
スカ－ラップ部分は

回し溶接する

鉄 骨 構 造 標 準 図 （１）
（通しダイヤフラムの場合）

Ｂ.Ｈ

２５

２
５

２５

１

４

４

S-02鉄骨構造標準図（１）

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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フランジ及ウエブ厚の差のある場合

ｅｅ ｅｅｐ ｐ
５

ｅ
ｅ

ｐ
ｐ

（片側）Ｎ２

（片側）Ｎ１
５

ｅｅｅｅ

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（２）

符　号 タイプ ＰＬ－（２）

ＴＹＰＥ－１

ｅ
ｐ

ｐ
ｅ

ｅ
５
ｅｅｅ

ｐ
ｅ

ｅ

ｅｅ５

ＰＬ－（１）

①

ＴＹＰＥ－２
ＰＬ－（１）

①

（片側）

ＰＬ－（２）

（３）（２）（１）

（ｅ） （Ｐ）

Ｍ１６ ４０ ２８ ２２ ４０ ６０

Ｍ２０ ５０ ３４ ２６ ４０ ５０ ６０

Ｍ２２ ５５ ３８ ２８ ４０ ５５ ６０

Ｍ２４ ６０ ４４ ３０ ４５ ６０ ７０

標準
呼　び

ボルト

穴　径

最小縁端距離 ピッチ

（２）（３）の標準

（ｍｍ）

〔注〕（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による Ｗｔ　－Ｗｔ１
Ｆｔ　－Ｆｔ１ ２

１Ｆｔ Ｆｔ

Ｆｔ

２

２１Ｆｔ

１Ｗｔ Ｗｔ２

Ｎ

≧１㎜フィラプレ－ト併用のこと

ＰＬ－（３）

最小

４０

Ｂ２

１５０

１７５

２００

２５０

３００

３５０

４００

１００

１１５

１４０

１７０

　６０

　７０

　８０

２

フランジ ウエブ

ＰＬ－（１） Ｎ１－径 Ｎ２－径ＰＬ－（３）ＰＬ－（２）
符　号

Ｂ１≦２５０ Ｂ１＝３００ Ｂ１＝３５０（４００）

Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１ Ｂ１

Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２

Ｂ１

Ｂ２

ｅ
ｅＬ

ｅ
ｅ

４
５

５
４

５ Ｎ１ Ｎ１

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ５

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

Ｌ

１５０ ４０ １４０ ７０（９０）７０（９０）

Ｂ≦１５０ Ｂ≦３００

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ５

ｐ
ｐ

ｐ
ｐ

Ｌ

Ｎ１

ｅ
ｅ５

ｐ
ｐ

Ｌ

ｅ
ｅ

ｅ
ｅ５

ｐ
ｐ

Ｌ

ｅ
ｅ

Ｎ２ Ｎ２

ｅ ｅｅ ｅｐｐ

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ
－

（
２

）

外
Ｐ

Ｌ
－

（
１

）
内

Ｐ
Ｌ
－

（
２

）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）

Ｐ
Ｌ
－

（
１

）

Ｐ
Ｌ

－
（

３
）Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

ＰＬ－（１） ＰＬ－（１）

Ｐ
Ｌ

－
（

２
）

４０

以上３５

３５

①

エ
レ

ク
シ
ョ

ン
ピ
－

ス

①

④

④

フランジ ウエブ

ＰＬ－（１） Ｎ１－径 Ｎ２－径ＰＬ－（３）ＰＬ－（２）

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％を行う

注）Ｂ＝２００～２５０の

Ａタイプ使用は

柱Ｄ＝２５０㎜

以下とする

Ｂタイプ

④

Ｃタイプは２列並びとするＮ２

ねじの呼び

本　 　数

板　　厚

板　　厚

ボルト端から取付ボル
ト穴心のあき（最小）

溶接長さ（最小）

調整ねじの長さ

ねじの呼び（ｄ）

最　 　大

最　 　小

平鋼製

取付ボルト

取付ボルト穴径
許容差＋０．－０．５㎜

ｅ

Ｓ

Ｒ

２

ｔ

２

ｔ

ｌ

へりあき
（最小）

へりあき

ｅ

（１）

（１）

はしあき（最小）（２）

（２）

Ｂ１

Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

Ｍ２０ Ｍ２２

１０．８１ １２．６５ １４．６５ １６．３３ １８．３３ ２０．３３ ２１．９９

１０．６４ １２．４６ １４．４６ １６．１１ １８．１１ ２０．１１ ２１．７７

１００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

１３ １７ １７ ２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５

３５ ４０ ５０４５ ５０ ５５ ５０

２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８

９９９９６６４．５

１９ ２５ ２５ ３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５

４７ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０

４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５

Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０

１ １ １ １ １ １ ２

Ｍ１２

種　 　類
ＪＩＳ　Ｂ　１１８６ ２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ） 又は

中ＪＩＳ　Ｂ　１１８０ ８ｇ１０．９

符　号

符　号

ＰＬ－（１）

ＰＬ－（１）

Ｎ－径

Ｎ－径 ｌ

Ａタイプ

ｅ３

④

Ｓ ｅ３ Ｐ

ｄ１

ｄ

２ ｅ

ｔ

ｌ⑦

Ｒ
Ｒ

ｅ１

ｅ１

長さ

ｅ２

Ｓ ３

ｄ１

ｄ

ｔ

⑦ ｌ

Ｒ

ｅ１

羽子板ボルト 形鋼ブレ－ス

Ｎ Ｎ

長さ

ｌ

１
５

＠
６
０
０

３０゜

ＰＬ－（１）

①

①

ＰＬ－（１）

ＰＬ－６

Ｍ１６

１６ ＠２００φ≒
ア－クスポット溶接

受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上切断の場合

スラブ端部の補足材

既製品面戸（鉄板）　　折曲加工

補足受材

あて板（鉄板）　　あて板（非金属）

ｅ≧３５㎜

ｅ

梁上通しの場合

ｅｅ ｅ

ｅ

①

ｅ

５０－４００

水平ブレ－ス

Ｌ形鋼

ｅ

５０

ｅ

５０－２００
①

５０ ３０
⑥

ＰＬ５０ｘ６

ＰＬ－１．６

５０－４００
①

ｅ

３００以下

ＰＬ－１．６

①
５０－４００

ｅ
①

６００以下

①
５０－４００

Ｌ－５０ｘ５０ｘ６＠　６００

ＰＬ－３．２

≦

梁と溶接およびコネクタ－

挿入筋工法 スライド工法

ボルト止め構法

縦壁構法

横壁構法

中ボルトＦＢ－６５ｘ９

鉄筋 ９φ　ｌ＝１０００

以上Ｌ－６５ｘ６５ｘ６

鉄筋

以上

ァ

Ｌ－６５ｘ６５ｘ６

６

ＡＬＣ壁パネル

受け金物

シ－リング材

スライドハタ金物

鉄骨梁

ＡＬＣ壁パネル

シ－リング材

鉄骨梁

鉄骨梁

１２フックボルト φ

カバ－プレ－ト構法

鉄骨梁

１２フックボルト φ

タテカベプレ－トァ ６

ＡＬＣ壁パネル
シ－リング材

カバ－プレ－トァ ２．３ＡＬＣ壁パネル

シ－リング材

Ｄ

Ｔ

Ｌ
ｄ

以上

形状

スタッド材

呼び名
軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ

㎜ ㎜ ㎜ ㎜

溶接後の長さＬ

１３．０

１２．７

１６．０

１５．８

１９．０

１９．０

２２．０

２２．２

２２．０

２５．４

２９．０

３１．７

３２．０

３１．７

３５．０

３４．９

１０．０

　７．９

１０．０

　７．９

１０．０

　９．５

１０．０

　９．５

５０，８０，１００，１３０

８０，１００，１３０

８０，１００，１３０，１５０

１００，１３０，１５０

φ１３㎜

φ１６㎜

φ１９㎜

φ２２㎜

●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

●梁端部（スパンのｌ／１０以上かつ２Ｄ以内）は避ける
●φ≦０．４Ｄ

≒

外
Ｐ
Ｌ

－
（

１
）

内
Ｐ

Ｌ
－

（
２

）

①

スタッド材の標準形状・寸法

パイプとプレ－ト補強（片面）プレ－ト補強（片面又は両面）

パイプ補強（小径の場合） リブプレ－ト補強

φ

１０ １０

①

Ｄ

２φ

① φ

①

φ

１０ １０

①

①

①

①

（１）ボルトピッチ（Ｐ）、

（２）ピン接合梁継手リスト

（３）剛接合継手リスト

（４）ハンチ部の継手

（５）柱継手リスト

（７）デッキプレ－ト

（８）ＡＬＣ板取付要領

（９）頭付きスタッド

（１０）梁貫通補強

（１１）その他

（ＪＩＳ１１９８）

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

（６）鉄筋ブレ－ス

ボルト穴径・最小縁端距離

９φ　ｌ＝５００

軸径

ｅ１

１ｄ

切板製

（最小）

ＰＬ－（２）

ＰＬ－（３）

リブプレ－ト

（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

（ａ）羽子板ボルト

（ｂ）形鋼ブレ－ス

部　　材

部　　材

部　　材

部　　材

部材リストによる

部材リストによる

部材リストによる

部材リストによる

ハンチ起点は避けた法がよい

注）端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

注）（１）e1、e2が確保されていれば形状は自由でよい

（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支持）接合とする

鉄 骨 構 造 標 準 図 (２)
３．継手規準図、その他

規格品とする（ＪＩＳ　　　　　　　　　…ＪＩＳＡ５５４０～５５４２…２００３）

１８．０

２２．０

２４．０

２６．０

S-03鉄骨構造標準図（２）

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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１
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６
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１

６

+2,300 通り軸組図

-2,300 通り軸組図

-2,300通りカーテンウォール受梁伏図

＋2,300通りカーテンウォール受梁伏図
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SB27

SB27 SB27
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SH21 SB27

胴縁を示す
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胴縁を示す
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SC21 SC21 SC21 SC21 SC21
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SH21 SB27

SH21

P1P1 P1
P2P2 P2 P2

3,
50

0

HB1 HB1 HB1 HB1

HB1

P2

SP25

SP25 P1P2 P2 P2P1

3,
50

0

HB1 HB1 HB1

既存の間柱(SP25)を上下に２分割する

HB1 HB1 HB1

P2 P2 P2

P1 P1 P1

B1 B1 B1

P1 P1 P1

P2 P2P2

HB1 HB1HB1

SP25

B1 B1 B1

2FL

RSL

2FL

RSL

図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

㈱栗本設計事務所
一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

A1  S=1/100

A3  S=1/200
S-04梁伏図

軸組図

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事
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5,

5
00

2,300 2,300

H-200×100×5.5×8

H-200×100×5.5×8

H-175×90×5×8

G.PL-9 HTB2-M20

既存主柱

H-900×300×16×28

H-194×150×6×9

H-900×300×16×28

既存斜材

L-75×75×9

既存主柱

H-194×150×6×9

PL-9

既存梁材

H-198×99×4.5×7

G.PL-12 HTB2-M20

1-M24

G.PL-12 HTB2-M20

H-200×100×5.5×8

取付けPL-6(曲げ加工)

C-100×50×20×2.3 @600

C-100×50×20×2.3 @600

既存胴縁

G.PL-9 HTB2-M16

H-200×100×5.5×8

JISターンバックル筋違

既存斜材

L-75×75×9

既存主柱

PL-9

ＰＬ-9

1-M24

取付けPL-6(曲げ加工)

C-100×50×20×2.3 @600

C-100×50×20×2.3 @600

既存胴縁

G.PL-9 HTB2-M16

H-200×100×5.5×8

2G.PL-6 HTB4-M16

H-194×150×6×9

H-200×100×5.5×8

H-198×99×4.5×7

既存間柱既存間柱

H-198×99×4.5×7

2G.PL-6 HTB4-M16

既存梁材
H-198×99×4.5×7

BOLT 2-M12BOLT 2-M12

PL-9

PL-12×200×200

H-900×300×16×28

S=1/30 S=1/30

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１

SC21

SC21

SC21

Ａ 断面

SB27

V24

SB27

SP22

SC21

SB27

Ａ

SB27

V24

SB27

SP22

SC21

Ａ

SB27

１ １

Ｆ通り鉄骨詳細図 Ｇ通り鉄骨詳細図

（新規カーテンウォール受梁位置）

新設梁

新設間柱

新設間柱

B1

B1

B1

H
B1

HB
1

H
B
1

HB
1

P2

P1

P1

P2

P1

新設耐風梁

新設梁

新設耐風梁

新設胴縁

新設ブレース

新設間柱

新設梁

新設胴縁

新設耐風梁

新設間柱

新設タイプレート

BR1

B1

P1

P1
B1

最高の高さ

RSL

2FL

最高の高さ

RSL

2FL

ピン

剛

ピン

剛
Ｈ－400×200×8×13

ピン Ｈ－198×99×4.5×7

ピン Ｈ－194×150×6×9

Ｈ－198×99×4.5×7

Ｈ－150×75×5×7

Ｈ－125×125×6.5×9

部　　材　

使用材料サイズ接合

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

2C－100×50×20×2.3 @600 SSC400

プレート

ウェブ面

2－M20

2PLs－6×160

GPL－6

2－M16

GPL－9

2PLs－9×170 4－M20

4－M20

GPL－6 2－M16

GPL－6 2－M20

GPL－9 2－M16

2－M16GPL－6

2－M16GPL－6

曲げPL－6

Ｈ.Ｔ.Ｂ

(ＢＯＬＴ)

（2－M12）

部　　材　

使用材料サイズ接合

ウェブ面

プレート
Ｈ.Ｔ.Ｂ

(ＢＯＬＴ)

符　号

SB23

SB26

SB27

SH21

SP25

SP23

SP22

胴縁

外プレート

PL－9

PL－9

内プレート

2PLs－9

2PLs－9

Ｈ.Ｔ.Ｂ

4－M16

6－M20

符　号

外プレート 内プレート Ｈ.Ｔ.Ｂ

フランジ面フランジ面

Ｈ－250×125×6×9

HTB：S10T、F10T（中ボルト）

新設部材既存部材

鉄骨部材リスト

Ｈ－194×150×6×9

Ｈ－200×100×5.5×8

Ｈ－200×100×5.5×8

Ｈ－175×90×5×8

Ｈ－125×125×6.5×9

1-M24 (JISターンバックル筋違)

ピン

剛

ピン

SS400

SS400

SS400

SS400
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2PLs－12×260

（チドリ）

（チドリ）

コンクリートt=80（ワイヤーメッシュφ6－100□）

DS1 デッキプレート

EZ75　t=1.2

GPL－6 2－M16BG受-B1 Ｈ－194×150×6×9

GPL－6 2－M16

GPL－6 2－M16

GPL－6 2－M16

BG受-B2

BG受-B3

BG受-P1

Ｈ－125×125×6.5×9

Ｈ－200×100×5.5×8

Ｈ－125×125×6.5×9

S-09既存鉄骨部材リスト（参考図）

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



　●

○ 構内指示の場所に敷きならす。

○ 保全台帳：保全の技術的基準に関する通達及び「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員より提示）

機材の品質・性能証明

表４　　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。

壁付インターホン（親機）

壁付インターホン（玄関子機）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

呼出しボタン（便所用）

スイッチ（車椅子用）

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン（一般）

テレビインターホン（子機）

テレビインターホン（親機）

壁付インターホン（一般）

壁付アウトレット（一般）

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

　１，５００以上

適　用　基　準　等

概　成　工　期

電気保安技術者

電気工事士

官公署への手続き

発生材の処理等

施　工　条　件

工　事　写　真

建設発生土の処理

総　合　調　整

支持金物・固定金具

あと施工アンカー

他工事との取合い

火気の使用

耐　震　施　工

電線本数、管路など

インサート

保温、結露防止

一種金属線ぴ

呼び線

フラッシプレート

完　成　図　等

ＯＡフロアー用

フロアプレート

動　力　設　備

電　線　類

機器取付高さ

予　備　配　管

工事用仮設物

監督員事務所

監督員事務所の備品等

足　場　等

蛍光灯安定器、ランプ

人感センサー用プレート

接地極の種別及び位置表示

塗　装　工　事

工事用電力、水、その他

表　１　「蛍光灯器具の安定器の回路方式」

表　２　「接地極一覧表」

ＥＰ×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

下記表示のあるＪＡＳ規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

旧ＪＩＳのＥ

旧ＪＡＳのＦ

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．０

０．６

１．０

１．０

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

０．６

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

電源周波数

機　　　材　　　等

約２，５００

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

○しない

〇する

○しない

〇する

○する

○する

　住　 　所（　ｋ　ｍ　）

電気設備工事

作　業　内　容 分　別　解　体　の　方　法

　特定建設資材廃棄物の種類 　再資源化等をする施設の名称

　工　 　程

○新築　○修　繕

　種　 　類 　再　資　源　化 再資源化等をする施設の名称住所（ｋｍ）

分別解体・再資源化の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

再資源化等が完了した年月日

再資源化等に要した費用

●下記以外は現場説明書による。

○ 現場において再利用を図るもの（ 　）

○ 発注者に引渡しを要するもの　（　　○　金属類 ○ 盤類 ○ 電線、ケーブル 　）

受入場所　：

構外搬出距離　 　ｋｍを越え　 　ｋｍ以下　　（　ＤＩＤ地区　・　有　 ・ 無　）

受け入れ条件（　　　　　　　　 　）

○ 構内指示の場所にたい積する。

○ 構外指定場所に搬出（搬出時期等を監督職員に提出する。）

○ 本工事は建設発生土情報交換システム（以下「システム」という）の登録対象工事であり

● イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（SUS304）とし、屋外機器のアンカーボルト

のナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

● ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

イ）あと施工アンカー 　接着系アンカー

ロ）施工図 　建築、設備機器等の総合的な位置、取り合いを検討できる施工図を監督職員に提出し、承諾を受ける。

建築物内での火気の使用は原則として行わない。

（Ｋｓ）は下表による。

処理を行う。

さしつかえない。

● 金属製（ステンレス、新金属も含む） ○ 樹脂製（一部可）

発注者に譲渡する。

提出物　　ＣＡＤデーター一式（電子データ等に内容の目録を添付する）

　提出物　　原図（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい。）Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　１部（関連工事と合本する）

１冊

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

５０Ｈｚ

● ＣＡＤで新規作成　　　　○ 既存完成図の修正（ＣＡＤデーターの提出は不要）

設計図ＣＡＤデータの貸与　　　○貸与する　　　●貸与しない

●・・・施工図

● 保全に関する資料：機器取り扱い説明書、機器性能試験成績表、官公署届出書類、総合調整測定表、主要機器一覧表、

図面に特記なき場合は、表　１「蛍光灯器具の安定器の回路方式」による。

蛍光ランプは下記による。

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

材質：アクリル板

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので

　　その際は再度身体を動かしてください。」

注意プレート設置室

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

第６編通信・情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　１．１．１　電線類等　表１．１．１電線類に

表　３「ＥＭケーブル：環境に配慮した電線」を追加する。

図面に特記なき場合は、表　４「機器取付高さ」による。

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

現場説明書による。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月策定）」により、設置については

同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり

先行足場型とするか又は改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

○ 省エネ形 ○ 一般形 ● ＬＥＤ

図面に特記なき場合は、表　２「接地極一覧表」による。

○ ノイズ対策用として絶縁トランスを設置する。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成２８年）

電池内蔵形非常用照明器具

上記以外のもの

ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形

ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具

センサー等と組合せて連続調光を行う器具

連続調光に使用する器具

初期照度補正制御を行う器具

上記以外の露出形及び下面開放形

Ｈ１６Ｗ　Ｈ２４Ｗ　Ｈ３２Ｗ　Ｈ４２Ｗ

Ｐ３２Ｗ　Ｐ４５Ｗ

１８Ｗ　２７Ｗ

○ 既設キュービクルの変圧器、コンデンサの絶縁油微量ＰＣＢ分析を行うものとする。

防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、プルスイッチ付

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から５）を満たす

再資源化等をした施設の名称及び住所

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

イ）施工範囲 　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　都道府県条例の対象建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

　工事契約後にやむを得ない事情により予定していた条件により難い場合は監督職員と協議する。

　なお、再利用・減量化等を含め発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

請負者は工事の実施に当たって土量、土工時期に変更があった場合、速やかに当該システムにのデータ変更を行う

ものとする。なお、これによりがたい場合には監督職員と協議しなければならない。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定するもの、又はこれらと同等のものとする。

ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）化学物質を発散する建築材料等

１．工事場所

．工事概要Ｉ

２．建物概要

　工事実績情報の登録

．工事仕様ＩＩ

１．共通仕様

　設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、「標準仕様書に定める品質及び性能」を有することの証明

　となる資料は、監督職員の承諾を受けることにより、外部機関が発行する証明資料の写しとすることができる。

　工事期限より　 　日前

　本工事は「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）及び施行令又は

４．工事種目（■印の付いたものを適用する。）

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事

による。

　●

　●

　●

　●

● 登録を行う。 ○ 登録を行わない。

章 項 目 特 記 事 項

２．特記仕様

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

（　接着剤　 ○ 有機系　）

金属拡張系アンカー

　各機器の個別運転後に総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

中　間　階

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

特定の施設

一般機器

　一般の施設

一般機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

機　器

防振支持の機器

水槽類

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築

　〇

　工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は

　原図　Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　陽画複写製本　Ａ１　２つ折り製本　１部

　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　　１部　（関連工事と合本する。）

　　に基づき作成する。

　主要材料等）Ａ４判ファイル綴じ込み　１部

　●

●・・・完成図等

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用は、請負者の負担とする。

該当する建築材料

規　制　対　象　外

○

○○

第　　三　　種

ホルムアルデヒドの発散量

規格品

規格品

ものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、

ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルム

アルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

５）上記　１）、　３）及び　４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアル

デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少ないもの

　とは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当する材料等がない場合は、

　　第三種のものを使用するものとする。

　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　配線器具の蓋

　●

　●

　●

一

　
般
　

共

通

事

　
項

　●

　●

　●

一

　
般
　

　
共
　

通

事

　
項

　工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等を遅延なく行う。

　重要度の高い設備機器

　施工方法：

○Ａ種（ 　）

○Ｂ種（ 　）

　ＭＭ１－Ａを使用する。　（位置ＢＯＸ共）

　分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更しても

　床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

　長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

文字：印刷文字（黒及び赤）

　（規模、仕上げの程度及び備品等については現場説明書による。）

○ 設ける（　○　既存建物内の一部を使用する。 ○ 構内に設置する。 　号　 ○ 構外に設置する。 　号）

　注）コンパクト形のランプ（一般形）の光源色は、３波長域発光形（昼光色）とする。

一

般

共

　
通
　

事

項

　
仮
　

設

工

事

工

事

範

囲

工

事

内

容

　注）必要な天井点検口については管理監督者との協議による

地上～窓中心

地上～引込点

測　　　点

鏡上端～中心

床上～上端廊下通路誘導灯

者 床上～中心

用 床上～中心

床上～中心

力

障

身

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

コンセント（厨房）

（ファン用）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

避難口誘導灯

コンセント（屋外）

灯

コンセント

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

コンセント（和室）

分　電　盤（壁掛形）

コンセント（一般）

スイッチ（一般）

スイッチ（和室）

コンセント（台上）

電

通

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～下端

床上～中心

引込線引留め高

機　　　　　器

取引用計器共

テ 天井～上端 　２００機器収容箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

　１，３００

知
　１，５００

　１，１００

　１，１００

　１，３００

　１，３００

　９００

　１，５００

火

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル
報

災

受　信　機

副受信機

ビ

レ

床上～上端 　２５０

天井～上端

床上～上端 　２５０

　１５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　２，３００

　２，１００

　２００

　３００

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内）

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

ファン下端

　１，３００

タ

ン
ホ

ー

イ
ン

壁付発信機

表　示　盤

等

表

示

　１，３００

　１，２００

　１００

　２００

　３００

壁掛形親時計

壁付子時計計

拡

声

時

話

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

　２００

　１，３００

　２，３００

　２，３００

　３００

　１，５００

　３００

引込線引留め高

取付高（ｍｍ）

約１，８００

集合保安器箱
電

地上～引込点

天井～上端 　２００

機　 　器 測　　　点 取付高（ｍｍ）

　１，５００床上～中心機器収容箱（ＥＰＳ）

床上～中心 　９００

床上～中心 　１，４００床上～中心

床上～中心 約１，３５０

ただし、これにより高い場合は監督職員と協議する。

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

８００～１，０００

５００～１，０００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

１，０００～１，３００

２，１００～２，３００

コンセント（車椅子用

　１，０００以下

　１５０

「使用中」「施錠中」表示灯

工　 　事　 　種　 　別建物別及び

工事種目 屋外 備　　考

照 明(非常・誘導灯含)　設　備

駐 車 場 管 制 設 備

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備

電波障害調査

　●

　●

　●

ラ ン　プ

直管形の

のランプ

Ｈｆ形のランプ

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

高輝度誘導灯

２０形

ＰＸＨ　５

Ｅ　　１５

ＰＮ　　５

ＥＬ　１５

ＧＬ　１５

ＧＨ　１５

標準図記号

ＰＺＨ　５

ＰＨＨ　５

ＰＮＨ　５

ＰＴＨ　５

ＰＫＨ　５

コンパクト形
一般形

Ｈｆ形

　装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。

避雷器用（低圧用）

避雷器用（高圧用）

共　同　接　地

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測　定　用

Ｄ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ａ　種　接　地

避雷設備用接地

避雷設備用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｓ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｄａ

Ｄｔ

ｔ

Ａｔ

接地抵抗値記　　　号

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｌ

Ｌ

接地極の規格、数量

Ｅ Ｅ ＣＡ共　同　接　地 Ｅ Ｄ

Ｅ Ｅ ＤＡ ＥＬＨ

　接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。

避雷器用（モデム用） Ｅ ＭＤ

○

○

○

○

○

○

○

　以下

　１０　　以下

　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　○

１００　  以下

□

提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　部（関連工事と合本する）

１００　  以下

１００　  以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

１００　  以下

ピット内配線 大ホール床下ピット内配管については木製等クリート台にパイプを固定し、整然と並べて配管を施すこと。

車両乗入れ

建築鉄骨鋼材に専用支持金具を使って固定。

補助設備：照明器具附設の落下防止ワイヤーにて補助する。

建物名称 構　造
階数 建築基準法上の面積 消防法施行令

備　考
別表第１の区分延べ面積（㎡）建築面積（㎡）

□

※ すべてLED照明に更新する

　１０　　以下

１００　  以下

屋 外

資機材置場 ●構内 　○

建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所 　〇構内　 　○　

工事車両の駐車場 　 〇構内　 　○

研究所監修）」による。なお、本工事の施設分類は（　　●　特定の施設　　○　一般の施設）とし、設計用標準水平震度

　外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止の

（　○屋外［VEまたは溶融亜鉛メッキ管］　○ 　○　 　）

　○

　○

　以下

○

○

屋内運動場

屋内運動場

□

■

受　変　電　設　備

動　力　設　備

換　気　電　源　設　備

幹　線　設　備

□

□

□

コンセント　設　備

発　電　設　備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構　内　交　換　設　備

拡　声　設　備（電気時計含む）

非　常　放　送　設　備

誘　導　支　援　設　備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 配 管 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

□

□

□

□

□

□

□

□

□

中 央 監 視 制 御 設 備□

自 動 火 災 報 知 設 備

昇　降　機　設　備

構内配電線路

構内通信線路

警 備 保 障 用 配 管 設 備

□

□

□

□

□

□

改設一式

５．指定部分　 ※ 無し　・　有り（工期　令和 　年　　月　　日、　対象：　 　）

●営繕工事電子納品要領（令和３年改訂版）

　○

　○

　○

○　銅合金製　　 ○ アルミ製

○ アルミ製 ○ 樹脂製

　○ ○　制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　構内に作ることが　 ○ できる（図示） ○ できない

● 設けない

○

○

○

○

○

○

○

○

　○

○ 東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を適用する。

　○

　● ● 発生材の分別解体及び再資源化

●分別解体の方法

○増築　●模様替 ●有 ○無

●手作業 ○手作業、機械作業併用

　○

（　○本体打込み式 　）

ロ）試 　験　 　性能確認試験　  （　○行わない ○行う 　）

　施工確認試験　  （　○行わない ○行う 　）

　○

○　自立配電盤　 ○ 発電装置 ○ 交換機 ○ ＵＰＳ ○ 直流電源装置 ○ 防災盤

○ 増幅器（自立形）　○　受信機（自立形）　○　情報通信ラック ○ 電灯・動力トランス ○ 動力分電盤

　○

　○

　○

　○

　●

○ 建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」

　○

（　○ 便所［男・女・多目的］ 　○　 　）

　○

仮　設　工　事

外部足場　 （○ Ａ種　○ 　Ｂ種　 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 　）

内部足場　 （○ 脚立　○ 　足場板　 ○ （建築工事）を無償で使用できる　）

○上記の他、別契約の関係請負者が定置した足場、さん橋類は無償で使用できる。

仮設間仕切　 （○ Ａ種　○ 　Ｂ種　 ○ Ｃ種 　）　

　●

○・・・保全に関する資料

○施設保全マニュアル：「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員）に基づき作成する。当該施設固有の

○ 機器取り扱い説明書　：　宿舎等で共用部分は除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

〇特定建設資材廃棄物の発生材の処理

●営繕工事写真撮影要領（令和５年版）による。 　（完成写真　●要　 ○不要）

７項 -

編）（令和７年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公共建築設備工事

標準図（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準図」という。）による。ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準仕様書」という。）

○特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

○しない

○しない

㎞

㎞

● 特別管理産業廃棄物 （　　● ＰＣＢ使用機器    ）

　○

　陽画複写製本　Ａ３　２つ折り製本　１部

○ローリングタワー３段型（車輪付き）高さ５．５ｍ 　１組リース品導入する。

○ローリングタワー５段型（車輪付き）高さ８．９ｍ 　１組リース品導入する。

SRC造 2547.742F 1F

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事（特記仕様書）

山形県鶴岡市大岩川字黒岩35

※ 鶴岡市立温海中学校屋体棟予防改修工事に伴い、下記の項目を改設する。

１. 既設照明器具（蛍光灯、水銀ランプ）の更新改修を行う。

地上 地下 塔屋

㈱ 栗 本 設 計 事 務 所
図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10 一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878電気設備特記仕様書
A1  S=N/S

A3  S=N/S
E-01

■ 改修一式

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



A B

改修前

㈱ 栗 本 設 計 事 務 所
図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10 一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878照明器具姿図（改修前・改修後）

改修後

BA
ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

ＬＥＤウォールライト　２０形 シーリングライト　１００形電球１灯器具相当

参考型式：パナソニック　シーリングライトＸＬＧＥ５０１８ＣＥ１

光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
プラスチック（プラチナメタリック）、カバー：アクリル（乳白）

拡散タイプ、天井直付型・壁直付型、防雨型、ネジ込み方式
器具光束７００ｌｍ、消費電力７．７Ｗ、電圧１００Ｖ

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３
ＬＥＤフラットランプφ７０　クラス７００　１灯（口金ＧＸ５３－１）

投光器　水銀灯１００形相当

落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ
保護等級ＩＰ６５、耐風速６０ｍ／ｓ

パネル：ポリカーボネート（透明つや消し）
本体：アルミ（シルバーメタリック）

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０光束維持時間６００００時間（光束維持率８０％）
光束４６００ｌｍ、消費電力３２．７Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、防雨型・防噴流型・耐塵型、広角タイプ配光

参考型式：パナソニック　ＮＹＳ１５０４０ＫＬＥ７

C D1

D2

FHF　32W×1（ガード付） FHF　32W×1

HF　100W×1　パラストレス形
C

FL20W×2　ウォールライト

参考型式：パナソニック　直付ＸＦＸ４３０ＡＥＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２０．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

公共施設型番：ＬＳＳ９－４－３０

参考型式：パナソニック　ＮＮＦＷ２１８１０ＣＬＥ９

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

器具光束１４８０ｌｍ、消費電力１４．９Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

防湿型・防雨型
ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

公共施設型番：ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－１３

参考型式：パナソニック　直付ＸＬＷ４３３ＡＥＮＺＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）
消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

ｉＤシリーズ直付形４０形　Ｄスタイル　防湿型・防雨型　Ｗ１５０

公共施設型番：ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４－３０

D

E-02
A1  S=N/S

A3  S=N/S
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㈱ 栗 本 設 計 事 務 所
図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　　 日10 一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878
A1  S=1/100

A3  S=1/200
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42,000 12,000

5,740 260

4

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ

照明設備　B1階　平面図

C

Ｎ

E-03

 SL-B

注記

1.原則、照明器具機器のみ更新とし、既設配管配線は改修対象外とする。

配線凡例

IV2.0×3(19)

IV2.0×2(19)

鶴岡市立温海中学校屋内運動場大規模改修工事



㈱ 栗 本 設 計 事 務 所
図面 No. 縮　尺

図　　面

工事名称
作図 査図

令和　　　　年
記 事

7

    月　  日10 一級建築士事務所第2098号 一級建築士第326422号　栗本　健太郎

〒997-0028 山形県鶴岡市山王町5-25

TEL 0235-22-8837 FAX 0235-25-8878

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪ

２

３

４

５

６

７

１

物入

渡り廊下
（校舎棟へ）

玄関

ホール

ポーチ

女子便所

男子便所

用具室

武道場ステージ

用具室

ピアノ置場

放送室

用具室

テラス

ＵＰ

水飲み場

アリーナ

タラップ 撤去品

撤去品

Ｎ

外灯

1

ポーチ

2

A1  S=1/100

A3  S=1/200照明設備　1階　平面図

時計（取外し,再取付）

時計（取外し,再取付）

D1 1 D1 2

D D改修前 

改修後 

改修前 

改修後 

外灯

2D

2D2

改修前 

改修後 
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E-04

注記

1.原則、照明器具機器のみ更新とし、既設配管配線は改修対象外とする。

配線凡例

IV2.0×3(19)

IV2.0×2(19)
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作図 査図
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記 事
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（校舎棟へ）
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ＤＮ

女子更衣室１
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男子更衣室２
休憩コーナー

男子更衣室１

ギャラリー
タラップ

部室 部室用具室

タラップ

ギャラリー

アリーナ上部吹抜

ステージ上部吹抜

卓球場

部室 部室 部室 部室

部室部室部室
部室

女子更衣室２

女子更衣室

3

Ｎ

A1  S=1/100

A3  S=1/200照明設備　2階　平面図
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E-05

注記

1.原則、照明器具機器のみ更新とし、既設配管配線は改修対象外とする。

配線凡例

IV2.0×3(19)

IV2.0×2(19)
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